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1 理学部・理学研究科の沿革 
 
昭和 24 年（1949 年）4 月  大阪市立大学（新制）創立。大阪市立都島工業専門学校を 

母体として理工学部を設置。 
 

昭和 25 年（1950 年）4 月  大阪市の農業練習所を移管して理工学部附属植物園を設置。 
 

昭和 27 年（1952 年）4 月  理工学部附属宇宙線研究所を設置。 
 

昭和 28 年（1953 年）4 月  大阪市立大学大学院を設置（7 研究科修士課程）。 

理学研究科修士課程： 

数学専攻、物理学専攻、化学専攻、生物学専攻、地質学専攻 
 

昭和 29 年（1954 年）4 月  博士課程設置（数学専攻、物理学専攻、化学専攻）。 
 

昭和 30 年（1955 年）9 月  財団法人有機化学研究所を設置。 
 

昭和 32 年（1957 年）4 月  理工学部、理学・工学の各専攻制度を廃止し、学科制度に 

変更して 11 学科を設置 

（数学科・物理学科・化学科・生物学科・地学科他）。 
 

昭和 33 年（1958 年）4 月  生物学専攻博士課程設置。 
 

昭和 34 年（1959 年）4 月  理工学部を廃止し、理学部と工学部を設置。 
 

昭和 36 年（1961 年）1 月  有機化学研究所の大学への寄付収受が決まり、理学部附属 

研究所となる。 
 

昭和 37 年（1962 年）9 月  理学部新学舎竣工、杉本町に移転。 
 

昭和 38 年（1963 年）4 月  地質学専攻博士課程設置。 
 

平成  5 年（1993 年）4 月  物質科学科を設置。地学科を地球学科に改組 

理学部附属有機化学研究所を廃止。 
 

平成 10 年（1998 年）4 月  理学研究科の全専攻を改組し、数物系専攻、物質分子系 

専攻、生物地球系専攻の 3 専攻を設置。 
 

平成 15 年（2003 年）3 月  理学部付属宇宙線研究所を廃止し、物理学科に統合。 
 
平成 18 年（2006 年）4 月  公立大学法人大阪市立大学として法人化。 
 
平成 21 年（2009 年）4 月  物質科学科の募集を停止。 
 

平成 22 年（2010 年）4 月  前期博士課程入学定員変更。 

平成 10 年度改組前 

→ 

平成 10 年度～平成 21 年度 

→ 

現行 

専攻名 

入 学 定 員 

専攻名 

入 学 定 員 

専攻名 

入 学 定 員 

前 期 

博士課程 

後 期 

博士課程 

前 期 

博士課程 

後 期 

博士課程 

前 期 

博士課程 

後 期 

博士課程 

数 学 8 4 数 物 系 28  14 数 物 系 29 14 

物 理 学 12 5 物質分子系 26 13 物質分子系 34 13 

化 学 16 7 生物地球系 28 14 生物地球系 29 14 

生 物 学 14 5 （合 計） （82） （41） （合 計） （92） （41） 

地 質 学 8 4 

（合 計） （58） （25） 

 



2 組織図 

 

  大学院理学研究科             数物系専攻 

                        数理構造論講座 

前期博士課程                数理解析学講座 

                        基礎物理学講座 

後期博士課程                宇宙・高エネルギー物理学講座 

                        物性物理学講座 

                       物質分子系専攻 

                        創成分子科学講座 

                        機能分子科学講座 

                       生物地球系専攻 

                        生物分子機能学講座 

                        生体機能生物学講座 

                        自然誌機能生物学講座 

                        環境地球学講座 

                        地球物質進化学講座 

 

 

 

理学部                  数学科 

                       物理学科 

                       化学科 

                       生物学科 

                       地球学科 

附属施設                 植物園 

 

 

 

 

 



3 履修案内 
 

■本研究科の標準修業年限は 5 年で、標準修業年限 2 年の前期博士課程と標準修業年限 3 年

の後期博士課程に区分されている。 

■前期博士課程の授業科目は、講義科目、演習科目および前期特別研究科目より構成される。 

講義科目は、各分野の学問的基盤の体系的な学習を目的とする分野専門科目と、それぞ

れの専攻内にあって 2 つの分野の境界領域の学習を目的とする学際分野科目から構成され

ている。通常週 1 回、学期当たり 15 週で 2 単位が与えられる。ただし、集中講義のように、

短期間にまとめて行われることもある。 

演習科目は、各専門分野ごとに 1 科目ずつ設けられている。これは、複数の教員の担当

によって提供され、専門分野の講義内容の理解を深めると共に、幅広い専門知識の習得を

目的とする選択必修科目である。 

いずれの演習科目も 2 年間にわたって修得することを前提にしており、修得単位数は 8

単位であるが、原則として各学年ごとに 4 単位を与える。 

前期特別研究科目は、修士論文の研究課題遂行のための基礎となる理論、実験について

の体系的な知識・技術の修得を目的とした科目である。これは 2 年間にわたって修得する

ことを前提にしており、修得単位数は 12 単位であるが、原則として各学年ごとに 6 単位を

与える。 

前期博士課程の修了要件は、2 年以上在学し、前期特別研究 12 単位、演習 1 科目 8 単位、

演習以外の分野専門科目と学際分野科目より 10 単位以上、合計 30 単位以上を修得し、か

つ修士論文を提出して審査および試験に合格することである。 

なお、前期博士課程を修了し、引き続き後期博士課程に進学しようとする場合には、選

考試験を受ける必要がある。 

■後期博士課程の授業科目は、ゼミナール及び後期特別研究科目より構成される。 

ゼミナールは各専門分野ごとに複数の教員の担当によって提供され、関連分野について

の最近の研究の成果、発展状況を幅広く学ぶ。通常週 1 回、学期当たり 15 週で 2 単位が与

えられる。 

後期特別研究科目は、博士論文の研究課題遂行のための基礎となる理論、実験について

の体系的な知識・技術の修得を目的とした科目である。これは 3 年間にわたって修得する

ことを前提にしており、修得単位数は 8 単位であるが、原則として初年次と 2 年次におい

てそれぞれ 3 単位、3 年次において 2 単位を与える。 

後期博士課程の修了要件は、3 年次以上在学し、後期特別研究 8 単位、ゼミナール 2 単

位以上、合計 10 単位以上を修得し、かつ博士論文を提出して審査および試験に合格するこ

とである。 

■前期博士、後期博士のいずれの課程においても、特に優れた研究業績をあげた者には、在

学期間の短縮規定を適用することがある。 

■教育上有益であると認められたときには、学部、他専攻、他研究科および他の大学院等に

おける授業科目の履修、研究指導の一部を受けることおよび外国の大学院への留学を認め

ることがある。 

■在学年限は前期博士課程については 4 年、後期博士課程については 6 年とする。 

■履修計画、研究計画等の具体的な点については、研究指導を担当する教員と相談のうえ決

めること。 

また、履修する授業科目は理学研究科履修規程の別表及び授業内容を参照の上、理学研

究科事務室に履修受験届を提出すること。（別途指示） 



4 教育理念・教育目標 

大阪市立大学大学院理学研究科の教育理念・教育目標 

 

制定 平成 15 年 10 月 21 日研究科教授会 

改正 平成 19 年 ５月 15 日研究科教授会 

１ 理学研究科の教育理念 

・ 極微の世界から広大な宇宙までを対象に、実験的・理論的手法を駆使して自然界を律

する真理を探究する。 

・ 自然の存在様式と法則性の体系的学習を基礎に、自然の摂理に触れることへの喜びを

教育の原点として、自然科学や最先端科学・技術の振興に寄与できる国際的な視野をも

った人材を育成する。 

 

２ 理学研究科の教育目標 

前期博士課程 

・ 鋭い問題意識と解決能力をもち、先端科学・技術の発展と応用展開を推進できる研究

者・高度専門的職業人を育成する。 

・ 中高教員などの教育職、各省庁、地方公共団体及び民間企業におけるＩＴ、情報、物

理、化学、製薬、バイオ、環境などの分野で、研究・開発の中核として活躍できる人材

を育成する。 

 

後期博士課程 

・ 最先端科学の研究課題を先導的に推進し、世界にはばたく研究者・高度専門的職業人

を育成する。 

・ 大学、国公立や民間の研究機関及び企業の研究開発のなかで、基礎及び応用研究をリ

ードする研究者、海外を含め、舞台を世界に移して活躍できる人材を育成する。 

 

３ 各専攻の教育理念・教育目標 

数物系専攻 

（教育理念） 

数学および物理学は全ての自然科学の基礎である。そのような普遍性を今後も保持する

必要がある一方で、急激な変化を起こす我々の社会において、さらに数学と物理学は広が

りと深みを増しつつ重要となるであろう。本専攻では、数学および物理学の教育を通じて、

自由な学問的雰囲気の中、知ることへの憧れ、考えることの楽しさ、問題解決の喜びを大

切にして、物事の本質を見極め、自由で独創的な発想ができ、自ら理解したことを正確に

分かりやすく表現できる人材の育成を目指す。 

 

（教育目標） 

前期博士課程では、鋭い問題意識と解決能力をもち、先端科学・技術の発展と応用展開

を推進できる研究者・高度専門的職業人を育成する。これらの人材は、中高教員などの教

育職、各省庁、地方公共団体および民間企業における研究開発の中核として活躍すること

が期待される。 

後期博士課程では、最先端科学の研究課題を先導的に推進し、世界にはばたく研究者・

高度専門的職業人を養成する。これらの人材は、大学、高専、国公立や民間の研究機関お

よび企業の研究開発の中で、基礎および応用研究をリードする研究者、世界を舞台に活躍

できる人材となることが期待される。 

 



物質分子系専攻 

（教育理念） 

現在、先端の学問領域はボーダーレス化の時代にあり、新たな領域が勃興しつつある。

物質科学と化学の分野においても、研究内容の高度化と境界領域の発展には目覚しいもの

がある。このような急激な質的変化に対応するため、社会科学との深い部分での融合領域

への発展も視野に入れた自然系大学院でのリベラルアーツの涵養を実施し、科学全体に対

する広範な知識を積極的に養う事により、豊かな物質観をもち、将来の根源的な科学の変

革に対応できる人材の育成を目指した教育を行う。さらに、科学情報テクノロジー、およ

び物質科学・化学に関わる理論（物性理論、分子軌道法等）、先端的な物性計測・合成テク

ノロジーを習得した学生を育成し、将来的に物質分子科学分野の国際的な場で活躍できる

若手研究者や、国際会議などを組織できる能力をもつフロントランナーへの育成を目指す。 

 

（教育目標） 

前期博士課程では特に、専門的な学問体系にはいる基礎訓練に重点をおき、リベラルア

ーツの涵養を実施し、科学全体に対する広範な知識を積極的に養う。外国語でのコミュニ

ケーション能力を高めるとともに、物理学・化学、および境界領域の学会への参加などを

通じ、高度に専門・細分化した研究分野に対応できる研究者や教育者を育成することに重

点を置く。 

後期博士課程では特に、大学、国公立や民間の研究機関及び企業の研究開発をリードす

る研究者、海外を含め、舞台を世界に移して活躍できる人材を育成することに重点を置く。 

 

生物地球系専攻 

（教育理念） 

現在、地球環境は大きな危機に直面している。その本質を明らかにし、適切な解決策を

見いだすためには、生物や地球に関する正確な知識と理解が不可欠である。生命現象の性

質を明らかにするとともに、生物多様性の本質を探求する生物学、および地球の歴史と実

体、そして未来を解明する地球学の２つの専門分野に加え、それらを融合した地球環境の

未来を支える新しい学際分野の教育・研究を行い、社会に広く貢献できる人材を育成する。

生物学・地球学の各分野を専門として探求・展開しながらも広い視野と見識を持ち、生物

学・地球学を融合した新しい学際分野の学問体系を創造・発展できる人材の育成を目指す。 

 

（教育目標） 

前期博士課程では、鋭い問題意識と解決能力をもち、生物学・地球学および学際領域の

発展とその応用展開を推進できる研究者・高度専門的職業人を育成する。中学・高校、各

省庁、地方公共団体及び民間企業において、教育・研究・開発の中核として活躍できる人

材を育成する。 

後期博士課程では、生物学・地球学および学際領域における最先端の研究課題を先導的

に推進し、世界にはばたく研究者・高度専門的職業人を育成する。大学、国公立や民間の

研究機関及び企業の研究開発のなかで、基礎及び応用研究をリードする研究者、国際的に

活躍できる人材を育成する。 

 



5 理学研究科履修規程 
 

制 定 平成 10 年２月 17 日 

改 正 平成 15 年４月 １日 

改 正 平成 19 年５月 15 日 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪市立大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）、及び大阪

市立大学学位規程（以下「学位規程」という。）に基づき大阪市立大学大学院理学研

究科（以下「本研究科」という。）における履修上の必要事項を定める。 

 

（大学院学則その他との関係） 

第２条 本研究科の授業科目及び単位数、履修方法、学位論文の取扱い等については、大

学院学則及び学位規程に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。 

 

（授業科目及び単位数） 

第３条 本研究科及び各専攻の教育理念・目標を達成するために、本研究科の各専攻の授

業科目及び単位数を別表のとおり定める。 

 

（履修計画及び履修認定） 

第４条 学生は、毎年所定の期間内に、その学年又は学期で履修しようとする授業科目を

届けなければならない。 

２ 履修した授業料日の試験は、筆記、口述又は、研究報告によって行う。試験に合

格した学生に対しては、所定の単位を与える。 

３ 試験の期日は、授業が終了した際、授業科目担当者が適宜定める。 

 

（研究指導） 

第５条 研究指導のため、学生ごとに担当指導教員を定める。 

２ 担当指導教員は、学生が所属する専攻の教授とする。 

３ 担当指導教員は、学生の研究課題に応じて、適切な教員を副担当指導教員として

選ぶことができる。 

４ 学生は、本研究科教授会において教育上有益と認められるときは、国内の他の大

学院又は、研究所等において研究指導を受けることができる。 

５ 前項の規程による研究指導を前期博士課程の学生について認める場合は、当該研

究指導を受ける期間は、１年を超えないものとする。 

 

（前期博士課程における履修方法及び修了認定） 

第６条 前期博士課程の学生は、前期特別研究 12 単位、演習１科目８単位及び講義によっ

て提供される授業科目より 10 単位以上を合わせて 30 単位以上修得しなければなら

ない。 

２ 前期博士課程を修了するためには、前項の修得要件を満たし、修士論文を提出し

て審査及び試験に合格しなければならない。 

３ 前期博士課程の修了認定を受けようとする者は、修士論文を所定の期日までに研

究科長に提出しなければならない。 

 

 

 



（後期博士課程における履修方法及び修了認定） 

第７条 後期博士課程の学生は、後期特別研究８単位、ゼミナール２単位以上を合わせて

10 単位以上修得しなければならない。 

２ 後期博士課程を修了するためには、前項の修得要件を満たし、博士論文を提出し

て審査及び試験に合格しなければならない。 

３ 後期博士課程の修了認定を受けようとする者は、博士論文を所定の期日までに提

出しなければならない。 

 

（他専攻、他研究科、他大学院等の授業料日の履修） 

第８条 学生は、本研究科教授会において教育上有益と認められるときは、他の専攻、他

の研究科、他の大学院又は、外国の大学院等における授業科目を履修することがで

きる。 

２ 前項により修得した単位は、本研究科教授会において審査のうえ、10 単位を限度

として本研究科の修了に要する単位として認定することができる。 

 

（学部開講授業料日の履修） 

第９条 学生は、本研究科教授会において教育上有益と認められるときは「大学院学生の

学部開講授業料日の受講に関する規程」（昭和４３年学長達第２号）の定めるところ

により、学部開講科目を履修することができる。 

 

（在学期間の短縮） 

第 10 条 大学院学則第 17 条（第 20 条）第１項ただし書、同条第３項ただし書き又は同条

第５項ただし書に基づき、優れた業績をあげた者又は優れた研究業績をあげた者の

本研究科の在学期間を短縮することがある。この場合において、優れた業績をあげ

た者又は優れた研究業績をあげた者とは、標準の手続等及び判定基準による者と同

等以上と判定された者とする。 

 

（教育職員免許状授与の所要資格の取得） 

第 11 条 本研究科において教育職員免許状授与の所要資格を得ようとする者は、教育職員

免許法に基づいて別に定めるところにより、所定の単位を修得しなければならない。 

 

（その他） 

第 12 条 この規程の施行について必要な事項は、本研究科教授会で定める。 

 

 

附 則 

 

１． この規程は、平成 10 年４月１日から施行する。 

２．  平成 10 年 3 月 31 日現在、本研究科に在学する者の授業科目及び単位数、履修方法、

指導教員については、なお従前の例による。 

 



別 表           前期博士課程 数物系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 
 

 

野 
 

 

専 
 

 

門 
 
 

科 
 

 

目 

№ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

〃 

14 

〃 

15 

〃 

16 

〃 

17 

 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

〃 

29 

〃 

30 

〃 

31 

〃 

32 

 

33 

34 

35 

（数理構造論分野） 

数理構造論 1 

数理構造論 2 

数理構造論 3 

数理構造論 4 

代数学特論 Ⅰ 

代数学特論 Ⅱ 

代数学特論 Ⅲ 

代数学特論 Ⅳ 

幾何学特論 Ⅰ 

幾何学特論 Ⅱ 

幾何学特論 Ⅲ 

幾何学特論 Ⅳ 

代数構造論特別講義Ⅰ 

代数構造論特別講義Ⅱ 

代数構造論特別講義Ⅲ 

代数構造論特別講義Ⅳ 

幾何構造論特別講義Ⅰ 

幾何構造論特別講義Ⅱ 

幾何構造論特別講義Ⅲ 

幾何構造論特別講義Ⅳ 

数理構造論演習 

（数理解析学分野） 

数理解析学 1 

数理解析学 2 

数理解析学 3 

数理解析学 4 

解析学特論 Ⅰ 

解析学特論Ⅱ 

解析学特論 Ⅲ 

解析学特論 Ⅳ 

数学概論 Ⅰ 

数学概論 Ⅱ 

数理解析学特別講義Ⅰ 

数理解析学特別講義Ⅱ 

数理解析学特別講義Ⅲ 

数理解析学特別講義Ⅳ 

応用解析学特別講義Ⅰ 

応用解析学特別講義Ⅱ 

応用解析学特別講義Ⅲ 

応用解析学特別講義Ⅳ 

数理解析学演習 

（基礎物理学分野） 

場の量子論 

素粒子論 

物理数学 

 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

隔年開講 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

隔年開講 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 



前期博士課程 数物系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 
 

 

野 
 

 

専 
 

 

門 
 
 

科 
 

 

目 

№ 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

〃 

〃 

〃 

〃 

43 

 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

〃 

〃 

53 

〃 

〃 

54 

 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

〃 

〃 

〃 

64

〃 

〃 

〃 

65 

（基礎物理学分野） 

プラズマ物理学 

流体力学 

相対論的重力理論 

相対論的宇宙物理学 

原子核物理学Ⅰ 

原子核物理学Ⅱ 

基礎物理学特別講義ⅠA 

基礎物理学特別講義ⅠB 

基礎物理学特別講義ⅡA 

基礎物理学特別講義ⅡB 

基礎物理学特別講義Ⅲ 

基礎物理学演習 

（宇宙・高エネルギー物理学分野）  

高エネルギー物理学Ⅰ 

高エネルギー物理学Ⅱ 

宇宙線物理学Ⅰ 

宇宙線物理学Ⅱ 

宇宙・素粒子実験物理学Ⅰ 

宇宙・素粒子実験物理学Ⅱ 

重力波実験物理学 

宇宙物理学 

宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅰ  

宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅱ 

宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅲ 

粒子物理学特別講義Ⅰ 

粒子物理学特別講義Ⅱ 

粒子物理学特別講義Ⅲ 

宇宙・高エネルギー物理学演習 

（物性物理学分野） 

物性物理学Ⅰ 

物性物理学Ⅱ 

量子統計力学Ⅰ 

量子統計力学Ⅱ 

低温物理学 

光物性論 

生体物性物理学 

固体低温物性 

物性物理学特別講義ⅠA 

物性物理学特別講義ⅠB 

物性物理学特別講義ⅡA 

物性物理学特別講義ⅡB 

凝縮系物理学特別講義ⅠA 

凝縮系物理学特別講義ⅠB 

凝縮系物理学特別講義ⅡA 

凝縮系物理学特別講義ⅡB 

物性物理学演習 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

隔年開講 

〃 

〃 

〃 

 

 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

隔年開講 

 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

 

隔年開講 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 



前期博士課程 数物系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

学 

際 

分 

野 

科 

目 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

〃 

〃 

数理科学 A 

数理科学 B 

数理科学 C 

数理科学 D 

数理科学 E 

数理物理学Ⅰ 

数理物理学Ⅱ 

数理物理学Ⅲ 

数理物理学Ⅳ 

計算科学 

数理物理学特別講義Ⅰ 

数理物理学特別講義Ⅱ 

数理物理学特別講義Ⅲ 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

集中講義 

〃 

 

 

 

 

隔年開講 

集中講義 

〃 

〃 

特
別
研
究
科
目 

77 前期特別研究 

 

 

1～2 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

・ 

実験 

 

 

 

（注）授業時期、担当者については変更することがある。 

   集中講義は毎年の開講ではないので時間割で確認すること。 

   選択必修の演習は１科目８単位を必ず修得すること。なお、数学分野については数学

概論Ⅰ,Ⅱは両方を履修することが望ましいが、尐なくとも何れか一方は履修すること。 

 



前期博士課程 物質分子系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 
 

野 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

№ 

78 

79 

80 

 

81 

82 

 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

（基幹科目） 

基幹有機化学 

基幹無機化学 

基幹物理化学 

（基盤科目） 

創成分子科学 

機能分子科学 

（創成分子科学分野） 

創成有機分子科学特論Ⅰ 

創成有機分子科学特論Ⅱ 

創成有機分子科学特論Ⅲ 

創成無機分子科学特論Ⅰ 

創成無機分子科学特論Ⅱ 

創成無機分子科学特論Ⅲ 

創成分子物理化学特論Ⅰ 

創成分子物理化学特論Ⅱ 

創成分子物理化学特論Ⅲ 

創成先端分子科学特論 

創成分子科学演習 

（機能分子科学分野） 

機能有機分子科学特論Ⅰ 

機能有機分子科学特論Ⅱ 

機能有機分子科学特論Ⅲ 

機能無機分子科学特論Ⅰ 

機能無機分子科学特論Ⅱ 

機能無機分子科学特論Ⅲ 

機能分子物理化学特論Ⅰ 

機能分子物理化学特論Ⅱ 

機能分子物理化学特論Ⅲ 

機能先端分子科学特論 

機能分子科学演習 

 

 

1 

1 

1 

 

1 

1 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

  

2 

2 

2 

 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

講義 

〃 

〃 

 

講義

〃 

 

講義

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

 

 



前期博士課程 物質分子系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 

野 

専 

門 

科 

目 

№ 

105 

〃 

106 

〃 

107 

〃 

108 

〃 

109 

〃 

110 

〃 

111 

〃 

112 

〃 

 

（特別講義） 

創成有機化学特別講義 1 

創成有機化学特別講義 2 

創成無機化学特別講義 1 

創成無機化学特別講義 2 

創成物理化学特別講義 1 

創成物理化学特別講義 2 

機能有機化学特別講義 1 

機能有機化学特別講義 2 

機能無機化学特別講義 1 

機能無機化学特別講義 2 

機能物理化学特別講義 1 

機能物理化学特別講義 2 

探索分子化学特別講義 1 

探索分子化学特別講義 2 

分子制御化学特別講義 1 

分子制御化学特別講義 2 

 

 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

学 

際 

分 

野 

科 

目 

113 

114 

115 

 

科学の倫理と安全 

科学哲学 

国際ゼミナール 

 

1 

1 

1・2 

 

1 

 

1 

 

 

 

1 

 

 

1 

 

講義 

〃 

〃 

 

集中講義 

〃 

〃 

 

特
別
研
究
科
目 

116 

 

前期特別研究 1～2 12   実験  

（注）講義によって提供される授業科目から 10単位以上修得すること。ただし、以下の 

(1)～(3)の条件を満たすこと。 

(1)基幹科目：３科目から２科目以上選択し、必ず修得すること。 

(2)基盤科目：２科目から１科目以上選択し、必ず修得すること。 

(3)選択必修の講義科目（科学哲学，基幹科目と基盤科目）から７単位以上修得す

ること。 

選択必修の演習は１科目８単位を必ず修得すること。 

 

授業時期、担当者については変更することがある。 

特論と集中講義は毎年の開講ではないので時間割で確認すること。 

 



前期博士課程 生物地球系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 
 

野 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

№ 

117 

118 

119 

120 

121 

122 

123 

〃 

124 

 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

〃 

132 

 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

〃 

141 

 

142 

143 

144 

145 

146 

147 

〃 

〃 

〃 

148 

 

（生物分子機能学分野） 

代謝調節機能学特論Ⅰ 

代謝調節機能学特論Ⅱ 

微生物化学特論Ⅰ 

微生物化学特論Ⅱ 

酵素化学特論 

生体高分子機能学特論 

生物分子機能学特別講義Ⅰ 

生物分子機能学特別講義Ⅱ 

生物分子機能学演習 

（生物機能生物学分野） 

植物機能学特論Ⅰ 

植物機能学特論Ⅱ 

動物機能学特論Ⅰ 

動物機能学特論Ⅱ 

細胞機能学特論Ⅰ 

細胞機能学特論Ⅱ 

生体機能生物学特別講義Ⅰ 

生体機能生物学特別講義Ⅱ 

生体機能生物学演習 

（自然誌機能生物学分野） 

機能生態学特論 

社会生態学特論Ⅰ 

社会生態学特論Ⅱ 

社会生態学特論Ⅲ 

情報生物学特論Ⅰ 

情報生物学特論Ⅱ 

植物光生物学特論 

自然誌機能生物学特別講義Ⅰ 

自然誌機能生物学特別講義Ⅱ 

自然誌機能生物学演習 

（環境地球学分野） 

人類紀自然学特論 

都市地盤構造論 

地質工学 

空間情報システム論 

空間情報科学特論 

環境地球学特別講義Ⅰ 

環境地球学特別講義Ⅱ 

環境地球学特別講義Ⅲ 

環境地球学特別講義Ⅳ 

環境地球学演習 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

集中講義 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

集中講義 

〃 

 

 

 

隔年開講 

 

隔年開講 

 

 

集中講義 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

創造都市研究科提供科目 

〃 

集中講義 

〃 

〃 

〃 

 

 



前期博士課程 生物地球系専攻 

授 業 科 目 
配当

年次 

単 位 数 講義
演習
実験 

備  考 
 

必 修 選択必修 選 択 

分 

野 

専 

門 

科 

目 

№ 

149 

150 

151 

152 

153 

〃 

〃 

〃 

154 

 

（地球物質進化学分野） 

地球物質学特論Ⅰ 

地球物質学特論Ⅱ 

岩石学特論 

堆積論 

地球物質進化学特別講義Ⅰ 

地球物質進化学特別講義Ⅱ 

地球物質進化学特別講義Ⅲ 

地球物質進化学特別講義Ⅳ 

地球物質進化学演習 

 

 

1 

1 

1 

1 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

 

 

 

 

 

集中講義 

  〃 

  〃 

  〃 

 

学 

際 

分 

野 

科 

目 

155 

156

157 

〃 

〃 

158 

159 

160 

機能生態学 

環境適応植物科学 

生物環境変動学特別講義Ⅰ 

生物環境変動学特別講義Ⅱ 

生物環境変動学特別講義Ⅲ 

先進生物学特別講義 

地球情報学 

地球進化学 

 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1 

1 

 

 2 

2 

 

 

 

 

2 

2 

 

 

1 

1 

1 

1 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

集中講義 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

特
別
研
究
科
目 

161 前期特別研究 1～2 12   実験  

（注）授業時期、担当者については変更することがある。 

   集中講義は毎年の開講ではないので時間割で確認をとること。 

   選択必修の演習は１科目８単位を必ず修得すること。また、演習を除く選択必修科目

（学際分野科目）のうち１科目以上修得すること。 

   なお、生物学専攻は特別講義（学際科目を含む）のうち６科目（６単位）までは前期

博士課程修了単位（計３０単位）に認定する。 



後期博士課程 数物系専攻 

授 業 科 目 
配 当 

年 次 

単 位 数 講義演習 

実験 

 

必 修 選択必修 選 択 

数理構造論ゼミナール 

数理解析学ゼミナール 

基礎物理学ゼミナール 

宇宙・高エネルギー物理学ゼミナール 

物性物理学ゼミナール 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

演 習 

演 習 

演 習 

演 習 

演 習 

後期特別研究 1 ～ 3 8   演習・実験 

 

 

 

 

後期博士課程 物質分子系専攻 

授 業 科 目 
配 当 

年 次 

単 位 数 講義演習 

実験 

 

必 修 選択必修 選 択 

創成分子科学ゼミナール１ 

創成分子科学ゼミナール２ 

機能分子科学ゼミナール１ 

機能分子科学ゼミナール２ 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

 

2 

2 

2 

2 

 

演 習 

演 習 

演 習 

演 習 

後期特別研究 1 ～ 3 8   演習・実験 

 

 

 

 

後期博士課程 生物地球系専攻 

授 業 科 目 
配 当 

年 次 

単 位 数 講義演習 

実験 

 

必 修 選択必修 選 択 

生物分子機能学ゼミナール 

生体機能生物学ゼミナール 

自然誌機能生物学ゼミナール 

環境地球学ゼミナール 

地球物質進化学ゼミナール 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

1・2・3 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

演 習 

演 習 

演 習 

演 習 

演 習 

後期特別研究 1 ～ 3 8   演習・実験 

 



6 学位規程 
 

（目的） 

第１条 学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条第１項の規定にもとづき、大阪市
立大学（以下「本学」という。）において授与する学位の種類、論文審査その他学位
に関し必要な事項について、大阪市立大学学則及び大阪市立大学大学院学則に定め
るもののほかは、本規程の定めるところによる。 

（学位の種類） 

第２条 本学において授与する学位は、学士、修士、博士及び法務博士（専門職）とする。 

２ 学士の学位に付記する専攻分野の種類は、次のとおりとする。 

学士（商学） 

学士（経済学） 

学士（法学） 

学士（文学） 

学士（理学） 

学士（工学） 

学士（医学） 

学士（看護学） 

学士（生活科学） 

３ 修士の学位に付記する専攻分野の種類は、次のとおりとする。 

修士（経営学） 

修士（商学） 

修士（グローバルビジネス） 

修士（経済学） 

修士（法学） 

修士（文学） 

修士（理学） 

修士（工学） 

修士（医科学） 

修士（生活科学） 

修士（都市ビジネス） 

修士（都市政策） 

修士（都市情報学） 

修士（看護学） 

修士（学術） 

４ 博士の学位に付記する専攻分野の種類は、次のとおりとする。 

博士（経営学） 

博士（商学） 

博士（グローバルビジネス） 

博士（経済学） 

博士（法学） 

博士（文学） 

博士（理学） 

博士（工学） 

博士（医学） 

博士（生活科学） 

博士（創造都市） 

博士（学術） 

（学位授与の要件） 

第３条 前条第２項の学位は本学を卒業した者に対して授与し、同条第３項及び第４項の
学位は、本学大学院修士課程、前期博士課程、後期博士課程又は医学研究科の博士
課程に所定の年限以上在学して、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導をう
けたうえ、学位論文の審査及び試験に合格し、課程を修了した者に対して授与し、
法務博士（専門職）の学位は、本学大学院法学研究科法曹養成専攻に所定の年限以
上在学して、所定の単位を修得し、専門職学位課程を修了した者に対してこれを授
与する。 

２ 博士の学位は、前項の規定にかかわらず、本学大学院の課程を修了しない者であ



っても、本学大学院に学位論文を提出してその審査及び試験に合格し、かつ、専攻
学に関し前項により学位を授与された者と同等以上の学力があると認められた者に
授与することができる。 

（課程を修了する者の学位論文の提出） 

第４条 本学大学院の課程の修了認定をうけようとする者の学位論文は、当該研究科長に
提出するものとする。 

２ 前項の学位論文を提出し得る者は、本学大学院修士課程、前期博士課程、後期博
士課程又は医学研究科の博士課程に各研究科教授会の定める年限以上在学している
者で、所定の単位を修得した者又は学位論文審査の終了までに所定の単位を修得し
得る見込みのある者で、かつ、必要な研究指導をうけた者でなければならない。 

（課程を修了しない者の学位授与の申請） 

第５条 第３条第２項により博士の学位の授与を申請する者は、学位申請書に学位論文、
論文目録、論文内容の要旨、履歴書及び学位審査手数料を添え学長に提出するもの
とする。ただし、本学大学院博士課程に所定の年限以上在学して、所定の単位を修
得し、かつ、必要な研究指導をうけたうえ退学した者が、退学した日から１年以内
に博士の学位の授与を申請したときは、学位審査手数料を免除する。 

２ 前項の学位授与の申請があったときは、学長は研究科教授会の議を経てこれを受
理する。 

３ 学長は、前項により学位授与の申請を受理したときは、その学位の種類に応じて
当該研究科教授会に審査させる。 

４ 受理した学位論文及び学位審査手数料は、還付しない。 

（学位論文） 

第６条 修士又は博士の学位論文は、１編とする。ただし、参考として他の論文を添付す
ることができる。 

２ 前項の論文は、修士の場合は、１部、博士の場合は、３部とする。 

３ 修士又は博士の学位論文審査のため必要があるときは、研究科教授会は、資料等
を提出させることがある。 

（学位論文の審査及び試験） 

第７条 修士又は博士の学位論文の審査及び試験は、各研究科教授会において審査委員会
を設けて行う。 

２ 審査委員会は、研究科教授会において当該研究科所属教員の中から選出された３
名以上の審査委員（内１名は、主査）をもって組織する。 

３ 研究科教授会において必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、他
の研究科等又は国内の他の大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員に加えるこ
とができる。 

４ 試験は、学位論文を中心とし、これに関連ある科目について行う。 

（学力の確認） 

第８条 審査委員会は、第３条第２項により学位の授与を申請する者に対しては、学位論
文の審査及び試験と併せて学力の確認を行うものとする。 

２ 学力の確認は、学位申請者が本学大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力
を有するか否かについて口述試験及び筆記試験により行い、外国語については２種
類を課する。ただし、研究科教授会（医学研究科を除く。）が学歴、業績等により学
位申請者の学力の確認を行い得ると認めたときは、試験の全部又は一部を省略する
ことができる。 

３ 本学大学院後期博士課程又は医学研究科の博士課程に所定の年限以上在学し、か
つ、必要な研究指導をうけたうえ、所定の単位を修得して退学した者が、第３条第
２項により学位の授与を申請したときは、各研究科教授会の定める年限内に限り学
力の確認を省略することができる。 

（審査の期間) 

第９条 修士の学位論文の審査及び試験は、在学期間中に終了しなければならない。 

２ 博士の学位論文の審査、試験及び学力の確認は、論文を受理した日から１年以内
に終了しなければならない。ただし、特別の事情があるときは、研究科教授会の議
を経てその期間を６月以内延長することができる。 

（学位授与の判定） 

第 10 条 審査委員会は、修士又は博士の学位論文の審査、試験及び学力の確認が終了した
ときは、論文内容の要旨、審査結果の要旨、試験の結果の要旨及び学力の確認の結
果の要旨に修士又は博士の学位授与に値するか否かの意見書を添え、研究科教授会



に報告しなければならない。ただし、修士論文の内容の要旨、審査結果の要旨及び
試験の結果の要旨は省略することができる。 

２ 研究科教授会は、前項の報告にもとづいて学位を授与できるか否かを判定する。 

３ 学位授与の判定を行うには、研究科教授会構成員の３分の２以上が出席し、無記
名投票によりその 3 分の 2 以上の同意を必要とする。 

４ 前項により学位を授与できるものと判定したときは、研究科長は、論文内容の要
旨、審査結果の要旨、試験の結果の要旨及び学力の確認の結果の要旨を添えて判定
書を学長に提出しなければならない。ただし、修士の学位については、判定書のみ
とすることができる。 

５ 研究科教授会において、第３条第２項による博士の学位を授与できないものと判
定したときは、その旨を学長に報告するものとする。 

（学位の授与） 

第 11 条 学長は、本学を卒業した者に対して学士の学位を、前条の判定にもとづいて修士
又は博士の学位を、本学大学院法学研究科法曹養成専攻の専門職学位課程を修了し
た者に対して法務博士（専門職）の学位を授与する。 

２ 前条第５項の報告を受けたときは、学長は、該当者に対してその旨を通知する。 

３ 学位の授与を受けた者は、学位の名称を用いる場合には、次のように本学名を付
記するものとする。 

大阪市立大学 学士（○○） 

大阪市立大学 修士（○○） 

大阪市立大学 博士（○○） 

大阪市立大学 法務博士（専門職） 

（学位授与の取消し） 

第 12 条 不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は、当該研究
科教授会の議を経て既に授与した修士、博士又は法務博士（専門職）の学位を取り
消すものとする。 

２ 名誉を汚辱する行為があった者に対しては、学長は、教育研究評議会の議を経て
学位を取り消すことがある。 

（学位論文の公表） 

第 13 条 博士の学位を授与したときは、本学は、授与した日から３月以内に論文内容の要
旨及び審査の結果の要旨を公表する。 

２ 博士の学位を授与された者は、授与された日から１年以内にその論文を印刷公表
しなければならない。ただし、学位の授与を受ける前に既に印刷公表したときは、
この限りでない。 

３ 前項の規定にかかわらず、学長は、研究科教授会がやむを得ない理由があると認
めるときは、博士の学位を授与された者が、学位論文の全文に代えて、その内容を
要約したものを印刷公表することを認めることができる。 

（学位論文の保管） 

第 14 条 修士又は博士の学位論文１部は、本学学術情報総合センターに保管する。 

（学位簿の登録） 

第 15 条 本学は、博士の学位を授与したときは、学位簿に登録し、文部科学大臣に報告す
る。 

（その他） 

第 16 条 学位記及び学位申請書の様式は、別表のとおりとする。 

 

附 則 

この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。 

 



別 表 

１ 学位記の様式 

(1) 第３条第１項による場合 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学○○学部○○学科所定の課程を修め本学を卒業したことを 

認め学士（○○）の学位を授与する 

 

 

年 月 日 

 

大阪市立大学  ○○学部長（氏  名） 印 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の修士課程を修了したので修士 

（○○）の学位を授与する 

 

 

年 月 日 

 

 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の前期博士課程を修了したので 

修士（○○）の学位を授与する 

 

 

年 月 日 

 

 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学大学院○○研究科○○専攻の博士課程を修了したので博士 

（○○）の学位を授与する 

 

学位論文名 

 

年 月 日 

 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学大学院法学研究科法曹養成専攻の専門職学位課程を修了し 

たので法務博士（専門職）の学位を授与する 

 

 

年 月 日 

 

 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 (2) 第３条第２項による場合 

 

 

第    号  

学  位  記 

 

                   （氏  名） 

大学印 

年 月 日生  

 

 

本学に下記の学位論文を提出しその審査及び所定の試験に合格 

したので博士（○○）の学位を授与する 

 

学位論文名 

 

年 月 日 

 

大 阪 市 立 大 学 長（氏  名） 印 

 

 

 



２ 学位申請書の様式 

 

 

 

学 位 申 請 書 

年 月 日  

大阪市立大学長（氏名） 様 

                （住所） 

 

（氏名）         印 

 

このたび大阪市立大学学位規程第３条第２項により博士 

（○○）の学位を受けたく学位論文３部に下記書類及び学 

位審査手数料を添えて申請いたします。 

 

記 

 

 

１ 論文目録 

２ 論文内容の要旨 

３ 履歴書 

以 上  

 

 

 



7 学位授与申請手続 
 

１．後期博士課程の博士論文提出について 

（１）「学位規程」を参照し、指導教員と相談のうえ申請すること。 

    また、申請にあたっては理学研究科事務室（以下「事務室」という）から提出日等

の指示を受けること。 

    ただし、年度末修了予定については、一斉通知します。 

 

（２）提出書類・部数および注意事項 

書類および部数 注  意  事  項 

学位申請書 

１部 
＊ 氏名は戸籍謄本記載のとおり正しく楷書で書いてください。 

学位論文 

 

３部 

＊ 必ず製本すること。ファイルしただけでは不可。なお、申請時においては

仮製本でも可。ただし、判定時には製本したものが必要。 

＊ 表紙および背表紙に論文名と氏名を入れること。 

＊ 印刷は、活字またはワープロ印刷等が望ましいが、複写機でも可。感熱

紙は不可。 

＊ 判の大きさおよび製本については別紙のとおり。 

＊ 和文の論文については、欧文要旨をつけること。 

単位修得（見込）

証明書  １部 

＊ 申請者には事務室で用意しますので、申請時に「諸証明申込書」を提

出すること。 

履歴書 

（様式１） 

※注 ６５部 

＊ 学歴は大学入学から記入すること。また、正確な年月日を記入し、学

科・専攻名の漏れないように注意すること。 

＊ 履歴書３部に印鑑（朱肉で）を押し、残り６２部は印影のあるものを

提出すること。 

＊ 用紙の大きさはＡ４とすること。 

論文目録 

（様式２） 

 

※注 ６５部 

＊ 主論文の題名が欧文の場合はその下に和文の題名を、和文の場合は欧

文の題名を（  ）に入れて記載すること。 

＊ 主論文名、参考論文名を項目別に記載すること。（タイトル等） 

＊ 目録に記載されているすべての論文について、すでに印刷公表したも

のはその方法および年月日を、未公表のものは公表の方法および時期

を記入すること。 

＊ 用紙の大きさはＡ４とする。 

論文内容の要旨 

（様式３） 

※注 ６５部 

＊ 論文名欄の枠は、題名の長さにより適当に定めること。 

＊ 主論文の題名が欧文の場合はその下に和文の題名を、和文の場合は欧

文の題名を（  ）に入れて記載すること。 

＊ 用紙の大きさはＡ４とし、８００字程度にすること。 

※ 注  ６５部印刷する前に、事務室で点検を受けること。 

「履歴書」「論文目録」「論文内容の要旨」はセットしないこと。 

 学位記に記載する論文名については、長文の場合（ ）内の欧文名を略することがあります。 

 

 

 

 

 



（様式 1：Ａ４判） 

履 歴 書 

報 告 番 号 甲 第    号 

ふりがな 

氏    名 

生年月日 

印 

昭和  年  月  日生 

性 別 

 

本 籍 地 の 

都 道 府 県 名 

 

現  住  所  

学  歴 

例：昭和年月日 ○○大学○○学部○○学科入学 

            ・・・・・・・・・・・・・ 

    ・・・・・・・・・・・・・ 

    平成年月日 ××大学大学院後期博士課程△△専攻 

修了見込み 

 

（様式２：Ａ４判） 

論 文 目 録 

報告番号 甲 第    号 氏 名  

主論文 

（         注意事項参照        ） 

参考論文 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 

（様式３：Ａ４判） 

論文内容の要旨 

報 告 番 号 甲 第    号 

論 文 名 （         注意事項参照        ） 

氏 名  

＜８００字程度の要旨＞ 

 

 

 

 



 

論 文 名 

（     ） 

 

理学研究科 

○○専攻 

 

平成 年度 

著  者  名 

（     ） 

 

論 文 名 

（     ） 

 

 

 

 

著 者 名 

（     ） 

論
文
名 

 
 
 
 
 
 

著
者
名 

製本について（課程博士） 

 

1. 大きさは「Ａ４判」とする。 

2. 製本の仕上がり 

（１）表紙の色は濃紺または黒とし、表紙および背表紙は「上製本（ハードカバーのもの）」

で、論文名・著者名は金文字とすること。 

【表紙】           【背表紙】         

 

 

＊ 背表紙について                             

論文名は、論文が和文の場合は和文を、

欧文の場合は欧文とし、著者名は「学位

申請書」の氏名を記載すること。 

 

 

 

                                               

  

 

（２）次の標題紙をつけること。 

  【標題紙】 

＊ 表紙および標題紙について 

論文名および著者名が和文の場合は欧文

を、欧文の場合は和文を（ ）内に記載

すること。 

なお、年号については、原則として「元

号」を使用すること。ただし、西暦を使

用する場合は、年月を記載すること。 

 

 

 

 

 

3. 申請時の注意事項 

申請時の提出論文は製本したものが望ましいが、仮製本でも可。（ファイルしただけでは

不可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２.前期博士課程修了見込み者の論文提出について 

 

 前期博士課程＇修士（修了見込者は、事務室から通知する＇１１月～１２月に通知（所定の日時まで

に学位授与申請をすること。 

 なお、短期修了予定者は指導教員と相談の上、事務室の申し出ること。 

 

 

１．申請書類     ＇１（ 学位論文  ２部 

                 内訳 ①事務室から配布するファイルに綴じたもの    １部 

                     ②各自が用意したファイルに綴じたもの       １部 

                   ＇②は事務室にて受付印押印後、研究室へ提出すること。) 

              ＇２（ 学位申請書  １部＇事務室から配布（ 

 

２．論文様式 

 

(1) Ａ４用紙＇感熱紙は不可（を縦長に使用し、横書き左綴じとする。 

なお事務室で製本をするため、左側は最低３㎝、その他は最低１㎝の 

余白をとっておくこと。 

 

(2) 論文表紙に、論文名・研究科名・専攻名・氏名を明記すること。 

  ＇論文と同じ用紙でファイルの中に綴じこむこと（ 

 

(3) 事務室提出用ファイルには、何も書き込んだり貼り付けたりしないこと。 

  ＇そのまま製本するため（ 

 

＇４（各自が用意するファイルは、パンチレスファイルとし、論文には穴を 

開けないこと。 

 

    1 ㎝ 

 

論 文 名 

3 ㎝       1 ㎝     

 

 

1 ㎝ 

理学研究科 

専攻名 

氏 名 



8 教務事項 
 

1．学籍番号について 

入学時の学籍番号は、在学中はもとより修了後も変更されない。また、学籍番号は証明書

発行等の際に必要となるので必ず記憶しておくこと。 

2．諸届・諸証明発行願等について 

自宅の住所や下宿先の変更、通学区間、改姓、保証人の変更等異動があった場合は、遅滞な

く理学部事務室に届け出ること。また、学生証、通学証明書の再発行も理学部事務室で取り扱

っている。 

３．諸証明書等の発行について 

 諸証明書の発行には、手数料が必要である。（ただし、学割証は無料） 

 在学・成績・修了見込証明書、学割証、健康診断証明書が必要な場合は、証明書自動発行機を

利用すること。 

その他の証明書については、理学部事務室に備え付けの諸証明申込書に必要事項を記入のうえ

手数料を添えて申し込むこと。なお、申込書に記入不備がある場合は発行できないので注意する

こと。証明書の交付は、原則として申し込み日の翌日とする。（入学試験等の学内行事により交付

できない場合や、種類・内容によっては日数がかかることがあるので注意すること） 

４．休学、復学、退学、再入学について 

（1）休学、復学 

病気その他やむを得ない事情のため長期にわたって学修できない場合、事務室に申し出

て休学にかかる説明を受けたうえ、休学願を提出すること。休学願の提出にあたっては、

指導教員の面接がある。 

休学の願出は、前期は 2 月末日・後期は 8 月末日までに必要書類を揃えて提出すること。

学期開始後になるとその期の授業料を納めなければならない。 

休学期間中にその事由が消滅したときは、願い出て復学することができる。復学後の授

業料については事務室で説明を受けること。 

休学の時期は、在学年数に算入しない。また、休学の期間は、1 年以内とする。ただし、

学長が特別の事由があると認める場合は延長することができる。 

休学・復学の許可は研究科教授会の議による。 

（2）退学 

退学を希望する場合は、指導教員・専攻主任を経て、事務室に退学願を提出すること。

退学の許可は、研究科委員会の議による。なお、4 月 1 日（前期）、10 月 1 日（後期）を

越えるとその期の授業料が必要となるので注意すること。 

（3）再入学 

大学院学則第 10 条第 1 項の規定により退学した者又は第 12 条第 1 項第 1 号の規定によ

り除籍された者が再入学を願い出たときは、研究科委員会の議を経て許可することがある。 

５．その他 

＊連絡事項は掲示によって通知するので、事務室前掲示板を常に注意して見ておくこと。 

＊本書以外に「キャンパスライフ」「学生関係諸規程」を参考にすること。 

 



9 厚生関係・奨学金関係 
 

1．経済援助制度 

制  度 内   容 備 考 

大阪市立大学奨学金 
経済的理由のために修学困難な者に対する

修学援助 

事務室前掲示に 

より周知する。 

大阪市立大学大学院 

修学援助奨学金 

学力に優れ、かつ研究心に富みながら経済的

理由のために修学が困難な者に対する修学

援助 

入学料授業料 

減免制度 

学資を主として負担している者が死亡し、又

は風水害等の災害を受け納付が著しく困難

な者及びその他経済的理由により納付が著

しく困難な者に対する措置 

日本学生支援機構 

奨学金制度 

優れた学生で経済的理由により修学に困難

がある人に貸与 

上記以外の奨学金制度についても掲示しています。また、詳細は、「キャンパスライフ」も参

照のこと。 

2．教育研究助成等の制度 

制  度 目  的  等 備 考 

大学院学生海外派遣

事業制度 

後期博士課程の学生が海外において学術的

な国際研究集会に出席しまたは調査研究を

行うことについて助成し、国際的視野を有す

る優れた研究者の育成を図り、学術研究の国

際交流に資することを目的としている。 

要項に基づき研究

科教授会を通じて

通知する。 

ティーチング・アシス

タント制度 

大学院生が教員の補助者として、授業、実験、

実習に関して、教育補助業務を行うことによ

って、大学教育の充実を図るとともに指導者

としての研修の機会を提供する。 

要項に基づき研究

科教授会を通じて

通知する。 

3．障害事故について 

授業中に発生した障害にかかる医療費に一部補助する制度として「学生の障害事故に伴

う療養費の一部補助に関する規程」がある。もし、万一、障害事故が発生したときは、至

急指導教員に連絡をとると共に事務室にも連絡すること。 

＊学生支援課では「学生教育研究災害障害保険」の加入募集もあるのでできるだけ加入し

ておくこと。 

 

4．その他 

理学研究科では、事務室前掲示板・各専攻の掲示板にて大学院生への周知を行っている。

また、就職関係資料は理学部新新館 1 階就職資料室（1122 号室）にあるので自由に閲覧で

きる。 



10 教育職員免許状（専修免許状）の取得について 
 

1．本研究科において取得することができる教育職員免許状の種類・教科 

専 攻 教科名 免許状の種類 

数物系 

教科・数学コース 数 学 

中学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

教科・理科コース 理 科 

物質分子系 理 科 

生物地球系 理 科 

 

2．免許状取得に必要な基礎資格及び教科に関する科目の最低修得単位数 

免許状の種類 教科名 基礎資格 
大学院の教科に関する 

科目の最低修得単位数 

中学校教諭 

専修免許状 

数 学 

理 科 
修士の学位を

有すること 

別表（P31～P34）に掲げる科目

から 24 単位以上（所属する専攻

の科目から）修得すること。 

 
高等学校教諭 

専修免許状 

数 学 

理 科 

 

3．専修免許状取得上の注意 

次の各号のいずれかに該当している者は、本研究科前期博士課程の修了並びに教科に関

する科目の所定の単位の修得により、上記専修免許状の授与の申請ができる。 

（1）各該当教科（数学・理科）の中学校及び高等学校教諭 1 種免許状を既に取得している者 

（2）大学において、中学校及び高等学校教諭 1 種免許状の各該当教科の免許状取得に必要な

単位（教職並びに教科に関する科目等）を充足している者。 

（3）上記（2）の必要な単位を充足していなかったが、大学院在学中に不足であった科目を

修得して所要単位を充足した者。 

 

ただし、（2）（3）の該当者については、1 種免許状取得に必要な所要単位について、事

前に（4 月上旪）に理学部「教職課程履修概要」を参照し、事務室で確認を受けること。 



 

中学校・高等学校教諭専修免許状取得用：別表 

【数学】      

＜数物系専攻（数学コース）＞     

区分 授 業 科 目 配当年次 単位数 授業形態 備考 

教科に関する科目 

数理構造論 1 

数理構造論 2 

数理構造論 3 

数理構造論 4 

代数学特論 I 

代数学特論 II 

代数学特論 III 

代数学特論 IV 

幾何学特論 I 

幾何学特論 II 

幾何学特論 III 

幾何学特論 IV 

数理構造論演習 

数理解析学 1 

数理解析学 2 

数理解析学 3 

数理解析学 4 

解析学特論 I 

解析学特論 II 

解析学特論 III 

解析学特論 IV 

数学概論 I  

数学概論 II  

数理解析学演習 

数理科学A 

数理科学 B 

数理科学C 

前期特別研究 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

12 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

演習 

数理構造論分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

数理解析学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

学際分野 

〃 

〃 

特別研究 

 

 

 

    



【理科】     

＜数物系専攻（理科コース）＞     

区分 授 業 科 目 配当年次 単位数 授業形態 備考 

教科に関する科目 

場の量子論 

素粒子論 

物理数学 

プラズマ物理学 

流体力学 

相対論的重力理論 

相対論的宇宙物理学 

原子核物理学Ⅰ 

原子核物理学Ⅱ 

基礎物理学演習 

高エネルギー物理学Ⅰ 

高エネルギー物理学Ⅱ 

宇宙線物理学Ⅰ 

宇宙線物理学Ⅱ 

宇宙・素粒子実験物理学Ⅰ 

宇宙・素粒子実験物理学Ⅱ 

重力波実験物理学 

宇宙物理学 

宇宙・高エネルギー物理学演習 

物性物理学Ⅰ 

物性物理学Ⅱ 

量子統計力学Ⅰ 

量子統計力学Ⅱ 

低温物理学 

光物性論 

生体物性物理学 

固体低温物性 

物性物理学演習 

数理物理学Ⅰ 

数理物理学Ⅱ 

数理物理学Ⅲ 

数理物理学Ⅳ 

計算科学 

前期特別研究 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

12 

講義 

〃 

〃 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

基礎物理学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

宇宙・高エネルギー分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

物性物理学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

学際分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

特別研究 



     

【理科】     

＜物質分子系専攻＞     

区分 授 業 科 目 配当年次 単位数 授業形態 備考 

教科に関する科目 

基幹有機化学 

基幹無機化学 

基幹物理化学 

創成分子科学 

機能分子科学 

創成有機分子科学特論Ⅰ 

創成有機分子科学特論Ⅱ 

創成有機分子科学特論Ⅲ 

創成無機分子科学特論Ⅰ 

創成無機分子科学特論Ⅱ 

創成無機分子科学特論Ⅲ 

創成分子物理化学特論Ⅰ 

創成分子物理化学特論Ⅱ 

創成分子物理化学特論Ⅲ 

創成先端分子科学特論 

創成分子科学演習 

機能有機分子科学特論Ⅰ 

機能有機分子科学特論Ⅱ 

機能有機分子科学特論Ⅲ 

機能無機分子科学特論Ⅰ 

機能無機分子科学特論Ⅱ 

機能無機分子科学特論Ⅲ 

機能分子物理化学特論Ⅰ 

機能分子物理化学特論Ⅱ 

機能分子物理化学特論Ⅲ 

機能先端分子科学特論 

機能分子科学演習 

前期特別研究 

1 

1 

1 

1 

1 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1～2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

8 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

8 

12 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

実験 

基幹科目 

〃 

〃 

基盤科目 

〃 

創成分子科学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

機能分子科学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

特別研究 



 

【理科】 

＜生物地球系専攻＞     

区分 授 業 科 目 配当年次 単位数 授業形態 備考 

教科に関する科目 

代謝調節機能学特論Ⅰ 

代謝調節機能学特論Ⅱ 

微生物化学特論Ⅰ 

微生物化学特論Ⅱ 

酵素化学特論 

生体高分子機能学特論 

生物分子機能学演習 

植物機能学特論Ⅰ 

植物機能学特論Ⅱ 

動物機能学特論Ⅰ 

動物機能学特論Ⅱ 

細胞機能学特論Ⅰ 

細胞機能学特論Ⅱ 

生体機能生物学演習 

機能生態学特論 

社会生態学特論Ⅰ 

社会生態学特論Ⅱ 

社会生態学特論Ⅲ 

情報生物学特論Ⅰ 

情報生物学特論Ⅱ 

植物光生物学特論 

自然誌機能生物学演習 

人類紀自然学特論 

都市地盤構造論 

地質工学 

環境地球学演習 

地球物質学特論Ⅰ 

地球物質学特論Ⅱ 

岩石学特論 

堆積論 

地球物質進化学演習 

機能生態学 

環境適応植物科学 

地球情報学 

地球進化学 

前期特別研究 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1・2 

1～2 

1 

1 

1 

1～2 

1 

1 

1 

1 

1～2 

1・2 

1・2 

1 

1 

1～2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

8 

2 

2 

2 

2 

12 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

演習 

講義 

〃 

〃 

〃 

実験 

生物分子機能学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

生体機能生物学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

自然誌機能生物学分野 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

環境地球学分野 

〃 

〃 

〃 

地球物質進化学分野 

〃 

〃 

〃 

 

学際分野 

〃 

〃 

〃 

特別研究 



11 講義等の内容（前期博士課程） 

数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

1 

数理構造論 1 

2単位 

前期 

古澤 昌秋 

加戸 次郎 
英語表記 年次 

Mathematical Structures 1 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
「紹介」または「解説」 
 
【授業の概要】 
代数学に関する最近のトピックスや研究成果について、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。 
 

【授業計画】 
 １回 ～  ３回 アルティン環とその上の加群のカテゴリーに関するトピックスの紹介 
 ４回 ～  ６回 ホモロジー代数に関するトピックスの紹介 
 ７回 ～  ９回 Morita 同値に関するトピックスの紹介 
１０回 ～ １２回 導来同値に関するトピックスの紹介 
１３回 ～ １５回 準フロベニウス環や群環に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

2 

数理構造論 2 

2単位 

前期 

河内 明夫 

森内 博正 
英語表記 年次 

Mathematical Structures 2 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
位相幾何学に関する最近のトピックスを紹介する。 
 
【授業の概要】 
 位相幾何学に関する最近のトピックスや研究成果を、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。
数理構造論４も同様であるが、トピックスの紹介内容は異なる。 
 

【授業計画】 
第 １回 ～ 第 ３回  結び目理論、絡み目理論に関するトピックスの紹介 
第 ４回 ～ 第 ６回  ３，４次元多様体論に関するトピックスの紹介 
第 ７回 ～ 第 ９回  フックス群、クライン群、双曲幾何に関するトピックスの紹介 
第１０回 ～ 第１２回  色〄な位相不変量、＇コ（ホモロジーに関するトピックスの紹介 
第１３回 ～ 第１５回  トポロジーに関連したグラフ理論に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

3 

数理構造論 3 

2単位 

後期 
兼田 正治 

小森 洋平 

河田 成人 

英語表記 年次 

Mathematical Structures 3 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
「紹介」または「解説」 
 
【授業の概要】 
代数学に関する最近のトピックスや研究成果について、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。 
 

【授業計画】 
 １回 ～  ３回 代数多様体に関するトピックスの紹介 
 ４回 ～  ６回 等質空間に関するトピックスの紹介 
 ７回 ～  ９回 リー代数の表現論に関するトピックスの紹介 
１０回 ～ １２回 代数群の表現論に関するトピックスの紹介 
１３回 ～ １５回 量子群の表現論に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

4 

数理構造論 4 

2単位 

後期 

河内 明夫 

枡田 幹也 
英語表記 年次 

Mathematical Structures 4 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
位相幾何学に関する最近のトピックスを紹介する。 
 
【授業の概要】 
 位相幾何学に関する最近のトピックスや研究成果を、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。
数理構造論２も同様であるが、トピックスの紹介内容は異なる。 
 

【授業計画】 
第 １回 ～ 第 ３回  結び目理論、絡み目理論に関するトピックスの紹介 
第 ４回 ～ 第 ６回  ３，４次元多様体論に関するトピックスの紹介 
第 ７回 ～ 第 ９回  フックス群、クライン群、双曲幾何に関するトピックスの紹介 
第１０回 ～ 第１２回  色〄な位相不変量、＇コ（ホモロジーに関するトピックスの紹介 
第１３回 ～ 第１５回  トポロジーに関連したグラフ理論に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

5 

代数学特論 I 

2単位 

隔年前期 

兼田  正治 英語表記 年次 

Advanced Algebra I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
代数幾何学は，数論と共に，古来より盛んに研究されてきた．その入門理論を習得することを目標とす
る． 
 
【授業の概要】 
予定される内容は，加群，可換環のスペクトラ，ネーター環，局所化，有限生成代数，ネーターの正規
化定理，ヒルベルトの零点定理を含む． 
 

【授業計画】 
第 １回 ～ 第 ３回 可換環とその上の加群，素イデアルと極大イデアル，イデアルの延長と縮小 
第 ４回 ～ 第 ６回 可換環のスペクトラ，ネーター環，ヒルベルトの基底定理 
第 ７回 ～ 第 ９回 可換環の局所化，可換環の整拡大，整拡大とイデアルの延長と縮小 
第１０回 ～ 第１２回 有限生成代数，ヒルベルトの零点定理，ネーターの正規化定理 
第１３回 ～ 第１５回 代数的集合，アフィン代数多様体，抽象代数多様体 
 

【テキスト又は参考書】 
講義ノートを中心に授業する． 
 

【評価方法】 
レポート課題など． 
 

【コメント】 
代数学 II，代数学III，代数学IV の基本的内容の理解を前提とする． 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

6 

代数学特論 Ⅱ 

2単位 

隔年前期 

加戸  次郎 英語表記 年次 

Advanced Algebra Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
テーマは環論および加群論．剰余環や剰余加群等の基本的概念を説明し，半単純環，半単純加群，
入射加群，射影加群について解説する． 
 
【授業の概要】 
加群の基本的性質から，Jacobson 根基，単純環の理論について講義をし，ネーター加群，アルチン加
群，入射加群，射影加群について解説する． 
 

【授業計画】 
第１—２回   環上の加群の定義と性質 
第３回     剰余加群 
第４回     ネーター加群 
第５回     アルチン加群 
第６回     加群の組成列 
第７−8回   Jacobson 根基 
第9−10回  半単純加群 
第11−12回 半単純環 
第 13 回    単純環 
第 14 回    入射加群 
第 15 回    射影加群 
 

【テキスト又は参考書】 
講義ノートを中心に授業する． 
 

【評価方法】 
レポート課題など． 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

7 

代数学特論 Ⅲ 

2単位 

隔年後期 

谷崎  俊之 英語表記 年次 

Advanced Algebra Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
体の代数拡大の理論を復習した後、ガロア理論を学び、また、有限体の基礎理論についても学ぶこと
を目標とする。時間に余裕があれば、ガウス和等の指標和の理論に触れることも目指したい。 
 
【授業の概要】 
予定される内容は、代数拡大の理論の復習＇代数拡大、有限拡大、分離拡大、正規拡大（、ガロア理
論＇基本定理及び諸定理、円分拡大、方程式論への応用（、有限体の基礎理論を含む。 
 

【授業計画】 
第１−３回   代数拡大と有限拡大、分離拡大、正規拡大 
第４−６回   ノルムとトレース、ガロア拡大、ガロアの基本定理 
第７−９回   ガロア拡大に関する諸定理、円分拡大、可解拡大と巾根による拡大、 
第１０—１２回 一般方程式、作図の可能性、有限体 
第１３—１５回 有限体上の方程式の解、ガウス和とヤコビ和、指標和の応用 
 

【テキスト又は参考書】 
藤崎源二郎：体とガロア理論、岩波書店 
ただし、担当教員によって変更される場合がある。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
代数学 II、代数学III、代数学IV の基本的内容の理解を前提とする。 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

8 

代数学特論 Ⅳ 

2単位 

隔年後期 

古澤  昌秋 英語表記 年次 

Advanced Algebra Ⅳ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数論以外の分野にも広く用いられる、基礎としての代数的数論の、入門理論を修得することを目標とす
る。 
 
【授業の概要】 
予定される内容は、平方剰余の相互法則、代数体の基礎概念＇整数環とイデアル、体の判別式、イデ
アル論の基本定理、素数の代数体での分解、判別式と分岐、分岐理論（を含む。 
 

【授業計画】 
第１−３回   ユークリッドの互除法と連分数、原始根、平方剰余の相互法則 
第４−６回   代数体の定義、代数体の例＇とくに、二次体と円分体（、代数体の整数環 
第７−９回   整数環のイデアル、体の判別式、イデアル論の基本定理 
第１０—１２回 剰余環、素数の代数体での分解、判別式と分岐 
第１３—１５回 ヒルベルトの分岐理論、ガウス和とヤコビ和、円分体 
 

【テキスト又は参考書】 
小野孝：数論序説、裳華房 
ただし、担当教員によって変更される場合がある。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
代数学 II、代数学III、代数学IV の基本的内容の理解を前提とする。 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

9 

幾何学特論 I 

2単位 

隔年前期 

金信 泰造 

森内 博正 
英語表記 年次 

Advanced Geometry I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
位相幾何学の基本的な道具である被覆空間とその応用について講義する．具体的な例を通して構成
法を習得することを目標とする． 
 
【授業の概要】 
基本群と被覆空間の定義を与え，それらの関係について重点をおき解説する． 
 

【授業計画】 
第 1 回 位相幾何学における基本的な事項と問題 
第 2 回 ホモトピー 
第 3 回 基本群とその性質＇１（ 
第 4 回 基本群とその性質＇２（ 
第 5 回 被覆空間の定義 
第 6 回 被覆空間の例 
第 7 回 ホモトピー被覆定理 
第 8 回 被覆空間の性質＇１（ 
第 9 回 普遍被覆空間の定義と存在性＇１（ 
第 10 回 普遍被覆空間の定義と存在性＇２（ 
第 11 回 被覆空間の性質＇２（ 
第 12 回 同型な被覆空間 
第 13 回 正則な被覆空間の定義と例 
第 14 回 被覆空間の応用＇１（ 
第 15 回 被覆空間の応用＇２（ 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書 I. M. シンガー，J. A. ソープ「トポロジーと幾何学入門」 
 

【評価方法】 
レポート 
 

【コメント】 
位相幾何学Ⅰ，Ⅱの内容を前提とする． 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

10 

幾何学特論 Ⅱ 

2単位 

隔年前期 

河内 明夫 

森内 博正 
英語表記 年次 

Advanced Geometry Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
位相幾何学の一分野である結び目理論を概説する．結び目理論におけるいくつかの重要な不変量の
構成法及びそれらの応用を理解することを目標とする． 
 
【授業の概要】 
結び目理論における重要な不変量である，ねじれアレキサンダー多項式，色つきジョーンズ多項式，
ホバノフホモロジーについて解説する． 
 

【授業計画】 
第 1 回 結び目理論の概要 
第 2 回 結び目図式の彩色 
第 3 回 結び目の種数 
第 4 回 結び目の一般的な性質 
第 5 回 結び目群 
第 6 回 アレキサンダー多項式 
第 7 回 ねじれアレキサンダー多項式 
第 8 回 ジョーンズ多項式 
第 9 回 色つきジョーンズ多項式＇１（ 
第 10 回 色つきジョーンズ多項式＇２（ 
第 11 回 バシリエフ不変量 
第 12 回 ホバノフホモロジーの定義＇１（ 
第 13 回 ホバノフホモロジーの定義＇２（ 
第 14 回 ホバノフホモロジーの定義＇３（ 
第 15 回 ジョーンズ多項式とホバノフホモロジー 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書 「結び目理論」， 河内明夫(編著)，シュプリンガーフェアラーク東京 
 

【評価方法】 
レポート 
 

【コメント】 
位相幾何学Ⅰ，Ⅱの内容を前提とする． 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

11 

幾何学特論 Ⅲ 

2単位 

隔年後期 

金信 泰造 

森内 博正 
英語表記 年次 

Advanced Geometry Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
結び目理論の全体を概観することを目的とする． 
 
【授業の概要】 
現代結び目理論の基本的概念全般を解説する． 
 

【授業計画】 
第１回，第２回 結び目，絡み目の表示 
第３回 結び目，絡み目に関する初等的トポロジー 
第４回 標準的な結び目，絡み目の例 
第５回 ゲーリッツ不変量 
第６回，第７回 ジョーンズ多項式 
第８回 ザイフェルト行列I：構成と位相不変性 
第９回 ザイフェルト行列II：アレクサンダー不変量 
第１０回～第１２回 スケイン多項式 
第１３回 絡み目の分類 
第１４回 絡み目の巡回被覆空間 
第１５回 結び目の科学 
 

【テキスト又は参考書】 
『結び目の数学』アダムス著，金信泰造訳，培風館 
『レクチャー結び目理論』河内明夫著，共立出版 
 

【評価方法】 
レポート 
 

【コメント】 
位相幾何学Ⅰ，Ⅱの内容を前提とする． 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

12 

幾何学特論 Ⅳ 

2単位 

隔年後期 

金信 泰造 

森内 博正 
英語表記 年次 

Advanced Geometry Ⅳ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
被覆空間とその結び目理論への応用について概説する． 
 
【授業の概要】 
被覆空間の一般論，および，結び目理論における被覆空間を使ったさまざまな不変量について紹介
する．また，2次元結び目理論についても言及する． 
 

【授業計画】 
第 1 回 基本群 
第 2 回～第 4回 被覆空間 
第 5 回～第 7回 結び目の被覆空間とアレキサンダー不変量 
第 8 回～第 10 回 結び目の分岐被覆空間 
第 11 回～第 1５回 2 次元結び目理論と被覆空間 
 

【テキスト又は参考書】 
D. Rolfsen: “Knots and Links” AMS Chelsea Publishing (2007)  
 

【評価方法】 
レポート 
 

【コメント】 
位相幾何学Ⅰ，Ⅱの内容を前提とする． 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

13 

代数構造論特別講義 I・Ⅱ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Algebraic Structures I･

Ⅱ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
代数系の構造論と表現論に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として、環
論、代数的整数論および多元環、有限群、代数群等の表現論よりテーマを選んで、他大学の専門家
による集中講義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

14 

代数構造論特別講義Ⅲ・Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Algebraic Structures 

Ⅲ・Ⅳ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数論と情報数学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として、解析的整数
論、代数幾何学、組み合わせ数学、暗号理論等よりテーマを選んで、他大学の専門家による集中講義
として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

15 

幾何構造論特別講義 I・Ⅱ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Geometric Structures I･

Ⅱ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
位相幾何学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主としてリー群、複素代数
群及び微分位相幾何学についての話題に重点をおいて、他大学の専門家による集中講義として開講
する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

16 

幾何構造論特別講義Ⅲ・Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Geometric Structures 

Ⅲ・Ⅳ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
多様体論に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として、低次元多様体及
び結び目理論についての話題に重点をおいて、他大学の専門家による集中講義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理構造論分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

17 

数理構造論演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Mathematical Structures 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数理構造論分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題演習
を行う。 
 
【授業の概要】 
数理構造論分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマについ
ての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

18 

数理解析学 1 

2単位 

前期 
佐官 謙一 

吉田 雅道 

杉山 由恵 

英語表記 年次 

Mathematical Analysis 1 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 複素解析、確率論、ポテンシャル論、偏微分方程式論、力学系、調和解析、数理統計学等、解析学
全般に関する最近のトピックスや研究成果の紹介 
 
【授業の概要】 
複素解析、確率論、ポテンシャル論、偏微分方程式論、力学系、調和解析、数理統計学等、解析学全
般に関する最近のトピックスや研究成果について、その分野の複数の研究者(教員) が紹介する。 
 

【授業計画】 
 第 1 ～ 2 回    リーマン面と正則微分に関するトピックスの紹介 
 第 3 回        擬等角写像に関するトピックスの紹介 
 第 4 回       数理統計学に関するトピックスの紹介 
 第 5 ～ 6 回   ２次元双曲幾何とフックス群に関するトピックスの紹介 
 第 7 ～ 8 回   確率解析に関するトピックスの紹介 
 第 9 ～ 10 回  円周上の力学系に関するトピックスの紹介 
 第 11 ～ 12 回 偏微分方程式論に関するトピックスの紹介 
 第 13 回      調和関数に関するトピックスの紹介 
 第 14 ～ 15 回 ベルグマン空間に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

19 

数理解析学 2 

2単位 

前期 
大仁田 義裕 

伊達山 正人 

高橋 太 

英語表記 年次 

Mathematical Analysis 2 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
微分幾何学に関する最近のトピックスを紹介する。 
 
【授業の概要】 
 微分幾何学に関する最近のトピックスや研究成果を、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。
数理解析学４も同様であるが、トピックスの紹介内容は異なる。 
 

【授業計画】 
第 １回 ～ 第 ３回   部分多様体の幾何学に関するトピックスの紹介 
第 ４回 ～ 第 ６回   対称空間、リー群に関するトピックスの紹介 
第 ７回 ～ 第 ９回   調和写像、極小曲面に関するトピックスの紹介 
第１０回 ～ 第１２回  リーマン幾何に関するトピックスの紹介 
第１３回 ～ 第１５回  シンプレクティック幾何、モーメント写像に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

20 

数理解析学 3 

2単位 

後期 

西尾 昌治 

藤井 凖二 
英語表記 年次 

Mathematical Analysis 3 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
複素解析、確率論、ポテンシャル論、偏微分方程式論、力学系、調和解析、数理統計学等、解析学全
般に関する最近のトピックスや研究成果の紹介 
 
【授業の概要】 
複素解析、確率論、ポテンシャル論、偏微分方程式論、力学系、調和解析、数理統計学等、解析学全
般に関する最近のトピックスや研究成果について、その分野の複数の研究者(教員) が紹介する。 
 

【授業計画】 
 第 1 ～ 2 回   ３次元双曲幾何とクライン群に関するトピックスの紹介 
 第 3 ～ 4 回   タイヒミュラー空間とモジュライ空間に関するトピックスの紹介 
 第 5 ～ 6 回   擬等角調和写像に関するトピックスの紹介 
 第 7 ～ 8 回   確率過程に関するトピックスの紹介 
 第 9 ～ 10 回  変分法に関するトピックスの紹介 
 第 11 ～ 12 回 放物型方程式に関するトピックスの紹介 
 第 13 回      調和解析に関するトピックスの紹介 
 第 14 回      数理統計学に関するトピックスの紹介 
 第 15 回      漸近的タイヒミュラー空間に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

21 

数理解析学 4 

2単位 

後期 

加藤 信 

谷崎  俊之 
英語表記 年次 

Mathematical Analysis 4 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
微分幾何学に関する最近のトピックスを紹介する。 
 
【授業の概要】 
 微分幾何学に関する最近のトピックスや研究成果を、その分野の複数の研究者＇教員（が紹介する。
数理解析学２も同様であるが、トピックスの紹介内容は異なる。 
 

【授業計画】 
第１回 ～ 第３回   部分多様体の幾何学に関するトピックスの紹介 
第４回 ～ 第６回   対称空間、リー群に関するトピックスの紹介 
第７回 ～ 第９回   調和写像、極小曲面に関するトピックスの紹介 
第１０回～ 第１２回  リーマン幾何に関するトピックスの紹介 
第１３回～ 第１５回  シンプレクティック幾何、モーメント写像に関するトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

22 

解析学特論 I 

2単位 

隔年前期 

小森  洋平 英語表記 年次 

Advanced Analysis I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
おもに線形熱方程式の初期値問題を題材にして、方程式のスケーリング則と解の自己相似性を用いた
偏微分方程式の研究の一端を講義する。微分積分学にあらわれる種〄の不等式と方程式の関数解析
的取り扱いが、解の時間無限大での挙動の研究に如何に有効であるかをみることで、現代的な解析学
への入門とすることが目標である。 
 
【授業の概要】 
一般に未知関数の時間微分を含む方程式を発展方程式と呼ぶ。発展方程式の解が時間を十分大きく
した時にどのような挙動をするかは興味ある問題であり、多くの視点からの研究がおこなわれている。こ
の講義では主に線形放物型方程式の代表例である熱方程式を題材にして、解の漸近挙動について
の研究方法を学ぶ。講義の後半では、いくつかの非線形発展方程式も取り扱う。 
 

【授業計画】 
第 1 回 熱方程式の初期値問題・解の積分表示 
第 2 回 減衰評価・Lp-Lq 評価 
第 3 回 解の滑らかさ・初期値への収束 
第 4 回 時間無限大での漸近挙動 
第 5 回 熱方程式のスケール変換不変性・保存量 
第 6 回 自己相似解 
第 7 回 漸近公式のスケール変換による証明＇１（ 
第 8 回 漸近公式のスケール変換による証明＇２（ 
第 9 回 非斉次熱方程式 
第 10 回 熱方程式の解の一意性 
第 11 回 輸送項のある場合 
第 12 回 多孔質媒質方程式 
第 13 回 渦度方程式の導出・スケール不変性 
第 14 回 渦度方程式の解の漸近挙動 
第 15 回 漸近公式の証明のスケッチ 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書 儀我美一・儀我美保「非線形偏微分方程式」＇共立講座21世紀の数学（ 
 

【評価方法】 
レポート提出による。レポート課題は講義中に出題する。 
 

【コメント】 
ルベーグ積分論の知識はあるほうが望ましいが、不可欠ではない。 
微分積分学での議論に十分慣れていることが望ましい。 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

23 

解析学特論 Ⅱ 

2単位 

隔年前期 

竹内 敦司 英語表記 年次 

Advanced Analysis Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
自然界の様〄な法則には変分原理であらわされるものが多い。この講義では主に非線形楕円型方程
式の境界値問題の変分法を用いた解法に焦点をあてて、無限次元臨界点理論やリンキング理論など
種〄の位相的方法が具体的な問題に応用される様子を学習することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
微分方程式の解を適切に設定された関数空間上の汎関数の臨界点としてとらえる、という変分法の基
本的考え方を紹介したのち、いくつかの応用上重要な変分原理について紹介する。 
講義後半では、それら種〄の変分原理を用いて、様〄なタイプの非線形楕円型方程式の境界値問題
について、弱解の存在・解の多重性などを調べる。 
 

【授業計画】 
第 1 回 Frechet 微分と Gateau 微分 
第 2 回 Sobolev 空間 
第 3 回 Nemitski 作用素 
第 4 回 Deformation 定理とその証明 
第 5 回 峠の補題とその応用 
第 6 回 一般化 Deformation 定理 
第 7 回 Palais-Smale 条件 
第 8 回 Ekeland の変分原理 
第 9 回 一般化 Minmax 定理とその応用 
第 10 回 楕円型方程式の弱解・正則性 
第 1１回 非線形楕円型境界値問題＇劣臨界の場合（ 
第 1２回 非線形楕円型境界値問題＇臨界の場合（ 
第 1３回 制約条件付き最小化問題 
第 1４回 Fountain 定理・解の多重性 
第 15 回 Concentration-Compactness Theorem 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書： Variational Methods (4th edition, M. Struwe, Springer) 
Minimax Theorems (M. Willem, Birkhauser) 
 

【評価方法】 
レポート提出による。レポート課題は授業中に出題する。 
 

【コメント】 
関数解析学の初歩程度の知識を持っていることが望ましい。 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

24 

解析学特論 Ⅲ 

2単位 

隔年後期 

佐官  謙一 英語表記 年次 

Advanced Analysis Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
１９世紀に大きく発展した複素解析の歴史を概観して、現代でも絶えず進歩を続ける数学の分野である
ことを理解することを第一の目標とする。 
 
【授業の概要】 
コンパクトリーマン面の複素解析について、トポロジー、微分幾何、および関数解析を用いて、主にア
ーベル微分のトピックスについて述べる。 
 

【授業計画】 
第１−２回：リーマン面の等角構造 
第３−４回：リーマン面の計量 
第５−６回：ホモロジー群とコホモロジー群 
第７−８回：調和微分とアーベル微分 
第９−１０回：因子と線束 
第１１−１２回：リーマン・ロッホの定理 
第１３−１４回：アーベルの定理とヤコビ多様体 
第１５回：ショットキー問題 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書： Jurgen Jost, Compact Riemann Surfaces, Springer 
 

【評価方法】 
レポートによる。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

25 

解析学特論 Ⅳ 

2単位 

隔年後期 

吉田  雅通 英語表記 年次 

Advanced Analysis Ⅳ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
関数解析の偏微分方程式への応用 
 
【授業の概要】 
関数解析的手法で偏微分方程式および微分作用素を取り扱う。また、自己共役作用素のスペクトル分
解について説明し、フーリエ級数・フーリエ変換との関連を考察する。 
 

【授業計画】 
第１回 概要の説明 
第２回 予備知識の確認 
第３～５回 合成積とそのノルム評価 
第６～８回 基本解と準楕円性 
第９～１１回 超関数とソボレフ空間 
第１２～１３回 ディリクレの原理 
第１４～１５回 フーリエ級数・フーリエ変換とスペクトル分解 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書：F. Treve, Basic linear partial differential equations, Academic Press, 1975. 
 

【評価方法】 
レポート 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

26 

数学概論 I 

2単位 

隔年前期 
竹内 敦司 

伊達山 正人 

他 

英語表記 年次 

Introduction to Mathematics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 数学教員の研究テーマをオムニバス形式で紹介することを通して、最先端の現代数学を実感し、広
い数学視野を身につけることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
 最先端の数学に関して、数学教員の半数である１０名程度が、それぞれの研究テーマに関する最近
のトピックスを１、２回の講義で紹介するオムニバス形式の授業。なお、数学教員の残りの１０名程度が
数学概論 II を担当する。西暦奇数年度開講。 
 

【授業計画】 
第１回～第４回  表現論、代数群、数論、環論、保型形式など、代数学に関連した最近のトピックスの
紹介 
第５回～第８回  結び目理論、３，４次元多様体論、変換群論、微分幾何学など、幾何学に関連した
最近のトピックスの紹介 
第９回～第１２回 変分法、非線形微分方程式、複素解析、ポテンシャル論、エルゴード理論など、解
析学に関連した最近のトピックスの紹介 
第１３回～第１５回 確率解析、統計など、応用解析学に関連した最近のトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

27 

数学概論 Ⅱ 

2単位 

隔年前期 
吉田 雅道 

藤井  凖二 

他 

英語表記 年次 

Introduction to Mathematics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 数学教員の研究テーマをオムニバス形式で紹介することを通して、最先端の現代数学を実感し、広
い数学視野を身につけることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
 最先端の数学に関して、数学教員の半数である１０名程度が、それぞれの研究テーマに関する最近
のトピックスを１、２回の講義で紹介するオムニバス形式の授業。なお、数学教員の残りの１０名程度が
数学概論 I を担当する。西暦偶数年度開講。 
 

【授業計画】 
第１回～第４回  表現論、代数群、数論、環論、保型形式など、代数学に関連した最近のトピックスの
紹介 
第５回～第８回  結び目理論、３，４次元多様体論、変換群論、微分幾何学など、幾何学に関連した
最近のトピックスの紹介 
第９回～第１２回 変分法、非線形微分方程式、複素解析、ポテンシャル論、エルゴード理論など、解
析学に関連した最近のトピックスの紹介 
第１３回～第１５回 確率解析、統計など、応用解析学に関連した最近のトピックスの紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配付する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

28 

数理解析学特別講義 I・Ⅱ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Mathematical Analysis 

I・Ⅱ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
大域解析学と微分幾何学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
主として、非線形偏微分方程式、幾何学的測度論、測度付き距離空間論などの境界領域のトピックス
も対象として、他大学の専門家による集中講義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。  
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

29 

数理解析学特別講義Ⅲ・Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Mathematical Analysis 

Ⅲ・Ⅳ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
複素解析学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として、多変数解析関
数論、複素力学系、微分方程式等の話題に重点をおいてテーマを選択して、他大学の専門家による
集中講義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

30 

応用解析学特別講義 I・Ⅱ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Applied Analysis I･Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
応用数学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として、エルゴード理論、
力学系についての話題に重点をおいてテーマを選択して、他大学の専門家による集中講義として開
講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

31 

応用解析学特別講義Ⅲ・Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Applied Analysis Ⅲ・Ⅳ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
確率論に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。主として確率解析、数理統計
学についての話題に重点をおいてテーマを選択して、他大学の専門家による集中講義として開講す
る。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 数理解析学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

32 

数理解析学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Mathematical Analysis 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数理解析学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題演習
を行う。 
 
【授業の概要】 
数理解析学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマについ
ての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 基礎物理学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

33 

場の量子論 

2単位 

前期 

有馬 正樹 英語表記 年次 

Quantum Field Theory 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
場の量子論について、正準量子化を中心に自由場の量子論と摂動論について学ぶ。 
 
【授業の概要】 
もっとも基本的な正準量子化を考える。実スカラー粒子の場合を中心にして、自由場の議論から相互
作用の入る場合までを概観する。フェルミ粒子についても簡単に説明をする。また、対称性に関する保
存則のことも議論する。 
 

【授業計画】 
第 １回 古典場の復習 
第 ２回 保存則 
第 ３回 ～第 ６回 スカラー粒子の場合 
第 ７回 ～第 ８回 フェルミ粒子と電磁場 
第 ９回 ～第１２回 場の相互作用 
第１３回 ～第１４回 くりこみの紹介 
第１５回 その他の話題 
 

【テキスト又は参考書】 
Greiner & Reinhardt, “Field Quantization”, Springer  
 

【評価方法】 
出席で評価。適宜、レポートを課す。 
 

【コメント】 
まじめに出席すること。質問をすること。 
 



数物系専攻 基礎物理学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

34 

素粒子論 

2単位 

後期 

中尾 憲一 英語表記 年次 

Theory of elementary particles 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
素粒子論の標準モデルと、それらに基づくビッグバン宇宙論の初等的な知識を得ることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
量子力学、素粒子論及び一般相対論の発展の歴史を概観し、素粒子の標準モデルに基づく宇宙の
歴史を解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 ニュートン力学から相対論、量子力学の発見 
第 ２回 電磁場の相対論的な記述 
第 ３回 電磁場のローレンツ変換と点電荷の運動方程式 
第 ４回 クライン-ゴルドン方程式＇１（ 
第 ５回 クライン-ゴルドン方程式＇２（ 
第 ６回 ゲージ理論とヒッグス機構＇１（ 
第 ７回 ゲージ理論とヒッグス機構＇２（ 
第 ８回 相対論的な一様等方宇宙モデル 
第 ９回 曲がった時空での質点の運動 
第１０回 銀河からの光の赤方偏移 
第１１回 一様等方モデルの因果構造とビッグバン特異点 
第１２回 宇宙の熱史と宇宙背景輻射 
第１３回 ビッグバン宇宙における相互作用の歴史 
第１４回 ビッグバン宇宙モデルの問題点＇地平線問題、平坦性問題、モノポール問題（ 
第１５回 インフレーション宇宙モデル 
 

【テキスト又は参考書】 
別途指定する。 
 

【評価方法】 
レポートで評価する。 
 

【コメント】 
疑問点があるときは積極的に質問してください。 
 



数物系専攻 基礎物理学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

35 

物理数学 

2単位 

後期 

浜端 広充 英語表記 年次 

Mathematical Methods of Physics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
偏微分方程式の種〄の解法を理解すると共に偏微分方程式の形で定式化されることの多い物理現象
を解明する数学的能力を身につける。 
 
【授業の概要】 
偏微分方程式の一般的な解法を系統立てて解説すると共に、物理学において現れるいくつかの偏微
分方程式を取り上げその解法を解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 線形偏微分方程式＇１（： 基本概念と定義。線形重ね合わせの原理。 
第 ２回 線形偏微分方程式＇２（： ２階線形偏微分方程式の分類と特性曲線法。 
第 ３回 線形偏微分方程式＇３（： 変数分離法。 
第 ４回 線形偏微分方程式＇４（： フーリエ変換と初期・境界値問題。 
第 ５回 線形偏微分方程式＇５（： 多重フーリエ変換の偏微分方程式への応用。 
第 ６回 線形偏微分方程式＇６（： ラプラス変換と初期・境界値問題。 
第 ７回 線形偏微分方程式＇７（： グリーン関数と境界値問題。 
第 ８回 １階準線形偏微分方程式と特性曲線法＇１（： １階方程式の分類と幾何学的解釈。 
第 ９回 １階準線形偏微分方程式と特性曲線法＇２（： 特性曲線法と一般解 
第１０回 １階非線形偏微分方程式と特性曲線法： 一般化した特性曲線法と完全解。 
第１１回 保存則と衝撃波＇１（： 導入と保存則。 
第１２回 保存則と衝撃波＇２（： 不連続解と衝撃波。 
第１３回 いくつかの非線形偏微分方程式の厳密解＇１（： バーガーズ方程式とトーマス方程式。 
第１４回 いくつかの非線形偏微分方程式の厳密解＇２（： ＫｄＶ方程式。級数解。 
第１５回 射影演算子法による確率微分方程式の解法 
 

【テキスト又は参考書】 
Ｌ．Ｄｅｂｎａｔｈ 著「Nonlinear Partial Differential Equations for Scientists and Engineers」＇Ｂｉｒｋｈａｕｓｅｒ（  
 

【評価方法】 
出席点４０点。期末のレポート６０点の総計で評価する。 
 

【コメント】 
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プラズマ物理学 

2単位 

隔年前期 

浜端 広充 英語表記 年次 

Plasma Physics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
プラズマの基礎原理を理解すると共にプラズマ物理の基本的手法を身につける。 
 
【授業の概要】 
電磁的に相互作用し合う多数個の荷電粒子の集合体であるプラズマの運動論の基礎方程式および流
体方程式を導くことにより基礎方程式を確立し、その基礎の上に種〄のプラズマ現象、特にプラズマ中
の波動現象について解説する。また、弱い乱れの理論についても概説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論＇１（： デバイ遮蔽。プラズマパラメータ。 
第 ２回 序論＇２（： プラズマ周波数。衝突。 
第 ３回 １個の粒子の運動＇１（： 各種ドリフト運動。 
第 ４回 １個の粒子の運動＇２（： 磁気モーメント。断熱不変量。ポンデロモーティブ力。 
第 ５回 プラズマ運動論＇１（： クリモントビッチ方程式。プラズマの運動論的方程式。 
第 ６回 プラズマ運動論＇２（： リウヴィル方程式。ＢＢＧＫＹ階層方程式。 
第 ７回 プラズマ運動論＇３（： ボゴリュ－ボフの仮定。レナード－バレスク方程式。 
第 ８回 ブラソフ方程式＇１（： 平衡解。静電波。 
第 ９回 ブラソフ方程式＇２（： ランダウ積分路。波動－粒子相互作用。ランダウ減衰。 
第１０回 ブラソフ方程式＇３（： 線形ブラソフ波の一般論。 
第１１回 ブラソフ方程式＇４（： 非線形波＇ＢＧＫモード他（の厳密解。 
第１２回 流体方程式＇１（： ブラソフ方程式による流体方程式の導出。誘電関数。 
第１３回 流体方程式＇２（： 流体方程式によるプラズマ中の各種線形波動。非線形波動。 
第１４回 弱い乱れの理論＇１（： 準線形理論。誘導散乱。 
第１５回 弱い乱れの理論＇２（： 波と波の相互作用。 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書： Ｄ．Ｒ．Ｎｉｃｈｏｌｓｏｎ著「プラズマ物理の基礎」＇丸善（ 
 

【評価方法】 
出席点４０点。期末のレポート６０点の総計で評価する。 
 

【コメント】 
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流体力学 

2単位 

隔年前期 

浜端 広充 英語表記 年次 

Fluid Mechanics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
層流に加えて乱流の基礎的事項を理解すると共に層流と乱流における異なる思考方法を理解すること
により流体現象を解析する能力を身につける。 
 
【授業の概要】 
流体の基本的概念を解説した上で流体の基礎方程式を確立し、流れを解析するための基本的概念の
解説から非粘性・粘性流体の層流についての概説をする。さらに、乱流現象を理解する上で有用な数
学的手法あるいは物理的考察法を概説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論： 流れの諸現象。 
第 ２回 基礎方程式＇１（： 連続媒質近似と場の概念。質量保存則。運動量方程式。 
第 ３回 基礎方程式＇２（： エネルギー保存則。流れを解析するための基本的概念。 
第 ４回 非粘性流体運動＇１（： 渦度に関する性質。ベルヌイの定理。 
第 ５回 非粘性流体運動＇２（： ２次元非粘性渦なし流れ。水面波。 
第 ６回 非粘性流体運動＇３（： ３次元非圧縮性渦なし流れ。圧縮性流れ。 
第 ７回 粘性流体運動＇１（：解析に必要な数学的手法。 
第 ８回 粘性流体運動＇２（： 厳密解をもつ流れ。 
第 ９回 粘性流体運動＇３（： 低レイノルズ数の流れ。高レイノルズ数の流れ。 
第１０回 乱流＇１（： 乱れの発生。平均操作。アンサンブル平均方程式。 
第１１回 乱流＇２（： 一様乱流。非一様乱流における乱れの生成、拡散特性。 
第１２回 乱流モデリング＇１（： 乱流のモード数。レイノルズ平均モデル。 
第１３回 乱流モデリング＇２（： サブグリッドスケールモデル。 
第１４回 乱流統計理論＇１（： 解析に必要な数学的手法。非一様乱流の理論。 
第１５回 乱流統計理論＇２（： 乱流モデルの理論的導出。 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席点４０点。期末のレポート６０点の総計で評価する。 
 

【コメント】 
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相対論的重力理論 

2単位 

隔年後期 

石原 秀樹 英語表記 年次 

Relativistic Theory of Gravitation 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
重力理論としての一般相対性理論の基礎および応用について理解する． 
 

【授業の概要】 
講義またはセミナー形式で提供する． 
 

【授業計画】 
第 １回 幾何学的基本量 
第 ２回 幾何学的基本量 
第 ３回 曲がった時空と測地線 
第 ４回 曲がった時空と測地線 
第 ５回 重力場の方程式 
第 ６回 重力場の方程式 
第 ７回 重力場の方程式 
第 ８回 漸近的平坦な時空 
第 ９回 漸近的平坦な時空 
第１０回 漸近的平坦な時空 
第１１回 相対論的宇宙モデル 
第１２回 相対論的宇宙モデル 
第１３回 重力波 
第１４回 一般相対性理論の正準形式 
第１５回 一般相対性理論の正準形式 
 
 

【テキスト又は参考書】 
適宜プリント等を配布する。 
 
 【評価方法】 
平常点。 
 

【コメント】 
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相対論的宇宙物理学 

2単位 

隔年後期 

石原 秀樹 英語表記 年次 

Relativistic Astrophysics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
一般相対性理論が重要な役割をになうような宇宙における物理現象を取り扱う． 
 
【授業の概要】 
講義またはセミナー形式で提供する． 
 

【授業計画】 
第 １回一般相対性理論の基礎 
第 ２回 一般相対性理論の基礎 
第 ３回 ビッグバン宇宙論 
第 ４回 ビッグバン宇宙論 
第 ５回 ビッグバン宇宙論 
第 ６回 重力崩壊 
第 ７回 重力崩壊 
第 ８回 ブラックホール 
第 ９回 ブラックホール 
第１０回 ブラックホール 
第１１回 時空特異点 
第１２回 時空特異点 
第１３回 時空特異点 
第１４回 一般相対性理論の発展 
第１５回 一般相対性理論の発展 
 

【テキスト又は参考書】 
適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
平常点。 
 

【コメント】 
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原子核物理学 I 

2単位 

前期 

櫻木 弘之 英語表記 年次 

Nuclear Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
現代物理学における原子核物理学の位置づけと重要性を理解すると共に、原子核の基本的性質およ
び核子多体系としての原子核構造、原子核反応の基礎的内容について理解することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
原子核構造および原子核反応に関する基礎理論と種〄の模型について、基本的事項を解説する。原
子核構造については、核力および原子核の基本的性質＇大きさ、形状、結合エネルギー等（、独立粒
子描像と殻模型、集団運動、クラスター構造、中性子過剰核の構造等を、また、原子核反応について
は、散乱の古典論と量子論、弾性散乱と光学模型、直接過程核反応の理論＇ＤＷＢＡ，チャネル結合
法等（、原子核間相互作用の理論等について、具体例を交えて解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 原子核の概要＇発見の歴史、大きさの測定、結合エネルギー（、 
第 ２回 原子核の概要＇電子散乱と原子核の電荷密度（ 
第 ３回 核力の性質と有効相互作用 
第 ４回 平均場と独立粒子描像、殻模型 
第 ５回 集団運動模型＇振動、回転（ 
第 ６回 原子核の分子的構造とクラスター模型 
第 ７回 原子核反応の概要＇直接過程核反応、複合核過程核反応、前平衡過程核反応（ 
第 ８回 散乱の古典論と量子論 
第 ９回 弾性散乱と光学模型、多重散乱理論 
第１０回 半古典近似と回折散乱、虹散乱現象 
第１１回 核反応の一般論と一般化光学ポテンシャル 
第１２回 直接過程核反応の理論Ⅰ：摂動論＇歪曲波ボルン近似（ 
第１３回 直接過程核反応の理論Ⅱ：非摂動論＇チャネル結合理論（ 
第１４回 原子核間相互作用の微視的理論＇folding models（ 
第１５回 原子核の分子的構造と分子共鳴反応現象 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書を授業中に適宜紹介する。例として、原子核構造論＇高田健次郎、池田清美著、朝倉物理体系
１８、朝倉書店（、原子核反応論＇河合光路、吉田思朗著、朝倉物理体系１９、朝倉書店（、Direct 
Nuclear Reactions (G.R.Satchler 著, Oxford University Press)、などを挙げる。 
 

【評価方法】 
出席および授業中に課す演習問題や課題発表などの結果を総合して評価する。 
 

【コメント】 
受講人数に応じて、ゼミ・演習形式で授業を行う場合もある。 
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原子核物理学Ⅱ 

2単位 

後期 

有馬 正樹 英語表記 年次 

Nuclear Physics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
核子の多体系の性質を核力や電磁気相互作用との関連で理解することを目標にする。また、ハドロン
物理学の基礎的な内容にも踏み込んで解説をする。 
 
【授業の概要】 
核子間力を概観したうえで、その多体系の性質を理解する。有限系への応用の後に、電場や磁場との
相互作用について考察をする。最後に核子そのものの構造などについて議論し、ハドロン物理学の内
容について簡単にふれる。 
 

【授業計画】 
第１回 核力について 
第２回 ～ 第 ４回 核物質などの核子多体系について  
第５回 ～ 第 ８回 電磁場などとの相互作用について 
第９回 ～ 第１０回 ハドロン物理への導入＇QCDの簡単な紹介（ 
第１１回 ～ 第１４回 バリオンとメソンの性質、それらの相互作用について 
第１５回 クォーク模型について 
 

【テキスト又は参考書】 
J.D.Walecka 著 “Theoretical Nuclear and Subnuclear Physics”, World Scientific  
 

【評価方法】 
出席が主。適宜、レポートを課す。 
 

【コメント】 
まじめに出席すること。質問をすること。 
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基礎物理学特別講義 
ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB・Ⅲ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Fundamental Physics 

IA･IB･IIA･IIB･III 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
基礎物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
 【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 
 【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 
 【コメント】 
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基礎物理学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Fundamental Physics 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
基礎物理学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題演習
や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
基礎物理学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマについ
ての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
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高エネルギー物理学Ⅰ 

2単位 

前期 

山本 和弘 英語表記 年次 

High Energy Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

素粒子物理学を概観し、素粒子物理学を学ぶために必要となる基礎的かつ専門的知識の修得をめざ

す。 

 

【授業の概要】 

素粒子物理学を理解するために、今までに蓄積されてきた実験結果とそれを説明する理論を対比しつ

つ、種〄の量子数、素粒子の性質や振る舞いの明確な理解を目指す。また、実際の解析に必要となる

知識の基礎的知識の修得をめざす。 

 

【授業計画】 

第 １～ ２回 序章＇素粒子や４つの力についての概略（。 

第 ３～ ４回 相互作用と場＇４種の相互作用の紹介とその振る舞いの説明（。 

第 ５～ ８回 不変原理と保存則＇変換とそのオペレーター、パリティー、アイソスピンの導入（。 

第 ９～１１回 ハドロンとクォーク＇特に重いクォークを含むハドロンとその分類（。 

第１２～１３回 レプトンとクォークの散乱＇電子、陽電子対消滅過程、深非弾性散乱とクォークの関

係（。 

第１４～１５回 クォークの相互作用とQCD＇量子色力学（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書： 

“Introduction to High Energy Physics; 4th edition”, D. H. Perkins, Cambridge  

“Quarks and Leptons: An Introductory Course in Modern Particle Physics”, F. Halzen and A.D. 

Martin, Wiley  

 

【評価方法】 

出席点、期末レポートの内容の総計で評価する． 

 

【コメント】 
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高エネルギー物理学Ⅱ 

2単位 

後期 

清矢 良浩 英語表記 年次 

High Energy Physics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
弱い相互作用の現象論を中心とした解説から始まり，素粒子物理学における標準模型＇ワインバーグ・
サラム理論（の基本的内容を理解することを主な目標とする． 
 
【授業の概要】 
弱い相互作用の理解が，どのような実験的事実や理論的研究の発展によって深まっていったかを概観
し，それらが電磁相互作用とともに統合されて標準模型＇ワインバーグ・サラム理論（ に定式化される様
子を概説する．さらに，標準模型を超える理論や，素粒子物理学と直結する初期宇宙論について概説
する． 
 

【授業計画】 
第 １回 ガイダンス．素粒子や４つの力についての簡単な復習． 
第 ２回 パリティー対称性の破れ．ディラク粒子のヘリシティーとスピン偏極． 
第 ３回 ディラク粒子の相互作用とヘリシティー保存． 
第 ４回 パイ中間子崩壊におけるヘリシティー抑制．V－A 相互作用． 
第 ５回 弱い相互作用とクォーク．GIM機構．小林・益川質量行列． 
第 ６回 場の理論の復習．ラグランジアン．ゲージ対称性． 
第 ７回 ワインバーグサラム理論．荷電・中性・電磁カレント． 
第 ８回 ヒッグス粒子と自発的対称性の破れ． 
第 ９回 ゲージボソンの質量． 
第１０回 フェルミ粒子の質量と小林・益川質量行列． 
第１１回 ヒッグス粒子の生成と検出． 
第１２回 CP 対称性の破れ． 
第１３回 標準模型を超える理論． 
第１４回 宇宙論． 
第１５回 素粒子実験研究の現状についての概説． 
 

【テキスト又は参考書】 
‘Introduction to High Energy Physics; 4th edition’, D.H.Perkins, Cambridge ‘Quarks and Leptons: An 
Introductory Course in Modern Particle Physics’, F.Halzen and A.D.Martin, Wiley  
 

【評価方法】 
出席点４５点，期末レポート５５点の総計で評価する． 
 

【コメント】 
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宇宙線物理学Ⅰ 

2単位 

前期 

林 嘉夫 英語表記 年次 

Cosmic Ray Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
放射線計測，特殊相対論の基礎的知識を復習し，現在世界の最先端で行われている研究を紹介しな
がら，実際の宇宙線物理学分野の論文を理解するための能力を身につけることをめざす。 
 
【授業の概要】 
主に 1011eV ～ 1016eV のエネルギー領域を対象とした宇宙線物理学を基礎から学ぶ。特にTeV 領
域の高エネルギーγ線の発生機構，起源，伝播，相互作用，測定技術について詳しく扱う。 
 

【授業計画】 
第１回 宇宙線とは 
第２回，第３回 高エネルギー粒子の相互作用  
第４回 大気中における宇宙線 
第５回 空気シャワー＇ハドロン成分（ 
第６回 空気シャワー＇電磁成分（ 
第７回 空気シャワー＇ミューオン成分（ 
第８回 高エネルギーγ線 
第９回，１０回 チェレンコフ望遠鏡による高エネルギーγ線の測定 
第１１回，第１２回 空気シャワーアレイによる高エネルギーγ線の測定 
第１３回 最新の観測結果 
第１４回 まとめ 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書：’Cosmic Rays and Particle Physics’，Thomas K. Gaisser，CAMBRIDGE UNUVERSITY PRESS 
 

【評価方法】 
数回のレポート，授業中の応答による。 
 

【コメント】 
レポートは必ずすべて提出すること。 
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宇宙線物理学Ⅱ 

2単位 

後期 

荻尾 彰一 英語表記 年次 

Cosmic Ray Physics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
宇宙線物理学において観測的あるいは理論的に確立している「スタンダード」を理解することを目標と
する．さらに，この土台に立ち，最新の研究に触れ，その問題点・課題を考察する能力を身につける． 
 
【授業の概要】 
飛翔体観測による低エネルギー宇宙線から極高エネルギー宇宙線まで，理論・観測両面から概説しつ
つ，特に標準的な理論・観測技術と最新の成果・問題点に焦点をあてる． 
 

【授業計画】 
第 １回 低エネルギー＇直接観測領域（宇宙線の観測的研究 
第 ２回 銀河系とその中での宇宙線の伝播を記述する輸送方程式 
第 ３回 低エネルギー宇宙線伝播モデル―Ｌｅａｋｙ Ｂｏｘ モデル 
第 ４回 その他の低エネルギー宇宙線伝播モデル 
第 ５回 低エネルギー宇宙線加速理論―Ｆｅｒｍｉ加速 
第 ６回 Ｆｅｒｍｉ加速による加速エネルギー分布とその限界，宇宙線の化学組成 
第 ７回 ｋｎｅｅ領域宇宙線－エネルギースペクトル，化学組成 
第 ８回 ｋｎｅｅ領域宇宙線加速モデル 
第 ９回 ｋｎｅｅ領域宇宙線伝播モデル 
第１０回 ｋｎｅｅ領域宇宙線観測法・データ解析法の一般論 
第１１回 ｋｎｅｅ領域宇宙線観測法・データ解析法の実例 
第１２回 極高エネルギー宇宙線観測が提起した問題 
第１３回 極高エネルギー宇宙線に関連する天体現象論 
第１４回 極高エネルギー宇宙線に関連する宇宙論・宇宙物理 
第１５回 極高エネルギー宇宙線観測の現状と将来 
 

【テキスト又は参考書】 
特に教科書はない．参考書として”Cosmic Rays and Particle Physics” T. K. Gaisser を挙げておく 
 

【評価方法】 
出席点６０点，講義の区切りごとのレポートに基づき４０点．この総計で評価する 
 

【コメント】 
宇宙物理学，宇宙線物理学Ⅰを履修していることが望ましい 
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宇宙・素粒子実験物理学Ⅰ 

2単位 

前期 

中野 英一 英語表記 年次 

Experimental Physics of Cosmic-rays and 

Elementary Particles I 
1･2 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

宇宙線や素粒子実験に必要な実験技術の解説を行う．実験装置の基礎や手法を理解することを目標

とする． 

 
【授業の概要】 

加速器，ビーム光学，粒子と物質の相互作用，素粒子検出器の動作原理，開発の歴史，製作・使用方

法などを詳しく解説する．さらにアナログ電子回路などを解説する． 

 

【授業計画】 

第 １回 加速器の原理 

第 ２回 ビーム光学 

第 ３回 粒子と物質の相互作用 

第 ４回 dE/dx 

第 ５回 シンチレーション検出器 

第 ６回 チェレンコフ検出器 

第 ７回 シリコン検出器 

第 ８回 比例計数管 

第 ９回 ドリフトチェンバー 

第１０回 MWDC 

第１１回 レジスティブ・プレート・チェンバー 

第１２回 MPGD 

第１３回 電磁カロリーメータとハドロンカロリーメータ 

第１４回 ミュー粒子検出器 

第１５回 アナログ電子回路 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書：Introduction to experimental particle physics, R.C. Fernow, Cambridge university press (1986)  

 

【評価方法】 

レポートで評価する． 

 

【コメント】 
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宇宙・素粒子実験物理学II 

2単位 

後期 

寺本 吉輝 英語表記 年次 

Experimental Physics of Cosmic-rays and 

Elementary Particles II 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

宇宙線や素粒子実験に必要な実験技術について，データ解析部分を主眼に解説する． 

 

【授業の概要】 

宇宙・素粒子実験物理学I に引き継いで，デジタル回路より下流部分を解説する．まず，データ収集に

ついて解説し，データ収集やデータ解析で使うプログラミング法全般の説明をする．そのあと，解析の

いろいろな道具について説明する． 

 

【授業計画】 

第 １回 データ収集法＇Digital 回路，CAMAC,FASTBUS,NIM（ 

第 ２回 各種変換回路(DAC,ADC,TDC,QT) 

第 ３回 伝送線，トリガー 

第 ４回 高圧ガスの取り扱い 

第 ５回 ソフトウェア言語とその変遷 

第 ６回 ソフトウェア作法 

第 ７回 プログラミングの手法 

第 ８回 データ収集ソフトウェア 

第 ９回 解析プログラムの構造 

第１０回 データ構造とデータの取り扱い 

第１１回 CERNLIB,ヒストグラム，ROOT 

第１２回 グラフィックコード，パターン認識 

第１３回 データの分布と誤差，最小二乗法 

第１４回 最小二乗法の誤差，誤差行列 

第１５回 スプライン・フィット，カルマン・フィルター 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

レポートで評価する． 

 

【コメント】 
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重力波実験物理学 

2単位 

隔年後期 

神田 展行 英語表記 年次 

Experimental Physics of Gravitational 

Waves 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
重力波検出実験に必要な基礎知識と技術解説を行い、検出実験の原理と、イベント探索データ解析
の概要を理解する。 
 
【授業の概要】 
導入部では、重力波の理論的背景、重力波源の候補について、検出器の原理および重力と重力波に
かかわる実験の歴史を紐解く。次に、主としてファブリ＝ ペロー＝ マイケルソン型レーザー干渉計型
検出器のレーザー、鏡、防振装置などの要素を題材に、感度を決める要因である雑音源を原理から検
討し、基礎的な計算を行ってもらう。最後にデータ解析の手法や統計的取り扱いについて解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 重力波と検出実験の歴史 
第 ２回 重力波とその源 
第 ３回 検出器の原理＇１（共鳴型アンテナ 
第 ４回 検出器の原理＇2（レーザー干渉計＇自由質点型（ 
第 ５回 検出器の雑音(1) 熱雑音 
第 ６回 検出器の雑音(2) 地面振動、レーザー、エレクトロニクス 
第 ７回 スペクトル解析の基礎 
第 ８回 高速フーリエ演算(FFT) 
第 ９回 マッチドフィルター法による信号検出(1) 
第１０回 マッチドフィルター法による信号検出(2) 
第１１回 観測実験における尐数統計の取り扱い 
第１２回 誤差伝搬 
第１３回 共鳴アンテナのデータ解析 
第１４回 スペースクラフトによる検出実験 
第１５回 宇宙論的な重力波 
 

【テキスト又は参考書】 
Fundamentals of interferometric gravitational wave detectors, Petr R. Saulson, World Scientific, スペク
トル解析 日野幹生 朝倉書店ニュートリノと重力波 日本物理学会編 裳華房 
 

【評価方法】 
期末レポートおよび出席並びに授業における質問等の平常点。 
 

【コメント】 
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宇宙物理学 

2単位 

前期 
神田 展行 

荻尾 彰一 

山本 和弘 

英語表記 年次 

Astrophysics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
宇宙物理は、マクロな体系としての一般相対論に始まり、ミクロな系をあつかう素粒子物理学まで駆使
して始めて理解できる。また、近年の多くの観測や実験にもとづき、宇宙像が形成あるいは適時修正さ
れつつある。本講義では宇宙物理学の基礎的内容から解説を始め、最新の観測や実験を参照しなが
ら、宇宙物理学の最前線を学ぶ。 
 
【授業の概要】 
膨張宇宙論の基礎から初め、ビッグバンやインフレーションについて、初期宇宙における素粒子や重
力の相互作用について学ぶ。暗黒物質やダークエネルギーといった最新のトピックスを解説する。また
恒星、銀河、銀河団といった宇宙の階層や、宇宙の大規模構造について総覧する。授業においては、
理論だけでなく、種〄の高エネルギー天体現象、宇宙線、重力波、加速器などの最新の観測・実験結
果をとりあげ、それらが宇宙の理解にどのように寄与しているかを解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 一般相対論と膨張宇宙 
第 ２回 ビッグバンと宇宙背景輻射 
第 ３回 宇宙論パラメーター 
第 ４回 宇宙項とダークエネルギー 
第 ５回 大規模構造 
第 ６回 銀河 
第 ７回 星の進化 
第 ８回 終末の星〄＇ブラックホール、中性子星、超新星（ 
第 ９回 ガンマ線バースト、X線天文、ガンマ線天文 
第１０回 暗黒物質( 天体) 
第１１回 暗黒物質(CDM) 
第１２回 初期宇宙と素粒子物理学 
第１３回 元素合成 
第１４回 ニュートリノ天文と暗黒物質 
第１５回 ＇同上（ 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書：現代物理学叢書 宇宙物理 佐藤文隆 岩波書店 
    現代の宇宙像 日本物理学会編 培風館 
    そのほか適時最新実験についての論文を参照する。 

【評価方法】 
期末レポートおよび出席並びに授業における質問等の平常点。 

【コメント】 
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宇宙・高エネルギー物理学特別講義
Ⅰ～Ⅲ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Astro and High Energy 

Physics I ～ III 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
宇宙・高エネルギー物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
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粒子物理学特別講義 I～Ⅲ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Particle Physics I ～ Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
粒子物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 
 【コメント】 
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宇宙・高エネルギー物理学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Astro and High Energy Physics 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
宇宙・高エネルギー物理学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るた
め、問題演習や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
宇宙・高エネルギー物理学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究
テーマについての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
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物性物理学Ⅰ 

2単位 

前期 

村田 惠三 英語表記 年次 

Condensed Matter Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

現代物理学の主要な柱である、量子力学、統計力学、電磁気学を用いて、物質の持つ性質を、原子、

分子、イオンのミクロな視点から理解を深める。 

 【授業の概要】 
原子が集合して結晶を構成する、物質の凝集過程とその機構を、原子の最外殻電子の結合から説き
起こして、様〄な結合様式を統一的視点から説明する。さらに、格子振動波＇フォノン（の性質から、結
晶固体の熱的性質・比熱の量子論までの概説をする。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論： 物性物理学の分野としての位置づけと概要 
第 ２回 物質の凝集機構と、量子論的取扱の必要性 
第 ３回 水素分子の形成と共有結合； 水素分子イオンモデルと、ハイトラー・ロンドンモデル 
第 ４回 結晶の凝集機構； 共有結合結晶、 
第 ５回 結晶の凝集機構； イオン結晶、マーデルングポテンシャル 
第 ６回 結晶の凝集機構； 金属結合と結晶のエネルギーバンドの形成 
第 ７回 結晶の凝集機構； ファン・デア・ワールス力と分子性結晶、水素結合、π共役結合系 
第 ８回 結晶の結合様式と、結晶構造の対称性、およびその群論表現、32 点群と空間群 
第 ９回 結晶構造とその観測； の結合様式と、結晶構造の対称性 
第１０回 結晶構造で回折を受ける波動； 逆格子ベクトルとブリユアンゾーン、Ｘ線構造解析 
第１１回 凝集力の調和ポテンシャル近似と、格子振動 
第１２回 1 次元鎖状結晶と、連成振動子の行列対角化法による解 
第１３回 フォノンの伝播とフォノン分散、およびフォノンの観測 
第１４回 格子比熱の古典論と量子論 
第１５回 熱伝導と結晶運動量の保存； 正常過程とウムクラップ過程 
 

【テキスト又は参考書】 
「固体物理学― 新世紀物質科学への基礎」＇Ｈ． イバッハ／Ｈ． リュート著、ｼｭﾌﾟﾘﾝｶﾞ ｰ・ﾌｪｱﾗｰｸ 
東京 
 

【評価方法】 
講義毎にレポート課題を出し、提出レポートにより評価を行う。 
 

【コメント】 
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物性物理学Ⅱ 

2単位 

後期 

畑  徹 英語表記 年次 

Condensed Matter Physics II 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
現代物理学の主要な柱である、量子力学、統計力学、電磁気学を用いて、物質の持つ性質を、原子、
分子、イオンのミクロな視点から理解を深める。 
 
【授業の概要】 
物質中の電子に起因する様〄な性質、エントロピー、比熱、磁性、輸送現象等に関して、電子のもつ
電荷とスピンを用いて説明する。 
 

【授業計画】 
第 １回 固体中の自由電子―１電子の波動関数。 
第 ２回 Ｎ個の電子系。 
第 ３回 フェルミの分布関数とフェルミ面での状態密度。 
第 ４回 状態密度を用いた電子比熱。 
第 ５回 フェルミ気体中の静電遮蔽とトーマス・フェルミの遮蔽距離。 
第 ６回 固体中の電子のバンド構造、ブロッホ関数。 
第 ７回 周期ポテンシャル中の電子のエネルギー固有値―周期ポテンシャルの小さい場合。 
第 ８回 周期ポテンシャルの大きい場合：バンド構造。 
第 ９回 バンドの具体例。 
第１０回 物質の磁気的性質―磁性の起源。 
第１１回 磁性元素とは。 
第１２回 原子に束縛された電子の磁性と束縛されていない電子の磁性＇パウリの常磁性（。 
第１３回 電子の局在性と遍歴性。 
第１４回 電子間の相互作用：ストーナー理論。スピンゆらぎの効果。 
第１５回 磁気秩序相のタイプ。 
 

【テキスト又は参考書】 
「固体物理学― 新世紀物質科学への基礎」＇Ｈ． イバッハ／Ｈ． リュート著、ｼｭﾌﾟﾘﾝｶﾞ ｰ・ﾌｪｱﾗｰｸ 
東京 
 

【評価方法】 
講義毎にレポート課題を出し、提出レポートにより評価を行う。 
 

【コメント】 
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量子統計力学 I 

2単位 

隔年後期 

坪田  誠 

鈴木 正人 
英語表記 年次 

Quantum Statistical Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
量子統計力学の基礎と、その低温物理学への応用を理解習得する事がテーマである。 
 
【授業の概要】 
量子流体力学の基礎について講述する。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論：低温物理学の意義 
第 ２回 古典乱流 
第 ３回 量子凝縮 
第 ４回 超流動 
第 ５回 量子渦 
第 ６回 超流動ヘリウムの量子渦 
第 ７回 量子乱流 
第 ８回 量子渦のダイナミクス1 
第 ９回 量子渦のダイナミクス2 
第１０回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮1 
第１１回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮2 
第１２回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮の量子渦1 
第１３回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮の量子渦2 
第１４回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮の量子渦3 
第１５回 中性原子気体ボース・アインシュタイン凝縮の量子渦 4 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
授業中に出す課題のレポートにより評価する。 
期末にレポート課題を提出。この内容で評価する。 
 

【コメント】 
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量子統計力学Ⅱ 

2単位 

隔年後期 

小栗  章 

西川 裕規 
英語表記 年次 

Quantum Statistical Physics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
量子統計力学の基礎を習得することを目的とする。特に、低温物理や強相関電子系などへの応用を
念頭に置き、物性に関する理解を様〄な側面から深めることを目指す。 
 
【授業の概要】 
多粒子系の量子力学の理解に必要な場の量子論、および線形応答理論などの基礎に関する講義を
行う。さらに、平均場近似などの代表的な考え方に基づき、相転移に関する基礎事項について解説す
る。さらに、超伝導、近藤効果など、低エネルギーの量子現象への応用について述べる。 
 

【授業計画】 
第 １～ ３ 回 フォノン、およびフォトン： Bose 場の量子化から。 
第 ４～ ６ 回 多粒子系の量子力学： Bose 粒子系、およびFermi 粒子系 
第 ７～ ８ 回 線形応答理論： 感受率とGreen 関数。 
第 ９～１０ 回 平均場近似、磁気相転移、金属絶縁体転移などの基本。 
第１１～１５ 回 超伝導入門＇BCS 理論、その他（、およびFermi 流体論など電子相関から。 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
出席とレポートで評価する。 
 

【コメント】 
学部レベルの量子力学、統計力学の知識を前提とする。 
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低温物理学 

2単位 

隔年後期 

石川 修六 

小原   顕 
英語表記 年次 

Low Temperature Physics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
現代物理学における凝縮系は近年ますますその重要性を高めている。凝縮系は非常に多くの粒子か
らなる集団が示す凝縮状態である。この講義では、超伝導および超流動現象を中心にして、低温特有
の様〄な量子現象とその性質について講義する。 
 
【授業の概要】 
(1) 超伝導および超流動発見の歴史と特有の現象 
(2) 超伝導の基本的性質：ロンドンの理論、コヒーレンス長、巨視的量子現象、ＢＣＳ 理論、ギンツブル
グ・ランダウ理論、第１種および第２種超伝導体 
(3) 液体ヘリウム：ゼロ点運動と量子液体、ボース気体とＢＥ Ｃ、ラムダ転移、フォノン・ロトン、ヴォルテ
ックス、２流体理論、内部対流と臨界速度 
(4) 異方的超流体と異方的超伝導 
 

【授業計画】 
第 １回 超伝導および超流動発見の歴史と特有の現象 
第 ２回 超伝導の基本的性質：ロンドンの理論 
第 ３回 コヒーレンス長 
第 ４回 巨視的量子現象 
第 ５回 ＢＣＳ理論 
第 ６回 ギンツブルグ・ランダウ理論 
第 ７回 第１種および第２種超伝導体 
第 ８回 液体ヘリウム：ゼロ点運動と量子液体 
第 ９回 ボース気体とＢＥＣ 
第１０回 ラムダ転移 
第１１回 フォノン・ロトン 
第１２回 ヴォルテックス 
第１３回 ２流体理論 
第１４回 内部対流と臨界速度 
第１５回 異方的超流体と異方的超伝導 
 

【テキスト又は参考書】 
「超伝導・超流動」 恒藤敏彦著 岩波講座 現代の物理学 
「超伝導現象」 M. ティンカム著 小林俊一訳 東京・産業図書 
「超流動」 山田一雄、大見哲巨著 東京・培風館 

【評価方法】 
期末にレポート課題を提出。この内容で評価する。 

【コメント】 
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光物性論 

2単位 

隔年後期 

橋本 秀樹 

鐘本 勝一 
英語表記 年次 

Optical Properties of Condensed Matter 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
基礎・応用両面から、重要性が益〄増大している、光物性の現象と物理学の内容を学び、光と物質か
らの光応答の基本を理解する。 
 
【授業の概要】 
光と物質の相互作用の半古典論、光学遷移の量子論の基本的事項を講義する。また、固体結晶中で
の電子状態・バンド準位と、励起子準位の発現の基礎にも言及する。さらに、近年光物性的手法に不
可欠となったレーザー装置についての基礎を学び、レーザー光を用いた非線形光学効果、高密度電
子―正孔系の物理を、実験的手法を交えて紹介する。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論： 光の存在起源と、光物性物理学の分野としての位置づけと概要 
第 ２回 物質の電磁応答： 電磁波による物質の分極 
第 ３回 物質中の電磁波と光学定数 
第 ４回 光学遷移に関るエネルギー準位と励起子-ポラリトン 
第 ５回 自然放射遷移の確率と、電磁場の制御： 
     Einstein の光学遷移モデルと、物質と電磁場の相互作用 
第 ６回 光学遷移の量子論と、自然放射確率の制御 
第 ７回 スペクトル線の形状： 自然幅と不均一幅、およびホールバーニング分光 
第 ８回 光と物質のコヒーレントな相互作用と光学的シュタルク効果 
第 ９回 固体内自由電子の状態密度と、結合状態密度およびvan Hove 特異点 
第１０回 固体内エネルギーバンドの成立と、バンド間光学遷移 
第１１回 励起子遷移： Frenkel 励起子とWannier 励起子 
第１２回 励起子の次元性と、低次元閉じ込め励起子およびその観測 
第１３回 励起子の動的過程と緩和過程： 有効質量と素励起の波束描像 
第１４回 励起子と他の素励起状態の相関： 励起子-格子相互作用 
第１５回 高密度光励起状態と、励起子系のBose Einstein 凝縮 
 

【テキスト又は参考書】 
オリジナルな講義ノートを用いる。参考書は、授業の中で紹介する。 
 

【評価方法】 
講義の終了時にレポート課題を出し、提出レポートにより評価を行う。 
 

【コメント】 
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生体物性物理学 

2単位 

隔年後期 
橋本 秀樹 

杉﨑   満 

丸山   稔 

英語表記 年次 

Physics of Biological Materials 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生命現象を物性物理の言葉で語ること，それが本講義のテーマである。本講義では，植物の光合成初
期過程の構造と機能に関して最近の研究成果も交えながら解説する。 
 
【授業の概要】 
植物の光合成系は生命が３８ 億年もの歳月をかけ，自然選択と言う圧力のもとで様〄な試行錯誤を繰
り返した結果創成された，地球上における最高の光エネルギー変換機関＇バイオナノデバイス（であ
る。本講義では，物性物理学における基礎的事項＇励起子，motional narrowing, 励起子・フォノン相互
作用，自己束縛，光誘起構造変化，光誘起電子移動，dephasing，光禁制遷移励起移動，遷移金属原
子スピン，等〄（や最先端のレーザー分光計測技術等を踏まえながら，植物の光合成初期過程の機能
に関して，最近の研究成果も交えながら解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回  自然の知恵を学ぶ，光合成細菌の性質と構造 
第 ２回  光合成反応に関係する色素，光合成反応のエンジン＇色素蛋白複合体（ 
第 ３回  バイオの太陽電池＇反応中心（ 
第 ４回  生命活動を司るATP の合成 
第 ５回  反応中心複合体の結晶構造解析 
第 ６回  光エネルギー伝達の仕組み 
第 ７回  光を捕えるアンテナの構造解析 
第 ８回  LH2 アンテナの機能と構造 
第 ９回  LH1 アンテナの構造解析 
第１０回  人工色素タンパク複合体を用いての新提案 
第１１回  色素タンパク複合体の再構成，人工光反応中心複合体 
第１２回  カロテノイド色素の働き，人工カロテノイドの検証 
第１３回  光合成エネルギー移動を制御する 
第１４回  反応収率，エネルギー移動効率制御のメカニズム 
第１５回  光合成の有効利用を目指して 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書； 光物性研究会組織委員会編「光物性の基礎と応用」オプトロニクス社       
    ＇独（科学技術振興機構編「光技術の最先端を探る」アドスリー       
 上原 赫 監修「光合成微生物の機能と応用」シーエムシー出版 
 

【評価方法】 
出席点６０点。期末のレポート４０点の総計で評価する。 

【コメント】 
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固体低温物性 

2単位 

隔年後期 

畑    徹 

矢野 英雄 
英語表記 年次 

Low Temperature Solid State Physics 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 通常は電子スピンの陰に隠れて表に出てこない物質中の核スピンの磁気的相転移についての現代
的課題の理解を深める。 
 
【授業の概要】 
 核スピン系として、金属、固体ヘリウム３， 核・電子結合系、化合物の４ つの系に関して、磁気相転
移の実験例を示し、磁気相転移を引き起こす相互作用について理論的に解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 磁性の起源の説明。 
第 ２回 核磁性の例。 
第 ３回 重要な関係式の導出。 
第 ４回 固体ヘリウム３＇ヘリウムの特徴（。 
第 ５回 固体ヘリウム３＇冷却方法（。 
第 ６回 固体ヘリウム３の磁気的性質―エントロピー。 
第 ７回 固体ヘリウム３の磁気的性質―磁化率、 
第 ８回 固体ヘリウム３の磁気的性質―磁気相転移。 
第 ９回 固体ヘリウム３の磁気的性質―交換相互作用＇理論（。 
第１０回 固体ヘリウム３の磁気的性質―多体交換相互作用＇理論（。 
第１１回 核・電子結合系＇増強核磁性体（の磁性―Van Vleck 常磁性。 
第１２回 核・電子結合系＇増強核磁性体（の磁性―交換相互作用＋超交換相互作用＇理論（。 
第１３回 金属の核磁性。 
第１４回 金属の核磁性。負の温度。 
第１５回 化合物の磁性。 
 

【テキスト又は参考書】 
「核の磁性」アブラガム著 冨田和久、田中基之訳、吉岡書店、丸善 
 

【評価方法】 
講義毎にレポート課題を出し、提出レポートにより評価を行う。 
 

【コメント】 
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物性物理学特別講義 
 ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Solid State Physics 

IA･IB･IIA･IIB 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
物性物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 
 【コメント】 
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64 

凝縮系物理学特別講義 
 ⅠA ・ⅠB・ⅡA・ⅡB 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 

英語表記 年次 

Selected Topics in Condensed Matter 

Physics 

IA･IB･IIA･IIB 

1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
凝縮系物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 
 【コメント】 
 
 



数物系専攻 物性物理学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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物性物理学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Condensed Matter Physics 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 物性物理学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題演習
や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 物性物理学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマにつ
いての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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数理科学 A 

2単位 

後期 

古澤  昌秋 英語表記 年次 

Mathematical Sciences A 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
有限群の表現論を講義する。Frobenius 相互律を始めとする通常表現の古典理論からモジュラー表現
におけるBrauer の理論まで解説する。 
 
【授業の概要】 
有限群の複素数体上の表現＇通常表現（および正標数の体上の表現＇モジュラー表現（の基本事項を
説明する。そこで扱われる手法として、行列表現や指標の計算を重視する考察と、環論的＇もしくは加
群論的（な抽象性に重きを置いた考察の両方を交えることで、互いの研究方法の重要性の理解を深め
ていく。 
 

【授業計画】 
第 １回 群の表現と表現加群 
第 ２回 誘導表現、置換表現、正則表現 
第 ３回 反傾表現、表現のテンサー積 
第 ４回 体上の群環 
第 ５回 通常表現、指標 
第 ６回 指標の直交関係 
第 ７回 指標表 
第 ８回 Frobenius 相互律 
第 ９回 群環の中心の表現、Burnside の定理 
第１０回 Clifford 理論 
第１１回 射影表現 
第１２回 モジュラー表現、モジュラー指標、Brauer 指標 
第１３回 分解行列、分解定数 
第１４回 ブロック、不足数 
第１５回 Cartan 行列 
 

【テキスト又は参考書】 
長尾汎・津島行男： 有限群の表現，  J. L. Alperin： Local Representation Theory 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

67 

数理科学 B 

2単位 

前期 

大仁田 義裕 

佐藤 洋平 
英語表記 年次 

Mathematical Sciences B 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
「Lie 群・等質空間のRiemann 幾何学」 
Riemann 幾何学の基礎を学び、特にLie 群と等質空間についてRiemann 幾何学的な量を具体的に計
算することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
前半ではRiemann 幾何学の基礎的な概念を学ぶ。多様体上に距離を定めるRiemann 計量を導入し、
それら多様体上の平行移動や＇共変（微分を定めるLevi-Civita接続、多様体の曲がり具合を測る曲率
の概念が導かれることなどを解説する。後半ではRiemann 多様体の例として等質空間と対称空間の理
論を学ぶ。これらの空間においては曲率などの幾何学的な量がLie 環の代数的な計算によって得られ
ることを解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回  可微分多様体 
第 ２回  Riemann 計量 
第 ３回  Levi-Civita 接続 
第 ４回  平行移動とホロノミー群 
第 ５回  測地線 
第 ６回  等長変換群 
第 ７回  曲率テンソル 
第 ８回  断面曲率・Ricci 曲率・スカラー曲率 
第 ９回  実空間形 
第１０回 Lie 群とLie 環 I 
第１１回 Lie 群とLie 環 II 
第１２回 Riemann 等質空間 I 
第１３回 Riemann 等質空間 II 
第１４回 Riemann 対称空間 I 
第１５回 Riemann 対称空間 II 
 

【テキスト又は参考書】 
do Carmo, Riemannian geometry, Birkhauser 
O’Neill, Semi-Riemannian geometry, Academic Press 
 

【評価方法】 
平常点とレポートなど 
 

【コメント】 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

68 

数理科学 C 

2単位 

後期 

西尾  昌治 英語表記 年次 

Mathematical Sciences C 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
タイヒミュラー空間の理論において重要な役割を果たす擬等角写像に関する基礎的な事柄を解説し、
普遍タイヒミュラー空間について概説することを目標とする。 

【授業の概要】 
解析的にはベルトラミ方程式の解である擬等角写像は、四辺形のモジュールという等角不変量を用い
て幾何学的にも定義できることを解説する。次に、擬対称関数及びその重要な擬等角拡張である
Beurling-Ahlfors 拡張、Douady-Earle 拡張について解説する。さらに必要事項を補足しながら、普遍タ
イヒミュラー空間について概説することを目標とする。 

【授業計画】 
第 1 - 2 回：リーマンの写像定理、カラテオドリの定理、Schwarz-Christoffel の公式 
第 3 回：四辺形のモジュール、二重連結領域のモジュール 
第 4 − 5 回：歪曲関数、グレッチェの極値領域、タイヒミュラーの極値領域 
第 6 – 7 回：線形擬等角性、幾何学的擬等角性 
第 8 − 9 回：解析的擬等角性、ベルトラミ方程式 
第 10 - 11 回：擬対称関数 
第 12 − 13 回：擬対称関数のBeurling-Ahlfors 拡張、Douady-Earle(等角的に自然な)拡張 
第 14 - 15 回：普遍タイヒミュラー空間の概説 

【テキスト又は参考書】 
参考書：F.P.Gardiner and N.Lakic, Quasiconformal Teichmuller Theory, Amer.Math.Soc. 
O.Lehto, Univalent Functions and Teichmuller Spaces, G.T.M.,Springer  

【評価方法】 
レポートによる。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

69 

数理科学 D 

2単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Mathematical Sciences D 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数理科学分野において、代数学や幾何学の応用に関連する最近のトピックスを、他大学の専門家が
集中講義する。  
 

【授業の概要】 
数理科学分野において、代数学や幾何学の応用、もしくはそれらと自然科学、工学、社会科学との学
際領域として発展してきたものに関する最近のトピックスを、他大学の専門家による集中講義として開
講する。離散系数理学、代数解析学、可積分系の理論等よりテーマを選択する。 
 

【授業計画】 
第 1 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 2 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 3 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 4 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 5 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 6 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 7 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 8 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 9 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 10 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 11 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 12 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 13 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 14 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 15 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
レポート課題など。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

70 

数理科学 E 

2単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Mathematical Sciences E 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数理科学分野において、解析学の応用に関連する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義
する。 
 
【授業の概要】 
数理科学分野において、解析学の応用、もしくはそれらと自然科学、工学、社会科学との学際領域とし
て発展してきたものに関する最近のトピックスを、他大学の専門家による集中講義として開講する。非
線形数理学の学際領域における展開に重点をおいてテーマを選択する。 
 

【授業計画】 
第 1 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 2 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 3 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 4 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 5 回 講義のテーマの基礎理論の概説 
第 6 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 7 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 8 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 9 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 10 回 講義のテーマの発展状況の概説 
第 11 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 12 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 13 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 14 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
第 15 回 講義のテーマの応用と今後の課題 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する。 

【評価方法】 
レポート課題など。 

【コメント】 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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数理物理学 I 

2単位 

前期 

糸山 浩 英語表記 年次 

Mathematical Physics I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
弦理論およびそのゲージ理論とのつながりを提示する。 
 
【授業の概要】 
 弦理論とゲージ理論は我〄の微視的ものの見方の最も基礎となる学問である。この科目では、微分、
積分、代数、幾何学の基礎知識を前提とする。講義科目は＇1（弦理論の導入、＇2（ゲージ理論の導
入、＇3（両者の関係、＇4（最近の話題。 
 

【授業計画】 
第 １－ ５回 弦理論の導入 
第 ６－ ９回 ゲージ理論の導入 
第１０－１２回 両者の関係 
第１３－１５回 最近の話題 
 

【テキスト又は参考書】 
特になし 
 

【評価方法】 
出席、宿題等による。 
 

【コメント】 
力学及び、微分、積分、代数、幾何学の基礎知識を前提とする。 
 



物質分子系専攻 量子物質科学分野 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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数理物理学 Ⅱ 

2単位 

前期 

安井 幸則 英語表記 年次 

Mathematical Physics Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
微分幾何の初等的な内容を学ぶ。 
 
【授業の概要】 
ベクトル束から始めリーマン幾何を紹介する。 
 

【授業計画】 
第 １ 回 ベクトル空間 
第 ２-4 回 多様体 
第 5 回 ベクトル束 
第 6 回 リーマン計量 
第 ７ 回 曲率テンソル 
第 ８-9 回 等質なリーマン多様体 
第 10-12 回 Einstein 多様体 
第 13-15 回 一般相対論への応用 

【テキスト又は参考書】 
Einstein Manifolds  L. Besse  Springer-Verg 
 

【評価方法】 
出席点およびレポート点の総計で評価する。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

73 

数理物理学Ⅲ 

2単位 

前期 

石原 秀樹 英語表記 年次 

Mathematical Physics Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
不変性，共変性という概念は物理法則を定式化するときに最も基礎的で重要な役割をなすことを理解
する． 
 
【授業の概要】 
講義またはセミナー形式で提供する． 
 

【授業計画】 
第 １－ ４回 共変的理論形式 
第 ５－１０回 幾何学的対称性 
第１１－１５回 対称性と保存則 
 

【テキスト又は参考書】 
適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
平常点。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

74 

数理物理学Ⅳ 

2単位 

後期 

安井 幸則 英語表記 年次 

Mathematical Physics Ⅳ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
素粒子の相互作用を記述するゲージ理論の数学的な枠組みを理解する.  
 
【授業の概要】 
微分幾何学の初等的な内容を素粒子論への応用を背景に講義する.  
 

【授業計画】 
第 １－ ３回 リーマン幾何と一般相対論 
第 ４－ ５回 ブラックホール 
第 ６－ ７回 特性類 
第 ８－ ９回 Yang-Mills の方程式 
第１０－１１回 素粒子論への応用その1  
第１２－１３回 素粒子論への応用その2  
第１４－１５回 インスタントン 
 

【テキスト又は参考書】 
小林昭七 著 「接続の微分幾何とゲージ理論」 
 

【評価方法】 
平常点。 
 

【コメント】 
 
 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

75 

計算科学 

2単位 

後期 

神田 展行 英語表記 年次 

Computational Science 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

情報・論理化の基礎と、計算機の基本構造を学ぶ。数理科学における計算機使用における基礎的な

計算手法を、実際に計算機を使いながら学ぶ。後半では、確率・統計についてとりあげ、自然科学に

おけるデータや数値計算の統計的扱いについて学ぶ。 

 

【授業の概要】 

ブール代数による論理演算、各種データの情報化についての基礎、計算機上での数値表現や演算回

路などを解説する。また、古典的な計算機から現在のコンピューターまでの歴史的概観を解説する。こ

れらをもとに、数値計算を行う場合のノウハウや代表的な計算手法を学ぶ。また物理過程を例にとりつ

つ、モンテカルロ法やFFT などの計算についても学ぶ。確率統計については、密度関数の基礎から

おこない、各種統計量や誤差の計算、推定の信頼度について学ぶ。計算手法等については、実際に

コンピューター上で簡単なプログラム等を用いつつ授業を進める。 

 

【授業計画】 

第 １回 計算科学と情報理論、ブール代数 

第 ２回 計算機とその歴史 

第 ３回 計算機に置ける数値 

第 ４回 演算回路の基本 

第 ５回 数値計算とプログラム言語 

第 ６回 乱数 

第 ７回 モンテカルロ法＇１（ 

第 ８回 モンテカルロ法＇２（ 

第 ９回 数値積分、方程式の解 

第１０回 高速フーリエ演算 

第１１回 確率密度関数、ベイズの定理 

第１２回 統計の基礎、誤差とその伝搬 

第１３回 カイ２乗と回帰計算 

第１４回 最尤法 

第１５回 信頼度検定 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書： The Review of Particle Physics, W.-M. Yao et al., Journal of Physics, G 33, 1 (2006)  

 

【評価方法】 

レポートおよび出席並びに授業における質問等の平常点。 

 

【コメント】 

 

 



数物系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

76 

数理物理学特別講義Ⅰ～Ⅲ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Mathematical Physics I 

～ Ⅲ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
数理物理学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 
 【コメント】 
 
 



数物系専攻 特別研究科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

77 

前期特別研究 

12単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Advanced Research Course for Master's 

Thesis of Science 
1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
修士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験についての体系的な知識・技術の修得を目的
とする。 
 
【授業の概要】 
 学生それぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、専門書および学術論文の講読、実験指
導などを行い、修士論文の完成に適切な助言を与える。また、コンピューターによる数値計算やプログ
ラム作成に関する学習と訓練を行う。 
 

【授業計画】 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

78 

  基幹有機化学 

2単位 

前期 

森本 善樹 英語表記 年次 

Core Organic Chemistry 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

物質合成はあらゆる科学に通ずる根幹をなす学問分野である。本講では、有機化学の最新の合成方

法論の基礎を体系的に修得することを第一の目標とする。 

 

 
【授業の概要】 

有機合成反応における選択性、骨格形成反応、官能基変換、不斉合成反応等を論述する。 

 

 【授業計画】 

 

第１～４回 有機合成反応における選択性。 

第５～１０回 骨格形成反応。 

第１１～１２回 官能基変換。 

第１３～14 回 不斉合成反応。 

第 15 回 試験。 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

野依良治ほか編「大学院講義有機化学Ⅰ，Ⅱ」＇東京化学同人（他。 

 

 
【評価方法】 

出席、レポート、試験等で総合的に評価する。 

 
【コメント】 

大学卒レベルの有機化学を修得していること。 

 

 

 



質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

79 

基幹無機化学 

2単位 

前期 

中沢  浩 

廣津昌和 
英語表記 年次 

Core Inorganic Chemistry 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

無機化学、有機化学を問わず、今や遷移金属錯体は広く利用されている。本講義では、遷移金属錯

体を扱う上で必須となる考え方や現象の理解を助けるための基礎を、体系的に取得することを目標と

する。 

 
【授業の概要】 

配位子場理論を学ぶことにより、金属錯体の結合と構造を理解する。また、この理論をもとに錯体の分

光学を解説する。次に、錯体の配位子置換反応や酸化還元反応について、近年の話題も取り上げな

がら解説する。さらに、有機金属化学において基礎となる遷移金属－炭素間の結合を概説し、さらに

遷移金属－典型元素＇Si, B, P, S など（間の結合について解説する。 

 

【授業計画】 

 

第１～４回 錯体の結合と構造および分光学の基礎 

第５～７回 錯体の反応 

第８～１０回 遷移金属－14 族元素間結合の基礎 

第１１～１２回 遷移金属－13 族元素間結合の基礎 

第１３回 遷移金属－15 族元素間結合の基礎 

第１４回 遷移金属－16 族元素間結合の基礎 

第１５回 試験 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

岩本振武 ほか編「大学院錯体化学」＇講談社サイエンティフィク（ 

シュライバー・アトキンス無機化学 第 4版＇東京化学同人（ 

中沢浩・小坂田耕太郎編著「有機金属化学」＇三共出版（ 

 
【評価方法】 

中間試験および期末試験などから総合的に評価する。 

 
【コメント】 

 

 



質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

80 

基幹物理化学 

2単位 

前期 

佐藤 和信 

寺岡 淳二 
英語表記 年次 

Core Physical Chemistry 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

物理化学以外を専門分野とする大学院生が、現代の分子科学を理解するために不可欠な量子化学と

分子分光学の基礎を習得することを目的とする。 

 【授業の概要】 

分子物理化学のミクロな電子状態を理解するための基礎と手法を習得するために、本講義では、量

子物理化学と分子分光学の基礎について学部で履修した内容の復習を交えながらしっかりと理解する

ところから始めて、先端分子科学へ応用することのできる基礎学力を築くための理論的基礎と最新の

分子分光学を詳説する。 

 
【授業計画】 

第 １回 量子論の基礎 

第 ２回 化学結合の量子化学 

第 ３回 分子軌道法１ 

第 ４回 分子軌道法２ 

第 ５回 分子の対称性と電子構造１ 

第 ６回 分子の対称性と電子構造２ 

第 ７回 分子の電子構造と反応性 

第 ８回 光と分子の相互作用 １．基礎  

第 ９回 光と分子の相互作用 ２．吸収 

第１０回 光と分子の相互作用 ３．発光 

第１１回 光と分子の相互作用 ４．散乱 

第１２回 分子構造と分子分光学 

第１３回 化学反応と分子分光学 

第１４回 高速反応と分子分光学 

 

【テキスト又は参考書】 

適宜、資料を配布する。 

 
【評価方法】 

出席点とレポートで評価する。 

 
【コメント】 

 

 
 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

81 

創成分子科学 

2単位 

後期 

手木芳男 

木下 勇 
英語表記 年次 

Creative Molecular Science 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

量子力学や電子状態理論に基づく分子性物質の理解は、分子科学にとり不可欠なものである。

本講義では分子性物質の磁気的性質（磁性）の基礎と、分子の電子状態を研究する手段の一つ

としての磁化率測定、ＥＳＲ（時間分解ＥＳＲを含む）についても講義する。 

 

【授業の概要】 

１． 磁性 

２． 電子スピン共鳴分光学 

３．  

 

【授業計画】 

第１回 磁性の起源、電子スピン、ゼーマン相互作用とラーモア周波数 

第２回 反磁性と常磁性 

第３～４回 交換相互作用と強磁性、反強磁性 

第５回 磁化率とその測定法 

第６回 電子スピン共鳴法の基礎 

第７回 先端的電子スピン共鳴法(時間領域測定)の基礎 

第８回 配位子場吸収 

第９回 電荷移動吸収 

第１０回 金属錯体の励起状態 

第１１回 光吸収と電荷分離 

第１２回 電子移動とマーカス理論 

第１３回～第１４回 人工光合成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

大学院物理化学（東京化学同人） 

さらに必要に応じて資料等を配布する。 

 

【評価方法】 

レポート 

 

【コメント】 

 

 

 



質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

82 

機能分子科学 

2単位 

後期 

飯尾英夫・ 

品田哲郎 
英語表記 年次 

Functional Molecular Science 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

機能物質の合成から生体反応まで、有機分子が関わる反応にはさまざまなものがある。それらの共

通理解のための論理の一つが有機反応機構である。反応機構は、反応基質と反応剤の分子構造をも

とに、反応の引き金となる電子、立体、および軌道間相互作などの要素を抽出し、そこに反応場形成な

どの概念を導入することによって、どのような過程で反応が進行するのかを論理的に紐解く作業であ

る。機能分子科学の基盤となる反応機構の成り立ちをより深く学ぶことにより、有機分子の機能と反応

性を理解するための論理的思考をより豊かなものにする。 

 

 

【授業の概要】 

基本的な有機反応の反応機構を詳しく解説するとともに、有機化学反応に対する理解を深めること

に重点を置く。 

 

 

【授業計画】 

 

第 1 回 授業の進め方についての概要説明 

第２～４回 加水分解、エステル化、有機金属試薬とカルボニル化合物との反応機構 

第５～６回 アセタール合成、基本的酸化反応機構 

第７～１１回 イミン、イミニウムイオンを経由する反応機構 

第１２～14 回 ハロゲン化反応、スズキカップリング、根岸カップリング反応機構など 

第 15 回 試験。 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

演習で学ぶ有機反応機構＇有機合成化学協会／編、化学同人、２００５年（、大学院講義 有機化学

＇野依 良治、柴崎 正勝、鈴木 啓介、玉尾 晧平、中筋 一弘、奈良坂 紘／編、東京化学同人、１

９９８年（ 

【評価方法】 

日ごろの取り組みと試験にて総合的に評価する。 

【コメント】 

授業にあたっては予習を前提とする。 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

83 

創成有機分子科学特論Ⅰ 

1単位 

前期 

小嵜 正敏 英語表記 年次 

Creative Advanced Organic Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

最先端の合成技術を駆使する事によって、特異な構造、性質を持った有機分子を作り出すことがで

きる。そのため、有機分子を次世代機能性材料として応用する研究が盛んに行われている。有機分子

を機能性材料として応用する研究は、分子集合体として利用するものと単一分子自体を利用する研究

に大別できる。本講義では、後者の観点から行われている研究に焦点を当てる。特に、有機分子を分

子デバイスや分子マシンとして応用している研究を中心に講義する。本講義では、様〄な分子デバイ

ス、分子マシンの分子設計、構造、機能発現機構を理解することを目標とする。これらの理解を通じて

優れた特性、物性を持つ機能性有機分子の設計、開発を行うために必要な、高度な専門知識を習得

することを目的とする。 

【授業の概要】 

有機分子はナノスケールの分子デバイスや分子マシンの構築材料として注目されている。現在、多

種多様な分子デバイス、分子マシンの研究が行われており、本講義の時間内でそのすべてを取り扱う

ことはできない。そのため、いくつかの代表的な研究を取り上げて講義する。分子デバイス、分子マシ

ンの構造、特性を詳細に説明するとともに、機能を発現させるためにどのような分子設計が行われてい

るかを解説する。また、分子デバイス、分子マシンを合成するために必要な有機合成反応に関しても講

義する。さらに、合成された分子の機能を評価するために使用される、分析手段、分光学的測定などに

関しても解説する。 

【授業計画】 

第 1 回 概論 ＇分子デバイス、分子マシンとは） 

第２回 分子デバイスⅠ（分子ワイヤー、分子トランジスターおよびその関連系） 

第３回 分子デバイスⅡ（光捕集アンテナ） 

第４回 分子デバイスⅢ（分子スイッチ） 

第 5 回 分子マシンⅠ ＇直線運動型分子マシン（ 

第 6 回 分子マシンII ＇回転運動型分子マシン（ 

第 7 回 分子マシンⅢ ＇開閉運動型分子マシン（ 

 

【テキスト又は参考書】 

プリントを配布して講義する。参考書として以下のものを推薦する。 

「Molecular Devices and Machines: Concepts and Perspectives for the Nanoworld」 Vincenzo Balzani, 

Alberto Credi, Margherita Venturi, Wiley-VCH． 「分子ナノテクノロジー」、松重和美、田中一義

＇編（、化学同人． 「レーン 超分子化学」J.-M. Lehn＇著（、竹内敬人＇訳（、東京化学同人． 

 

【評価方法】 

講義終了後提出するレポート等から総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

84 

創成有機分子科学特論 II 

1単位 

前期 

鈴木 修一 英語表記 年次 

Creative Advanced Organic Chemisrty II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 開殻構造を有する分子性化合物（開殻分子）は、近年の学際的な研究により、それら特異な

電子構造に由来する様々な物性が発現することが明らかにされてきている。本講義ではそれら

開殻分子に関しての合成法ならびに構造物性相関等の基礎を理解するために、特に代表的な中

性開殻分子を例に紹介・解説する。本講義での知見を蓄積することにより、開殻分子の設計・

開発に必要な、不安定分子の合成法、ハンドリング法、分析手段、物性測定の手段等の習得を

目的とする。 

 

【授業の概要】 

 開殻分子の合成法や構造と反応性・安定性および物性を、主に代表的な中性開殻分子をまと

めながら紹介・解説する。講義の内容の理解を深化させるために、演習やレポート課題を随時

行う。 

 

 

【授業計画】 

 

第１回 トリフェニルメチルラジカルおよびその誘導体 

第２回 ニトロキシドラジカル、フェルダジルラジカルおよびその誘導体 

第３回 フェナレニルラジカルおよびその誘導体 

第４回 その他の代表的な中性開殻分子 

第５回 代表的なイオン性開殻分子 

第６回 典型元素を有する開殻分子 

第７回 開殻分子の最近のトピックス 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

適宜プリントを配布する 

参考書：R. G. Hicks 編「Stable Radicals Fundamentals and Applied Aspects of Odd-Electron 

Compounds」（Wiley-Blackwell, Ltd.） 

 

【評価方法】 

演習やレポート等から総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

85 

創成有機分子科学特論 III 

1単位 

後期 

岡田 惠次 英語表記 年次 

Creative Advanced Organic Chemistry III 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

美しい色や植物のいとなむ光合成をはじめ、我〄の周りの色〄な自然現象が光と分子の相互作用

と深い関係をもっている。また、人工色素の光吸収、発光、可逆的分子変換反応は、先端機能性材料

＇印刷、メモリー、非線形材料（と関係し、様〄な分野で応用可能である。ここではそれらを理解するた

めの基本的な光化学変換反応を官能基別に講義すると共に、光化学初期プロセスである光吸収、発

光、無輻射遷移、項間交差、エネルギー移動、電子移動等の基本的な考え方について、具体例を示

しながら講義する。光化学初期プロセスにおける諸過程とそれらの基本的考え方を習得することが目

標である。 

【授業の概要】 

光と分子の相互作用について、光吸収と発光、無輻射遷移、項間交差、官能基別化学変換反応を

解説する。その後、エネルギー移動及び電子移動の理論について具体例を取り上げながら解説する。

また、フォトクロミズム、非線形材料、光誘起スピンクロスオーバー、光電荷分離と光触媒、光合成など

の最近の話題についても取り上げる。 

【授業計画】 

第 1 回 光と分子の相互作用 

第２ 回 基本的光化学反応（官能基別光化学反応１） 

第３ 回 基本的光化学反応（官能基別光化学反応２） 

第４ 回 光化学反応の解析法 

第 5 回 光化学初期過程と理論（エネルギー移動） 

第 6 回 光化学初期過程と理論（電子移動） 

第 7 回 最近のトピックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

プリントを配布して講義する。 

【評価方法】 

講義終了後提出するレポート等から総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

86 

創成無機分子科学特論Ⅰ 

１単位 

後期 

土江 秀和 英語表記 年次 

Creative Advanced Inorganic Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

溶媒の性質を記述する様〄なパラメーターについて学び、溶媒と溶質との相互作用の仕方を理解す

る。さらに、溶液内で起こる酸塩基反応や酸化還元反応に及ぼす溶媒の影響について学習し、化学

反応における溶媒の選び方についても学ぶ。 

 

【授業の概要】 

溶媒の性質や分類、溶媒と溶質の相互作用について詳述し、様〄な酸塩基反応および酸化還元反応

への溶媒の影響の仕方について説明する。また、非水溶液の電気化学的測定法についても講義す

る。 

 

【授業計画】 

 

第 １回 溶媒の性質と分類 

第 ２回 イオンの溶媒和と溶媒間移行活量係数 

第 ３回 金属イオンの錯形成反応と溶媒 

第 ４回 酸塩基反応に対する溶媒効果 

第 ５回 水溶液中の酸化還元反応の基礎 

第 ６回 酸化還元反応に対する溶媒の効果 

第 ７回 非水溶液中の酸化剤と還元剤 

 

 

 
【テキスト又は参考書】 

資料プリントを配布する。 

参考書：伊豆津公佑著「非水溶液の電気化学」＇倍風館（ 

【評価方法】 

試験およびレポート＇70 点（、出席＇30 点（の合計100 点で評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

87 

創成無機分子科学特論 II 

1単位 

後期 

西岡 孝訓 英語表記 年次 

Creative Advanced Inorganic Chemistry II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

金属錯体、クラスター化合物の構造や化学的性質と反応、特に触媒反応との関係を理解することで，

無機物質の合目的物質設計の基礎となる知識を身につけることを目標とする。 

 

 

【授業の概要】 

無機物質の構造と性質について概観し、その合成設計のために、分子レベルで取り扱うことのできる金

属錯体やクラスター化合物の構造、性質およびその反応性について解説する 

 

【授業計画】 

 

第１回 無機物質の理解の基礎となる化学結合論。 

第２回 無機物質の対称性、分子および結晶構造などに関する構造論。 

第３，４回 無機物質の構造解析法。 

第５回 金属酸化物、固体金属のモデルとしての金属錯体およびクラスター化合物の構造と性

質。 

第６，７回 金属錯体およびクラスター化合物を用いた均一系触媒反応。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書： 岩本振武 ほか編「大学院錯体化学」＇講談社サイエンティフィク（、 

シュライバー・アトキンス無機化学 第 4版＇東京化学同人（  

R. H. CrabtreeThe Organometallic Chemistry of the Transition Metals (John Wiley & Sons, Inc.)) 

【評価方法】 

出席、レポート等で総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子無機化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

88 

創成無機分子科学特論Ⅲ 

１単位 

後期 

板崎 真澄 英語表記 年次 

Creative Advanced Inorganic Chemistry 

Ⅲ 
1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

遷移金属錯体の高次機能化や触媒反応における高選択性および高活性を実現するための分子設

計、合成法および評価法を習得することを学ぶ。 

 

【授業の概要】 

無理無駄なく機能する金属錯体を開発するためには、錯体の基本的な諸性質はもちろん、分子軌道

法なども取り入れた計算化学も理解することが重要である。いくつかの機能性錯体を取り上げ、それら

の性質を解説しながら、新規金属錯体の設計、合成に役立つ知見を提供する。 

 

【授業計画】 

第 １回～第 ２回   機能性遷移金属錯体の構造と合成法 

第 ３回～第 ４回   水素化およびヒドロメタル化反応における遷移金属錯体触媒と反応機構 

第 ５回～第 ７回   様〄な有機合成反応における遷移金属錯体触媒と反応機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【テキスト又は参考書】 

プリントまたはスライドで講義する 

 

【評価方法】 

レポートや演習を行い、出席状況と合わせて評価する。 

 

【コメント】 

有機金属化学の基礎的な知識を理解しておくことが望ましい。 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

89 

創成分子物理化学特論Ⅰ 

1単位 

後期 

松下叔夫 

八ッ橋知幸 
英語表記 年次 

Creative Advanced Physical Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

分子や物質の性質を第一原理から求める理論計算は化学のあらゆる分野に広く用いられてい

る．本講では，理論計算の最も中心的な役割を担う，分子軌道法計算の概要を理解することを

目標とする． 

現在、レーザーは社会の様々な分野で普遍的に用いられている。一方，極限まで高度化したレ

ーザーにより，極めて高精度な計測，電子の動きさえも捉える超高速分光，そして光による化

学反応の制御さえも可能になりつつありる．極限レーザーで明らかになってきた新たな科学現

象を理解することを目標とする． 

【授業の概要】 

分子軌道法計算で用いられる様々な方法とこれらの信頼性等を解説する． 

高強度レーザーで起こる様々な現象や，超高速現象の観測法について解説する。 

【授業計画】 

 

第１回 HF近似と基底関数展開法 

第２回 電子相関の取り扱い 

第３回 様〄な計算方法の信頼性 

第４回 高強度レーザー化学 

第５回 高強度レーザー化学 

第６回 フェムト秒化学 

第７回 アト秒科学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

プリントを配布する 

 

【評価方法】 

出席状況，レポート等総合的に評価する 

 

【コメント】 

第４～７回の講義に関する情報はホームページにて公開する＇www.laserchem.jp（ 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

90 

創成分子物理化学特論Ⅱ 

１単位 

後期 

塩見 大輔 英語表記 年次 

Creative Advanced Physical Chemistry II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

電磁波を利用した各種共鳴分光法や回折法を，分子構造・機能あるいは固体の構造や伝導物性，磁

気物性の解明へ適用するための方法論を修得する．基盤理論から最新の研究成果までを理解する． 

 

 

【授業の概要】 

電磁波を利用した各種共鳴分光法や回折法は，物質の微視的構造や機能を理解するうえで重要な情

報を与える研究手段である．本科目では，各種分光法・回折法の基礎となる，物質と電磁波との相互

作用の量子論的取り扱いを統一的かつ原理的な立場から詳述する．基礎としての量子力学・統計力

学を概観した後，基盤理論から最新の研究成果までを解説する． 

 

【授業計画】 

 

第 1 回 講義内容の概要を説明する．アンケート（前提となる知識・理解度のばらつきの

チェック）を行なう。 

第２回 共鳴分光法や回折法のための量子力学＇近似法と時間発展，アンサンブルの取り扱

い，散乱理論等（を解説する。 

第３回 磁気共鳴分光法＇NMRとESR（について，基盤理論と最新の時間領域測定法を解説す

る。 

第４，５回 中性子回折や X 線磁気散乱から，固体の構造・磁気構造およびその揺らぎを明らかに

する方法論について，研究の実例を含めて解説する． 

第６，７回 磁性体を媒質とする応用例＇磁気光学効果や巨大磁気抵抗など（について解説する． 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

随時資料＇最新の研究成果の実例を含む（を配布する． 

 

【評価方法】 

期末のレポート＇100点（で評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

91 

創成分子物理化学特論Ⅲ 

1単位 

前期 

吉野 治一 英語表記 年次 

Creative Advanced Physical Chemistry III 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

電気伝導体の輸送現象の基礎的な知識を得る． 

現象だけでなく測定法についても学習する． 

電子の古典力学的な運動や，バンド構造と，電気抵抗，熱電能，磁気抵抗などの輸送係数がどのよう

に関連しているかを理解する． 

【授業の概要】 

典型金属や半導体などの従来型電気伝導体に加えて，有機伝導体，酸化物高温超伝導体，重い電

子系などに代表されるエキゾチック伝導体の物性測定の基本である輸送現象について論ずる．バンド

理論や結晶の対称性などの基礎的事項の確認の後，これらに基づいて電気抵抗・磁気電流効果(磁

気抵抗効果)・熱電気現象(Seebeck 効果，Peltier 効果，Thomson 効果) などについて測定法および

解析法の実例なども交えて概説する． 

【授業計画】 

 

第 １回 バンド理論および輸送係数 バンドと物質の電気的性質 

第 ２回 バンド理論および輸送係数 Fermi 面，輸送係数の定義 

第 ３回 電気抵抗  測定法，Drude の式 

第 ４回 電気抵抗  金属の電気抵抗の温度依存性，半導体の電気抵抗 

第 ５回 熱電効果  熱電能の測定法，Kelvin(Thomson)の関係式，Seebeck 効果の起源 

第 ６回 熱電効果  Boltzmann 方程式，半導体，一次元金属，数値計算 

第 ７回 磁気抵抗効果 現象と測定法，金属の磁気抵抗効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

テキスト http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/~yoshino/にて配布． 

参考 J.M. Ziman，「固体物性論の基礎」(第 2 版)，丸善 

 鹿児島誠一，「低次元伝導体」，裳華房． 

【評価方法】 

小テストおよびレポート． 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

92 

創成先端分子科学特論 

1単位 

前期 

豊田 和男 英語表記 年次 

Creative Advanced Molecular Science 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

分子の諸性質を良く理解し利用することは分子科学の基礎である。本講では多様な性質を持つ化学

物質の探究に対する理論的アプローチとしての量子化学計算について述べる。 

 

 

【授業の概要】 

分子の電子構造とその理論計算の原理および実践的応用について、最近の動向を踏まえて講義す

る。 

 

【授業計画】 

 

第 1 回 電子構造理論とは何か。何ができるか。そのためには何が必要か。 

第２～４回 波動関数理論と密度汎関数理論。微分法によるプロパティ計算。 

第５～７回 計算の実際。分光学への応用など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書： A.ザボ、N.S.オストランド「新しい量子化学―電子構造の理論入門＇上・下（」＇東京大学出版

会（ 平尾 公彦 監修、武次 徹也 編「すぐできる 量子化学計算ビギナーズマニュアル」 (講談社)  

【評価方法】 

試験等から総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 量子物質科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

93 

創成分子科学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Creative Molecular Science 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 創成分子科学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門知識や最先端の研究方法の修得

を図るため、問題演習や実験演習ならびに学術論文の講読を行う。 

 

【授業の概要】 

 創成分子科学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマに

ついての進行状況を報告し、討論を行う。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

94 

機能有機分子科学特論 I 

1単位 

後期 

大船 泰史 英語表記 年次 

Functional Advanced Organic Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

機能有機分子科学は有機分子の変換・合成を基礎として、新しい方法論の開発のみならず、生体から

物性全般にかかわる機能物質の創製を目指す学問分野である。本講義では有機分子変換の新方法

論とともに、有機分子がかかわる生命科学や物性科学の諸問題を講義する。 

 

 

【授業の概要】 

光学活性有機分子の構築における、最近の不斉合成法に関すると基礎と応用について講義する。 

1．立体化学と不斉合成の基礎 2．カルボニル基や炭素・炭素多重結合が関与する不斉官能基変換 

3．生体類似機構による不斉合成反応 4．不斉合成に関する最近の進歩 

 

【授業計画】 

 

第 １回 Glossary of stereochemical terms and principles of asymmetric synthesis  
第 ２回 Enolate and organolithium alkylations (1) 
第 ３回 Enolate and organolithium alkylations (2) 
第 ４回 1,2- and 1,4-additions to carbonyls  
第 ５回 Asymmetric reduction and hydroborations  
第 ６回 Biomimetic asymmetric transformations 
第 ７回 Recent topics regarding asymmetric transformations  

 

 

【テキスト又は参考書】 

必要に応じて資料を配付する。 

【評価方法】 

出席及びレポートで評価する 

【コメント】 

不斉合成に関する最新の論文をフォローしておくことが望ましい。 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

95 

機能有機分子科学特論Ⅱ 

１単位 

後期 

坂口 和彦 英語表記 年次 

Functional Advanced Organic Chemistry II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

目的とする機能を持つ有機物質を設計・創製するためには、様〄な分子変換法を駆使し分子をつくりあげる

ことが必要となる。本特論では、最新の例をもとに精密有機合成を解説する。また、物質が持つ機能を分子

レベルで理解するために、いくつかの機能性物質を取り上げ、それらの化学的基礎と機能発現についても

解説する。 

 

【授業の概要】 

分子軌道から見た有機分子の構造、性質、反応性について解説する。また、それらを利用した精密有機合

成および機能性物質の最近の例を紹介し解説する。講義内容の理解を深めるため演習も随時行う。 

 

 

【授業計画】 

第 １回 立体配座と分子軌道 

第 ２回 反応の選択性と分子軌道＇１（ 

第 ３回 反応の選択性と分子軌道＇２（ 

第 ４回 環化付加反応＇１（ 

第 ５回 環化付加反応＇２（ 

第 ６回 電子環状反応、シグマトロピー転位 

第 ７回 トピックスおよび試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

プリントを配布する。 

 

【評価方法】 

試験、レポート 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

96 

機能有機分子科学特論Ⅲ 

１単位 

後期 

臼杵 克之助 英語表記 年次 

Functional Advanced Organic Chemistry III 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

植物や動物、微生物などが生産して天然に存在する有機化合物のことを天然有機化合物という。これらの

物質は、生命現象に関わる化学反応の鍵物質となるだけでなく、生物の個体間での情報伝達＇ケミカルコミ

ュニケーション（をも担っている。核磁気共鳴(NMR)スペクトルは、有機化合物中の1H 核や 13C 核の情報を

豊富に含んでいるので、複雑な構造を有する天然有機化合物の構造解析に広く用いられている。なかで

も、2 次元NMRは、パルスシーケンスを工夫してスペクトルを2 次元展開することで、スピン結合などの分子

構造に関わる情報をより直接的に多く引き出すことができる。本特論では、最近の研究例を中心に、2 次元

NMR スペクトルを用いた有機構造解析法を解説する。また、ケミカルコミュニケーションの例をいくつか概観

しながら、生物の生態と化学物質の密接な関連を理解する。 

 

【授業の概要】 

生命現象を有機化学的に理解することを目的として、最近のトピックスを紹介しながら、天然有機化合物の

構造解析、標的生体分子との反応、および生物の個体間での化学物質による情報伝達を解説する。講義

内容の理解を深めるため、構造解析に関する演習をあわせて行う。 

 

 

【授業計画】 

第 １回 有機構造解析(1) 2 次元 NMRスペクトル 

第 ２回 有機構造解析(2) nOe 

第 ３回 有機構造解析(3) スペクトル解析による構造決定、総合演習 

第 ４回 化学生態学(1) 動物のフェロモン＇性フェロモンなど（ 

第 ５回 化学生態学(2) ファイトアレキシン＇植物の対病原菌抵抗性物質（ 

第 ６回 化学生態学(3) 抗生物質 

第 ７回 文献調査 

 

【テキスト又は参考書】 

プリントを配布する。 

参考書： 横山泰・石原晋次・廣田洋 著 「演習で学ぶ有機化合物のスペクトル解析」 ＇東京化学同人（ 

      深海浩 著 「生物たちの不思議な物語—化学生態学外論」 ＇化学同人（ 

【評価方法】 

演習、レポート＇文献調査（ 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

97 

機能無機分子科学特論 I 

1単位 

前期 

築部 浩 英語表記 年次 

Fnctional Advanced Inorganic Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

生命活動を支え、かつ次世代材料設計に不可欠な「分子認識」に基づく超分子金属錯体の構造と機

能について講義する。「天然金属錯体の化学」と「合成金属錯体の化学」を統合し、超分子化と機能発

現の統一的な原理をテーマとする。 

【授業の概要】 

天然系および人工系における超分子錯体化学の基礎から応用までを講義する。分子認識を基盤とす

る超分子組織化と高次機能発現へのアプローチを示す。 

 

【授業計画】 

第１回 天然系で機能する金属錯体 

第２回 人工系で機能する金属錯体 

第３回 金属錯体化学と超分子化学 

第４回 分子集積化学と超分子化学 

第５回 分子認識化学と超分子化学 

第６回 機能化学と超分子化学のトピックス 

第７回 超分子錯体化学に関する課題演習 

 
【テキスト又は参考書】 

早下・築部 編著「分子認識と超分子」＇三共出版（ 

藤田・塩谷 編 「超分子金属錯体」（三共出版） 

 

【評価方法】 

講義の受講に加えて、実践的な文献調査や課題演習を必要とする。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

98 

機能無機分子科学特論 II 

1単位 

前期 

篠田 哲史 英語表記 年次 

Fnctional Advanced Inorganic Chemistry II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

金属イオンに特有の電子配置や配位結合に関して、分子認識化学や超分子化学における活用法を

講義する。特に、現代の産業においても重要な「レアアース＇希土類（」の性質や応用法についての理

解を目標とする。 

 

【授業の概要】 

分子認識化学や超分子化学において著しい発展を遂げつつある希土類錯体化学に焦点をあて、その

物理的および化学的特性を理解した上で、その機能化や応用方法について解説する。 

 

【授業計画】 

第１回 希土類錯体の化学 

第２回 分子認識化学と希土類錯体 

第３回 希土類イオンの物理的性質 

第４回 希土類錯体の利用 

第５回 超分子化学と希土類錯体 

第６回 希土類錯体化学のトピックス 

第７回 希土類錯体化学に関する課題演習 

 

 
【テキスト又は参考書】 

Simon Cotton 「希土類とアクチノイドの化学」＇丸善＆Wiley（ 

 

【評価方法】 

講義の受講に加えて、課題演習を必要とする。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

99 

機能無機分子科学特論 III 

１単位 

後期 

三宅 弘之 英語表記 年次 

Functional Advanced Inorganic Chemistry III 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

生体内での金属イオンや配位環境中でみられる弱い相互作用を概観するとともに、金属錯体の配位

立体化学やレドックスなど錯体化学の特性に基づいた超分子型金属錯体分子について学ぶ。 

 

 

【授業の概要】 

生体内における金属イオンは、タンパク質中のアミノ酸側鎖官能基をはじめ、水分子や様〄なアニオン

基質の配位、さらには配位子間などに働く弱い相互作用により、幾何構造が決定され、目的に応じた

特徴ある酸化還元電位や磁気的性質を引き出している。本講では、＇１（生体内における金属イオンの

役割を『錯体化学』の概念を基礎として概観し、そこから得られた知見を巧みに利用した人工的な＇２（

超分子金属錯体の構築と性質にスポットを当てる。 

 

【授業計画】 

 

第１回 生体内における弱い相互作用 

 

第２回～第３回 配位立体化学 

 

第４回～第５回 超分子型金属錯体 

 

第６回～第７回 金属錯体を用いた動的分子 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

参考書；「生物無機化学」増田秀樹・福住俊一 編者（三共出版） 

「分子認識と超分子」、早下隆士・築部 浩 編著（三共出版） 

【評価方法】 

出席状況やレポートなど総合的に判断する。 

 

【コメント】 

最新のトピックスを交えるため内容や順番の変更の可能性がある。 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

100 

機能分子物理化学特論 I 

１単位 

前期 

宮原 郁子 英語表記 年次 

Functional Advanced Physical Chemistry I 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

単結晶Ｘ線構造解析は対象とする結晶の電子密度を決定するため、対象とする分子の分子量を選ば

ず、直接分子構造を明らかとする強力な手法である。本講義では、X 線結晶解析の基礎と実際につい

て解説する。 

 

【授業の概要】 

まず、分子の対称から結晶の対称、周期性と結晶によるX 線回折の復習をおこなう．X 線の発生やそ

の性質、また結晶化方法についても紹介する．実際の測定のための、回折装置、強度測定法につい

て解説する．構造解析の実例をあげながら、回折データの取扱い、単位格子および空間群の決定、原

子配列の決定、原子座標の精密化について述べる． 

 

【授業計画】 

 

第 1、２回 対称性と分子構造 

第 3 回 X 線回折法の基礎 

第 4 回 結晶化、X線回折実験法 

第 5 回 回折強度データの収集の実際 

第 6-7 回 構造解析の基礎と実際 

 

 

 

 

 
【テキスト又は参考書】 

特には設定しない． 

 

【評価方法】 

講義への出席状況と，講義中に適宜行う質疑応答の内容を考慮する． 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

101 

機能分子物理化学特論 II 

１単位 

前期 

神谷 信夫 英語表記 年次 

Functional Advanced Physical Chemistry II 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

新材料の開発から生命現象の解明に至るまで，２１世紀の機能分子科学における，放射光とそれを利

用したX線結晶構造解析の果たす役割は大きい．本講では，放射光の概要から初めて，結晶によるX

線回折の原理を復習した後，放射光構造生物学のトピックスについて学ぶ． 

 

【授業の概要】 

最初に放射光発生の原理，放射光利用技術，X 線結晶構造解析の原理を概説する．放射光構造生

物学のトピックスとしては，光合成における酸素発生光化学系II複合体について論述し，最後に，放射

光構造生物学の今後の展望について述べる． 

【授業計画】 

 

第 1−２回 放射光科学の概要 

第 3-4 回 結晶によるX線回折の原理 

第 5-7 回 放射光構造生物学のトピックス：光合成における酸素発生光化学系II 複合体 

第 7 回 放射光構造生物学の展望 

 

 

 

 

 
【テキスト又は参考書】 

特には設定しない．各項目に合わせて編集したパワーポイントファイルを用いて講義を進める． 

 

【評価方法】 

講義への出席状況と，講義中に適宜行う質疑応答の内容を考慮する． 

 

【コメント】 

放射光は，化学に限らず，物理学や生物学，地球科学まで，広い範囲の自然科学に必須のツールで

ある．狭い専門分野にとらわれず，広い範囲の科学の動向に興味を持ってほしい． 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

102 

機能分子物理化学特論 III  

1単位 

後期 

寺岡 淳二 英語表記 年次 

Functional Advanced Physical Chemistry III 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

高度に機能化した生体分子であるたんぱく質を取り上げ，その高次構造と機能の関係を教授する．特に，

構造が時間的に変化する動的な側面を強調し新しい物質観を抱けるようにする．また，実験面では，時間分

解能の高い振動分光法がダイナミクスの研究手段としていかに優れているかを紹介し，生命活動を生き生き

と把握する． 

 

【授業の概要】 

高度に調節・制御されたたんぱく質の生理機能は，立体的な分子構造のみならず時間的な構造の揺らぎに

大きく依存していることを実験的な立場から見ていく．まず，ヘムたんぱく質を取り上げ，それらが有する高

次構造と機能との関連について考える．そして構造研究に有用ないくつかの物理化学的手法の基礎を紹介

する．次いでたんぱく質の動的な側面を測定するにはどのようなアイデアと工夫が必要かを学び幾つかの具

体例を知る． 

 

【授業計画】 

第 １回 たんぱく質の高次構造とゆらぎ＇ホール・バーニング効果（ 

第 ２回 ヘムたんぱく質の構造と機能 

第 ３回 ヘムたんぱく質の構造研究に使われる物理化学的手法 

第 ４回 共鳴ラマン分光法によるヘムたんぱく質の分子構造 

＇１（ 電子基底状態と励起状態 

第 ５回 ＇２（ 反応中間体 

第 ６回 共鳴ラマン分光法によるヘムたんぱく質の動的分子構造 

＇１（ 飽和ラマンとエネルギー移動 

第 ７回 ＇２（ 時間分解分光 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

適宜プリントを配布する。 

 

【評価方法】 

出席点 

 

 

 

【コメント】 

 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

103 

機能先端分子科学特論 

1単位 

後期 

舘 祥光 英語表記 年次 

Functional Advanced Molecular Science 1・２年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

本講義では、生体内で機能している酵素、タンパク質などについて有機化学を主に総合的に解説する。生

体内の触媒である酵素活性や基質特異性など酵素の触媒作用の発現機構の詳細について講義する。 

 

【授業の概要】 

本講義では、炭水化物、アミノ酸、ペプチド、タンパク質、脂質、核酸、ビタミン等の生体に関わりの深

い有機化学として、生体反応の基礎、酵素触媒作用、分子認識、補酵素の反応、生体金属触媒作

用、生体関連の研究手法などについて講義して理解を深める。 

 

 

【授業計画】 

 

第 １回 生体分子の有機化学 

第 ２回 生体内の反応と基礎 

第 ３回 酵素触媒反応 

第 ４回 分子認識、補酵素の化学 

第 ５回 人工酵素、生体金属触媒反応 

第 ６回 生体関連化学の研究手法 

第 ７回 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

Ｈａｒｍａｎ Ｄｕｇａｓ著「Bioorganic Chemistry」＇Springer（, ブルース有機化学、Lawrence Que, Jr 著「Ｐ

ｈｙｓｉｃａｌ Ｍｅｔｈｏｄｓ in Bioinorganic Chemstry」、「生体機能関連化学実験法」(化学同人) 

 

【評価方法】 

試験、レポート、課題から総合的に評価する。 

 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 量子物質科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

104 

機能分子科学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Functional Molecular Science 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 機能分子科学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門知識や最先端の研究方法の修得

を図るため、問題演習や実験演習ならびに学術論文の講読を行う。 

 

【授業の概要】 

 機能分子科学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマに

ついての進行状況を報告し、討論を行う。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子有機化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

105 

創成有機化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Creative Organic 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

有機化学の最先端分野として目覚ましい発展を遂げている固体有機化学、生物有機化学、合成有機

化学、有機金属化学、反応有機化学、高分子有機化学等からテーマを選び、合成と反応・性質につい

て集中講義を行い、有機化学の理解を深める。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子無機化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

106 

創成無機化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Creative Inorganic 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

固体無機化学や表面界の反応基礎過程の解析化学、表面界の特異性を活用した物質設計や分離化

学、最新の有機金属化学、新規な量子機能の発現が予想される開殻系巨大金属分子クラスターの合

成、構造および物性評価等の話題の中からテーマを選ぶ。特に本講義では、有機金属化合物の特異

な結合、構造、反応性等の基礎的概念から機能材料としての利用や錯体触媒としての物質合成への

応用などについて、集中講義として講義する。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子相関科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

107 

創成物理化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Creative Physical 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

分子励起状態のダイナミクスの量子力学的シミュレーションや反応経路積分解析と反応動力学等新し

い化学物理の発展は、勃興しつつある分子科学・化学物理である。この分野の基礎から高度な応用ま

でを、量子化学的に興味のあるテーマを話題にして、集中講義として講義する。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 機能物質科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

108 

機能有機化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Functional Organic 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

生命現象を司る生体機能物質や光応答・電子伝達機能を持つ物質などの、構造解析や合成のための

方法論を講義する。目的とする機能物質を自在に作り上げるには、典型元素や遷移金属元素が持つ

特性を引き出し、あるいは活用する方法が基盤となる。精密有機合成や分子の集合化など機能物質を

創製するための概念を論じる。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

109 

機能無機化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Functional Inorgamic 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

無機化学は、特異な機能性物質として先端的な研究領域で急速に発展している。本講義ではそのよう

な生命科学や材料科学など無機化合物の新しい領域での最近のトピックスを、他大学の専門家により

集中講義として開講する。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 量子物質科学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

110 

機能物理化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Functional Physical 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

種〄の分光学的手段や電子状態理論等に基づく分子性物質の理解は、分子を構成単位とする機能

性物質の分子設計や物性の理解にとって不可欠である。本講義では、最新の分光法を用いた分子・

分子性物質の電子状態研究や磁性等の物性研究への適用や、特異な電子状態をもつ物質群につい

て解説を行う。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子有機化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

111 

探索分子化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Exploring Molecular 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

分子・物質の数は膨大であり、それらを扱う分子化学は多岐にわたる分野と接触し、他の学問分野は

勿論、科学技術や産業、ひいては我〄の生活と深い関わりをもっている。本講義は数多く存在する分

子・物質の中から重要と思われるものを選び、その調製法、特異的性質、多様性・応用性等を含む幅

広い観点から集中講義を行い、分子・物質への理解を深めると共に未来を開く分子・物質についての

創造的思考を磨く。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



物質分子系専攻 分子無機化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

112 

分子制御化学特別講義１・２ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Integrated Molecular 

Chemistry 1･2 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

分子制御化学に関する最近のトピックスを、他大学の専門家により集中講義として開講する。 

 

【授業の概要】 

講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 

 

【授業計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テキスト又は参考書】 

 

 

【評価方法】 

出席、レポートなど。 

 

【コメント】 

 

 

 



質分子系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

113 

科学の倫理と安全 

1単位 

集中 

木下  勇 

品田  哲郎 
英語表記 年次 

Ethics and Safety of Science 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
科学者が持つべき倫理とは何か。また社会に対する責任は何かを問う中で科学研究を行う上での行動
規範を明らかにする。更に自らが行う研究実験の安全と、研究環境をさまざまな観点から学習する 
 
【授業の概要】 
科学的倫理観を学習。法としての安全＇安全衛生基準法（ 安全に於ける責任とは何かを学習し、いわ
ゆるヒューマンエラーをなくす。単なる局所的な安全環境から、地球環境までを見据えた講義を展開す
る。 
 

【授業計画】 
第１，２回科学倫理とは何か 
第３回 研究遂行上の倫理とは何か。 
第４，５回 安全衛生法 
第６，７回 事故から学ぶ安全 
第８回 事故を起こさないためには 
 

【テキスト又は参考書】 
参考文献 科学を志す人〄へ。＇化学同人（科学倫理検討委員会 
環境・安全・衛生＇大学のアピール（＇三共出版（伊永隆史 
 

【評価方法】 
出席・レポート 
 

【コメント】 
 
 



物質分子系専攻 分子無機化学分野 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

114 

科学哲学 

1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Philosophy of Science 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
科学史と科学論を概観しながら、現代社会における科学者としての役割と責任について考える。 
 
【授業の概要】 
古代から現代までの科学技術と社会の関係を歴史的に通覧する。とくに、科学的知識と科学者
が社会においてどのように捉えられてきたか、という点に注意したい。授業では、事例を紹介
しながら、時代的な空気をイメージしつつ議論したい。 

【授業計画】 
１：近代以前の科学技術 音楽と建築 vs.労働 
（ギリシャ科学、キリスト教の宇宙観、教会音楽、エジプト・ローマの工学、ルネサンスの科
学技術、コペルニクス・ガリレオ・ダヴィンチ） 
２：近代の科学技術 宇宙における存在と力 自然・神の意志 vs.悪をめぐる神学論争 
（錬金術、デカルトの人生と人間観、パスカルの人生と方法論、ライプニッツの人生と自然観、
ニュートン力学） 
３：ユートピア思想 科学技術による力・社会の刷新 vs.神・自然 
（カンパネッラ、ベーコン、スイフト、ロビンソン・クルーソー、オーエン、マルクス、1984
年、宮崎駿） 
４：科学理論哲学 科学 vs.疑似科学 
（論理実証主義、ポパー、クワイン、クーン、モデル理論） 
５：科学と技術 科学技術 vs.政治・社会的力 
（第一次大戦、第二次大戦、マルクス、ハイデガー、キューブリック「博士」、アインシュタイ
ン） 
６：科学と社会 科学事故・専門家 vs.消費者・安全 
（田中正造、水俣病、チェルノブイリ、三菱ふそう） 
７：科学技術ガバナンス 安心・安全社会形成の思想 科学者 vs.市民 
（コンセンサス会議、科学裁判と科学的証拠、サイエンスショップ、コミュニケーション） 
８：予備（ディスカッションなど） 

【テキスト又は参考書】 
『思想史の中の科学』伊東、広重、村上＇平凡社（ 
 
 【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



物質分子系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

115 

国際ゼミナール 

1 

単位 

集中 

手木芳男 他 英語表記 年次 

International Seminal 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
現代科学では研究結果の開示を初め、共同プロジェクトの推進など国際的な人的交流は不可欠となっ
ている。本講義では、国際性豊かな人材を育成するため、外国人研究者を招き、英語による講義を行
い、早い段階で国際性と英語によるコミュニケーション能力を養うことを目的とする。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 
 【授業計画】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 
 【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



物質分子系専攻 特別研究科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

116 

前期特別研究 

12単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Advanced Research Course for Master's 

Thesis of Science 
1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
修士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験についての体系的な知識・技術の修得を目的
とする。 
 
【授業の概要】 
学生それぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、実験指導等を行い、修士論文の完成に適
切な助言を与える。物質情報、測定技術、測定結果の解析法、それらに不可欠となる数値計算につい
ての指導にも重点を置く。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 生物分子機能学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

117 

代謝調節機能学特論Ⅰ 

2単位 

後期 

平澤 栄次 英語表記 年次 

Advanced Metabolic Physiology I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
高等植物を理解する上で基本となる栄養と代謝及びその調節機構を十分に理解する 
 
【授業の概要】 
生命の維持に必要な全ての生物に共通な基礎代謝と高等植物に特有な栄養と代謝の詳細を講義す
る 
 

【授業計画】 
第 １回 代謝の区画 
第 ２回 光合成Ⅰ＇光合成色素（ 
第 ３回 光合成Ⅱ＇電子伝達（ 
第 ４回 光合成Ⅲ＇ＡＴＰ合成（ 
第 ５回 光合成Ⅳ＇炭酸同化（ 
第 ６回 呼吸とエネルギー生成 
第 ７回 光合成Ⅴ＇光呼吸（ 
第 ８回 光合成Ⅵ＇蒸散（ 
第 ９回 養分と同化産物の転流 
第１０回 植物栄養Ⅰ＇窒素・リン酸・カリウム（ 
第１１回 植物栄養Ⅱ＇多量必須元素（ 
第１２回 植物栄養Ⅲ＇微量必須元素（ 
第１３回 硝酸同化 
第１４回 窒素固定 
第１５回 硫黄同化 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書：Plant Biochemistry 3rd Ed. Hans-Walter Heldt ELSEVIER ACADEMIC PRESS (2005) 参考
書：平澤栄次「植物の栄養３０ 講」朝倉書店＇2007（、Mineral Nutrition of Plants: Principle and 
Perspectives 2nd E. Epstein and A.L. Bloom  Sinauer Associates, Inc. Publishers (2005)  
 

【評価方法】 
評価方法；出席と質疑応答５０点、レポート５０点で総計する。 
 

【コメント】 
質問は講義中に限らずメール＇hirasawa@sci.osaka-cu.ac.jp（でも可とする 
 



生物地球系専攻 生物分子機能学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

118 

代謝調節機能学特論Ⅱ 

2単位 

前期 

平澤 栄次 英語表記 年次 

Advanced Metabolic Physiology Ⅱ 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
高等植物を理解する上での栄養と代謝及びその調節機構を十分に理解するとともに、植物生化学・植
物栄養学の応用面を把握する 
 
【授業の概要】 
高等植物に特有な栄養と代謝の詳細を講義すると共に、植物生化学・植物栄養学の応用面や具体的
な社会での利用を紹介する。 
 

【授業計画】 
第 １回 植物栄養Ⅰ＇有機栄養（ 
第 ２回 植物栄養Ⅱ＇師部輸送（ 
第 ３回 貯蔵蛋白 
第 ４回 脂質貯蔵 
第 ５回 植物の二次代謝Ⅰ＇アルカロイド（ 
第 ６回 植物の二次代謝Ⅱ＇イソプレノイド（ 
第 ７回 植物の二次代謝Ⅲ＇フェニルプロパノイド（ 
第 ８回 植物栄養Ⅲ＇有害元素・菌根（ 
第 ９回 植物におけるゲノム・細胞培養・シグナル伝達 
第１０回 植物栄養Ⅳ＇耐塩性・耐酸性（ 
第１１回 植物栄養Ⅴ＇無機肥料・有機肥料（ 
第１２回 植物栄養Ⅵ＇微量必須元素（ 
第１３回 植物栄養Ⅶ＇複合肥料・土壌改良資材・家庭園芸肥料（ 
第１４回 植物栄養Ⅷ＇ハウス土耕・養液栽培・鮮度保持剤（ 
第１５回 遺伝子工学 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書：Plant Biochemistry 3rd Ed. Hans-Walter Heldt ELSEVIER ACADEMIC PRESS (2005)  
参考書：平澤栄次「植物の栄養３０ 講」朝倉書店＇2007（、Mineral Nutrition of Plants: Principle and 
Perspectives 2nd E. Epstein and A.L. Bloom  Sinauer Associates, Inc. Publishers (2005)  
 

【評価方法】 
評価方法；出席と質疑応答５０点、レポート５０点で総計する。 
 

【コメント】 
質問は講義中に限らずメール＇hirasawa@sci.osaka-cu.ac.jp（でも可とする 
 



生物地球系専攻 生物分子機能学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

119 

微生物化学特論 I 

2単位 

後期 

藤田 憲一 英語表記 年次 

Advanced Microbiological Chemistry I 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 本科目では、基本的な生命活動に必須ではない二次代謝の存在について、加えて、その代謝産物
の多様な生理活性について知ることを目的とする。 
 
【授業の概要】 
微生物の細胞内で進行する様〄な代謝に関して、動植物をも含めてほぼ普遍的に備わっている一次
代謝について概論し、ある種の微生物に特異的な二次代謝について紹介する。二次代謝に関して
種〄の抗生物質など生理活性を有する二次代謝産物を中心に話題を展開し、それらの化学構造や作
用機構にとどまらず、産生する微生物におけるそれらの細胞内蓄積や細胞外分泌の生物学的意義に
まで言及する。 
 

【授業計画】 
第 １回 ガイダンス 
第 ２回 一次代謝＇１（ 
第 ３回 一次代謝＇２（ 
第 ４回 二次代謝＇１（ 
第 ５回 二次代謝＇２（ 
第 ６回 放線菌 
第 ７回 生理活性物質 
第 ８回 生理活性物質のスクリーニング 
第 ９回 生理活性物質の単離 
第１０回 抗生物質 
第１１回 抗真菌性抗生物質＇１（ 
第１２回 抗真菌性抗生物質＇２（ 
第１３回 細胞骨格を標的とする生理活性物質＇１（ 
第１４回 細胞骨格を標的とする生理活性物質＇２（ 
第１５回 総括 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書「抗生物質大要―化学と生物活性 第４版」東京大学出版会 
 

【評価方法】 
平常点で行う。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 生物分子機能学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

120 

微生物化学特論Ⅱ 

2単位 

後期 

田中 俊雄 英語表記 年次 

Advanced Microbiological Chemistry Ⅱ 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
微生物の一次および二次代謝産物および合成生理活性物質を概観し、その構造と機能の関係並び
に産業分野での応用について理解することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
抗生物質の作用機構について学ぶとともに、植物由来成分およびその誘導体が影響を及ぼす形態形
成、細胞分化、情報伝達など高次の生命現象について理解する。さらに、ポリペプチド系バイオポリマ
ーの微生物生産、構造変換、ならびに機能性についても議論する。必要に応じて、工場見学や産、
官、学間セミナーへの参加を企画する。 
 

【授業計画】 
第 １回 膜障害性抗生物質の抗菌活性 (1) 
第 ２回 膜障害性抗生物質の抗菌活性 (2) 
第 ３回 膜障害性抗生物質の抗菌活性 (3) 
第 ４回 食品由来成分の生理活性 (1)  
第 ５回 食品由来成分の生理活性 (2) 
第 ６回 食品由来成分の生理活性 (3) 
第 7 回 各種誘導体の生理活性 (1) 
第 ８回 各種誘導体の生理活性 (2) 
第 ９回 バイオポリマーの生産と構造 (1) 
第１０回 バイオポリマーの生産と構造 (2) 
第１１回 バイオポリマーの構造と機能 (1) 
第１２回 バイオポリマーの構造と機能 (2) 
第１３回 バイオポリマーの応用 
第１４回 合同セミナー・工場見学 
第１５回 まとめ 
 

【テキスト又は参考書】 
適宜プリントを配布する。 
 

【評価方法】 
平常点のみで評価する。 
 

【コメント】 
微生物化学特論Ｉを受講しておくこと。 
 



生物地球系専攻 生物分子機能学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

121 

酵素化学特論 

2単位 

前期 

伊藤 和央 英語表記 年次 

Advanced Enzyme Chemistry 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生命現象にとって必須の生体触媒分子である酵素の特徴をその構造と関連させて深く理解することを
目指す。また、あらゆる生物に様〄な形態で存在し、生体内エネルギー、構造維持、生体認識など多
様な機能を担う糖質・糖鎖の構造と機能を理解する。また、酵素による生体内反応の調節制御系の理
解を深めることを目指す。あわせて、酵素の特異的触媒素子としての有用性を理解し、これを応用でき
るようになることを目指す。 
 

【授業の概要】 
酵素の基質特異性、補助因子の酵素触媒にはたす役割、酵素反応速度論、酵素阻害剤の阻害機
構、アイソザイムの生体内での意義、酵素タンパク質の構造と触媒機構などについて、アミラーゼ群や
複合糖鎖合成・分解酵素をはじめとする糖質・糖鎖関連酵素を実例に挙げて解説し、糖鎖生物学にも
言及する。また、タンパク質分解酵素を中心とした酵素前駆体とその活性化機構など調節機構につい
ても論ずる。さらに、バイオリアクターとしての酵素の応用についても解説する。 
 

【授業計画】 
第１～ 2 回 酵素の特異性と作用様式。 
第 3 ～ 4 回 酵素の触媒反応機構。 
第 5 ～ 6 回 酵素の立体構造と特異性。 
第 7 ～ 9 回 酵素の活性発現、多型生成およびその調節。 
第 10～ 11 回 酵素を用いた分析、有用物質生産。 
第１２～１３ 回 オリゴ糖、多糖の酵素合成およびその構造と機能。 
第 14～１５ 回 複合糖鎖の生合成・分解系およびその構造と機能。 
 

【テキスト又は参考書】 
Enzyme Chemistry and Molecular Biology of Amylases and Related Enzymes(CRC Press) Introduction 
to Glycobiology(Oxford University Press) 
 

【評価方法】 
出席点と講義中の報告点を総合して評価する。 
 

【コメント】 
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生体高分子機能学特論 

2単位 

前期 

寺北 明久 英語表記 年次 

Advanced Biology of Functional Proteins 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
タンパク質、特に受容体が、シグナルをどのように受け取り、タンパク質構造をどのように変化させ、下
流の情報伝達分子に情報をどのように伝えるのかをタンパク質の構造とともに理解することを第一の目
標とする。 
 
【授業の概要】 
視覚の光情報伝達や G タンパク質共役受容体についての基礎と先端の話題を取り上げて、構造と機
能発現の連関についての詳細を紹介するとともに、どのような研究により知見が得られたのかについて
も解説する 
 

【授業計画】 
第 １ 回 タンパク質相互作用とシグナル伝達の基本概念  
第２～３回 Gタンパク質とG タンパク質共役型受容体研究の歴史と基本構造 
第 ４ 回 ロドプシン類の光反応 
第 ５ 回 ロドプシン類の多様性と波長制御 
第６～８回 ロドプシンとG タンパク質共役型受容体の構造変化とG タンパク質の活性化 
第９～10 回 嗅覚と味覚におけるG タンパク質共役型受容体系 
第 １１ 回 ロドプシンをモデルとしたG タンパク質共役型受容体の解析 
第 １２ 回 生体高分子の分子構築と機能発現メカニズム 
第１３～１４回 遺伝子改変動物を用いた生体高分子の機能と多様性解析 
第 １５ 回 生体高分子研究の現状と将来 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する。 
 

【評価方法】 
期末のレポートの得点で評価する 
 

【コメント】 
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生物分子機能学特別講義 I～II 

各1 

単位 

集中 

他大学・研究 

機関の専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Sciences of 

Biomolecules I ～ II 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生物分子機能学に関する最近のトピックスを、他大学、研究機関等の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講義内容については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど 
 

【コメント】 
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生物分子機能学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Science of Biomolecules 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生物分子機能学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題
演習や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 生物分子機能学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマ
についての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
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植物機能学特論Ⅰ 

2単位 

前期 

保尊 隆享 英語表記 年次 

Advanced Biology of Plant Functions I 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
高等植物の生活環調節並びに環境応答において重要な役割を果たしている植物ホルモンの構造と機
能について理解する。 
 
【授業の概要】 
様〄な植物ホルモンがどのような構造を持ち、どんな経路で合成・分解されるか、またどのようなしくみ
で輸送され、シグナル伝達を行うか、そしてどのような生理作用をどう示すかについて概説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 序論：植物ホルモンとは 
第 ２回 植物ホルモンの発見と研究の歴史 
第 ３回 植物ホルモンの種類と構造 
第 ４回 植物ホルモンの合成 
第 ５回 植物ホルモンの分解 
第 ６回 植物ホルモンの輸送 
第７、８回 植物ホルモンの生理作用：生活環調節 
第９，１０回 植物ホルモンの生理作用：環境応答 
第１１回 植物ホルモンの作用機構 
第１２回 植物ホルモンの受容体 
第１３回 植物ホルモンのシグナル伝達 
第１４回 植物ホルモン間の相互作用 
第１５回 植物ホルモンの利用 
 

【テキスト又は参考書】 
プリントを適宜配布。参考書；「新しい植物ホルモンの科学」＇講談社（、「植物ホルモンのシグナル伝
達」＇秀潤社（ 
 

【評価方法】 
授業時における質疑応答状況と理解度＇100%（。 
 

【コメント】 
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植物機能学特論Ⅱ 

2単位 

後期 

若林 和幸 英語表記 年次 

Advanced Biology of Plant Functions Ⅱ 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
植物細胞の形を直接的に規定する細胞壁について総合的に学習し、植物の成長や形態形成の仕組
みを理解するための基本的知識を習得する。 
 
【授業の概要】 
植物細胞壁の形態・構造、細胞壁構成成分の化学構造、細胞壁構成成分の代謝過程、高分子複合
体の形成機構、さらに、細胞壁の機能について概説する。 
 

【授業計画】 
第 １回～ ２回 植物細胞壁の形態・構造 
第 ３回～ ５回 細胞壁構成成分の化学構造 
第 ６回～ ９回 細胞壁構成成分の代謝＇合成・分解（ 
第１０回～１１回 高分子＇多糖（複合体の形成機構 
第１２回～１５回 細胞壁の機能＇成長調節、形態形成・分化、防御、環境情報の受容と応答（ 
 

【テキスト又は参考書】 
プリント等を適宜配布 
 

【評価方法】 
出席＇５０点（とレポート＇５０点（ 
 

【コメント】 
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動物機能学特論 I 

2単位 

前期 

小宮 透 英語表記 年次 

Advanced Animal Development I 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
無脊椎動物から脊椎動物に至るまで動物の生殖細胞形成機構を概観すると、決定因子型と誘導型に
分類できることを解説する。 
 
【授業の概要】 
従来の形態学的および細胞化学的特徴を用いた研究や、最新の特異的な遺伝子発現を指標とした
生殖細胞形成に関する研究により明らかにされたことをいくつかの動物種を例に挙げて紹介する。 
 

【授業計画】 
第 １回 動物における生殖細胞形成の2 様式 
第 ２回 プラナリアの生殖細胞形成 
第 ３回 同上 
第 ４回 線虫の生殖細胞形成 
第 ５回 同上 
第 ６回 キイロショウジョウバエの生殖細胞形成 
第 ７回 同上 
第 ８回 ゼブラフィッシュの生殖細胞形成 
第 ９回 同上 
第１０回 無尾両生類の生殖細胞形成 
第１１回 同上 
第１２回 有尾両生類の生殖細胞形成 
第１３回 鳥類＇ニワトリ（の生殖細胞形成 
第１４回 哺乳類の生殖細胞形成 
第１５回 生殖細胞形成に働く遺伝子 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書；「Primordial Germ Cells in the Chordates」by Nieuwkoop P. D. & Sutasurya L. A. (Cambridge 
University Press)  
 

【評価方法】 
出席点 60 点、期末試験40 点の総計で評価する。 
 

【コメント】 
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動物機能学特論Ⅱ 

2単位 

前期 

小宮 透 英語表記 年次 

Advanced Animal Development Ⅱ 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
発生現象を遺伝情報の格納庫であるDNA と蛋白質相互作用という視点で説明したい。 
 
【授業の概要】 
進行に伴いしだいに複雑化する発生の過程が，遺伝子であるDNA とその指令に基づいて形成された
蛋白質との相互作用によって行われること．また，尐数の遺伝子によっていかに複雑な生命現象が可
能となるのかという多様性の問題を説明したい． 
 

【授業計画】 
人を含めたほ乳類の遺伝子は１０ 万程度はあるであろうと見積もられていた．ところがゲノムプロジェク
トの結果，２ 万数千しかないことが判明した．ショウジョウバエや線虫の遺伝子はおよそ１ 万８ 千程度
である．なぜ尐数の遺伝子で発生を含めた複雑な生命現象が営まれるのであろうか．多様性をもたら
す原因について検討する． 
 
第１～３回 遺伝子と蛋白質＇主に転写因子（の相互作用について説明する． 
第 ４回 多様性をもたらす原因についての概要説明．以降各テーマについて説明を行なう． 
第 ５回 転写レベルでの多様性． 
第 ６回 翻訳レベルでの多様性． 
第 ７回 翻訳後レベルでの多様性． 
第 ８回 多量体形成の際の蛋白質の組み合わせと多様性． 
第 ９回 シグナル伝達のクロストークと多様性． 
第１０回 さまざまな発生現象の際に同じ遺伝子が繰り返し使われることの説明． 
第１１回 抗体の多様性のメカニズムについての説明． 
第１２ ～１５回 講義されたテーマについて各自の意見をまとめ，発表を行ない，意見を述べあう．それ
により発生現象と遺伝子のかかわりについて理解を深める． 
 

【テキスト又は参考書】 
The Regulatory Genome:Gene Regulatory Networks in Development and Evolution (Academic Press)  
 

【評価方法】 
各自の発表についての評価とレポートの採点で決める． 
 

【コメント】 
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細胞機能学特論 I 

2単位 

後期 

中村 太郎 英語表記 年次 

Advanced Molecular Cell Biology I 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
増殖と分化という細胞機能の基本的な性質について、その解明に大きく貢献してきたモデル生物酵母
の研究の歴史、成果、および最新の研究について理解する。 
 
【授業の概要】 
増殖と分化という細胞機能の基本的な性質について分子レベルを中心に講義する。分子遺伝学の手
法が使える酵母がモデル系として真核細胞の理解にどのように役立ってきたかを論じる。特に、細胞周
期の制御、体細胞分裂と減数分裂、有性生殖への分化と遺伝子発現などについて、最新の研究成果
を交えて解説する。 
 

【授業計画】 
第 1 ～4 回 モデル生物としての酵母  その研究の歴史 
第 5 ～8 回 酵母研究が解明に貢献した生命現象～細胞周期 
第 9 ～12 回 酵母研究が解明に貢献した生命現象～細胞内輸送 
第 13 ～15 回 酵母研究が解明に貢献した生命現象～減数分裂、有性生殖その他 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書として「酵母のすべて」シュプリンガーをすすめる。 
 

【評価方法】 
出席点およびレポート 
 

【コメント】 
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細胞機能学特論Ⅱ 

2単位 

前期 

宮田 真人 英語表記 年次 

Advanced Molecular Cell Biology Ⅱ 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生体分子とそれをもとに形成される超分子の、構造と１分子の挙動を研究する方法について理解す
る。 
 
【授業の概要】 
細胞運動など、動きのある生命現象を例にとって解説する。近年の進展が著しいバクテリアに関してよ
り詳細な解説を行う。 
 

【授業計画】 
第 １回 生体高分子の構造 
第 ２回 細胞構造を調べる方法 
第 ３回 DNA複製 
第 ４回 筋肉 
第 ５回 非筋細胞 
第 ６回 狭義のモータータンパク質 
第 ７回 ATP合成酵素 
第 ８回 バクテリアのべん毛運動 
第 ９回 バクテリアの非べん毛運動(1) 
第１０回 バクテリアの非べん毛運動(2) 
第１１回 マイコプラズマの滑走運動 
第１２回 バクテリアの細胞周期 
第１３回 バクテリアの細胞骨格(1) 
第１４回 バクテリアの細胞骨格(2) 
第１５回 予備 
 

【テキスト又は参考書】 
Albert B.etal.,“Molecular Biology of the Cell 5th ed.”(Gerland Science)  
 

【評価方法】 
出席と質問。 
 

【コメント】 
積極的な議論を期待する。 
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生体機能生物学特別講義 I ～II 

各1 

単位 

集中 

他大学・研究 

機関の専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Sciences of Molecular 

Biofunctions I ～ Ⅱ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生体機能生物学に関する最近のトピックスを、他大学、研究機関等の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講義内容については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど 
 

【コメント】 
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生体機能生物学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Molecular Biofunctions 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生体機能生物学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題
演習や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 生体機能生物学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマ
についての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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機能生態学特論 

2単位 

後期 

伊東 明 英語表記 年次 

Advanced Functional Ecology 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
植物生態学の歴史と現状を概観し、植物の生態研究の科学的意義を理解することを目標とする。同時
に、植物生態学の研究実施に不可欠な、野外調査、及び、データ解析の基本的手法を習得することも
目標とする。 
 
【授業の概要】 
植物生態学のうち、個体群生態学、群集生態学、生態遺伝学を中心に講義を行う。特に、群集の構
造、機能、動態、および種多様性について、目的、理論、問題点、および今後の研究方向について述
べるとともに、研究に必要な解析手法について解説する。また、データ解析の簡単な演習も行う。 
 

【授業計画】 
第１～２ 回 植物生態学の課題 
第３～４ 回 個体の集まりとしての個体群 
第５～６ 回 個体群の集まりとしての群集 
第７～８ 回 生態遺伝学 
第９～１０回 生態学におけるデータ解析の基礎 
第１１～１４回 生態学におけるデータ解析：演習 
第１５回 まとめ 
 

【テキスト又は参考書】 
プリントを適宜配布。参考書を随時紹介する。 
 

【評価方法】 
レポートにより行う。 
 

【コメント】 
 
 



 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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社会生態学特論 I 

2単位 

前期 

幸田 正典 英語表記 年次 

Advanced Socio-ecology I 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 動物の社会行動および社会構造を，戦略理論から統一的に理解することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
 動物の多様な婚姻様式がなぜ生じるのか。そこでの多様な繁殖戦略について，脊椎動物を材料に
論じる。 
 

【授業計画】 
第１ 回 第２ 回 社会生態学とは？ 研究の事例－ハタオリドリ類とアンテロープの社会 
第３ 回 社会の基礎としての縄張りと順位 
第４ 回 脊椎動物の子育ての様式。雌雄の駆け引き。 
第５ 回 魚類，鳥類，ほ乳類の一夫一妻の婚姻形態 
第６ 回 魚類，鳥類，ほ乳類の一夫多妻の婚姻形態 
第７ 回 魚類，鳥類，ほ乳類の一妻多夫の婚姻形態 
第８ 回 第９ 回 性淘汰理論。配偶者選択，雄間競争，実効性比。 
第１０ 回 第１１ 回 血縁淘汰と利他主儀 
第１２ 回 第１３ 回 共同繁殖と協同的一妻多夫 
第１４ 回 第１５ 回 協力の進化。互恵的利他主義 
 

【テキスト又は参考書】 
配付する資料を使用する。 
 

【評価方法】 
出席点＇６０点（，期末の試験＇４０点（の合計で評価する。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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社会生態学特論 Ⅱ 

2単位 

後期 

高木 昌興 英語表記 年次 

Advanced Socio-ecology Ⅱ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生態学と進化について、島の生物学を通して理解する。 
 
【授業の概要】 
島の生物学を理解するために必要な物理的環境、気候と植生、個体群、群集について、広範に解説
する。集団遺伝学、および生態学に適用される分子生物学的手法の理解を進める。多角的に行われ
てきたガラパゴス諸島におけるダーウィンフィンチの一連の研究を理解することにより、授業で得た知識
を実際の研究に応用する方法について考察する。学生自身が本講義に関連する最新の論文を渉猟
し、紹介する。 
 

【授業計画】 
第 1 回から第3回  島の生物地理学 
第 4 回と第5回   生態学研究のための遺伝学 
第 6 回と第7回   ダーウインフィンチに関する研究の多角検証 
第 8 回から第15 回 学生による最新の論文紹介  
 

・ 【テキスト又は参考書】 
参考書 
・ Robert J. Whittaker, Jose Maria Fernandez-palacios＇著（Island Biogeography: Ecology, Evolution, 

and Conservation. 

・ Richard Frankham, Jonathan D. Ballou, David A. Briscoe, Karina H. McInnes＇著（A Primer of 

Conservation Genetics. 

・ Peter R. Grant＇編（Evolution on Islands. 

・ David Quammen＇編（The Song of the Dodo: Island Biogeography in an Age of Extinctions. 

 

【評価方法】 
論文の内容把握状況、論文紹介を行なう際のプレゼンテーションにより評価する 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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社会生態学特論 Ⅲ 

2単位 

前期 

幸田 正典 英語表記 年次 

Advanced Socio-ecology Ⅲ 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
 動物は様々なシグナルを利用し、他個体（同種だけでなく他種個体も含め）コミュニケーシ
ョンをとっている。そこには、嘘の信号を発信することで相手の振る舞いを操作することも幅
広く見られる。動物がいかにコミュニケーションをとっているのか、またそれがどのように進
化してきたのかを理解する。 

【授業の概要】 
 動物の多様な婚姻様式がなぜ生じるのか。そこでの多様な繁殖戦略について，脊椎動物を材料に
論じる。 
 

【授業計画】 
１ñ２ 信号系とその進化 
２ñ４ 擬態 
５ 情報の操作 
６ 個体認識でのシグナルとその進化 
７ 子育て行動におけるシグナルの進化 
８ñ９ 社会行動とそこでのシグナル系の進化 
１０ 拡張された表現系 
１１ 最新の論文紹介 
１２ 最新の論文紹介 
１３ 最新の論文紹介 
１４ 最新の論文紹介 
１５ 最新の論文紹介 

【テキスト又は参考書】 
配付する資料を使用する。 
 

【評価方法】 
出席点＇６０点（，期末の試験＇４０点（の合計で評価する。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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情報生物学特論 I 

2単位 

前期 

志賀 向子 英語表記 年次 

Advanced Information Biology I 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
無脊椎動物を中心に、様〄な動物における環境応答の神経機構の例を概観するとともに、中枢神経
系の進化という側面から環境応答機構の多様性を知ることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
地球上に生息する生物は、絶えず環境変動にさらされている。動物はこれら外環境の変化に対応する
ため、環境情報を受容し、神経系・内分泌系により適切な生理応答を示す。環境情報の受容から中枢
神経系による処理、内分泌系や行動を変化させる出力までの情報の流れについて様〄な動物を例に
取り、テーマごとにトピックを概説する。また、それらを概観した上で、学生が最近の論文を読み話題提
供を行う。 
 

【授業計画】 
第 １回 イントロダクション：脳は何のためにあるのか？ 
第 ２回 ゾウリムシの回避行動：単細胞内のイオン信号 
第３－４回 フジツボの陰影反射：細胞内、細胞間の化学信号 
第 ５回 クラゲの遊泳行動：運動の協調 
第 ６回 アメフラシの学習：神経修飾 
第 ７回 ハエの概日リズム 
第 ８回 ハエの飛翔行動 
第 ９回 ハエの求愛行動 
第１０回 ハエ、ミツバチ、ゴキブリの学習 
第１１回 動物による脳の共通点と相違点 
第１２回 最近の話題から①：学生による論文紹介 
第１３回 最近の話題から②：学生による論文紹介 
第１４回 最近の話題から③：学生による論文紹介 
第１５回 最近の話題から④：学生による論文紹介 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書： RJ Greenspan 著 An Introduction to Nervous System. Cold Spring Harbor Laboratory Press  
 

【評価方法】 
論文紹介の点数で評価する 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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情報生物学特論Ⅱ 

2単位 

後期 

後藤 慎介 英語表記 年次 

Advanced Information BiologyⅡ １・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
環境の変動に対応する際に、動物は環境からのさまざまな信号を情報として利用している。また、環境
の変動の多くは周期的なものであり、これらに対応するために生物時計というしくみがある。環境からの
情報を利用し、生物時計の関与するしくみを理解するとともに、これらのしくみの生態的意義を論理的
に説明できるようになることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
概日時計と光情報によるその同調機構、潮汐リズムとその同調機構、光周性と日長測定に使われる概
日時計、概年リズムと日長によるその同調機構について教科書、参考書にもとづいて解説し、次いでこ
の分野の最近の論文にもとづいて最前線の研究を紹介する。 
 

【授業計画】 
第 １回 時間生物学の基本概念＇第３章（ 
第 ２回 概日リズム＇第６章（ 
第 ３回 潮汐リズム＇第７章（ 
第 ４回 光周性＇第８章１～４（ 
第 ５回 概年リズム＇第８章５（ 
第 ６回 最近の論文から 
第 ７回 最近の論文から 
第 ８回 最近の論文から 
第 ９回 最近の論文から 
第１０回 最近の論文から 
第１１回 最近の論文から 
第１２回 最近の論文から 
第１３回 最近の論文から 
第１４回 最近の論文から 
第１５回 最近の論文から 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書；富岡憲治ほか著「時間生物学の基礎」＇裳華房（ 
参考書；J. C. Dunlap ほか編「Chronobiology – Biological Timekeeping」＇Sinauer Associates（ 
 

【評価方法】 
レポートで行う。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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植物光生物学特論 

2単位 

集中 

飯野 盛利 英語表記 年次 

Advanced Plant Photobiology 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
植物は光からその生命活動に必要な全てのエネルギーを獲得し、さらに、光を環境シグナルとして利
用している。このように、光は植物にとって重要な環境要因である。本講義ではシグナルとしての光の
役割について、生理生態学、生理学、分子生物学の視点から学び、理解することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
植物の成長および生活環と光の関係を環境適応戦略の視点から論じる。次に、光による形態形成反
応＇光形態形成（と屈曲反応＇光運動（について、光受容から反応に至るプロセスを解説する。さらに、
植物の光受容体＇フィトクロム、クリプトクロム、フォトトロピン（の分子的性質とフィトクロムおよびフォトトロ
ピンを光受容体とする光シグナル伝達の分子機構について解説する。 
 

【授業計画】 
第１・２回 光と植物の生活環 
第３～５回 光形態形成 
第６～８回 光運動 
第９～１１回 植物の光受容体 
第１２・１３回 光受容体フィトクロムとシグナル伝達 
第１４・１５回 光受容体フォトｔロピンとシグナル伝達 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書は使用しない。プリントを適宜配布する。 
 

【評価方法】 
レポート採点で評価する。 
 

【コメント】 
授業は集中講義方式で理学部附属植物園で行う。受講希望者は、履修届けの提出に際して、予め担
当教員に連絡すること。 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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自然誌機能生物学特別講義 I ～Ⅱ 

各1 

単位 

集中 

他大学・研究 

機関の専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Functional Biology of 

Natural History I ～ Ⅱ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
自然誌機能生物学に関する最近のトピックスを、他大学、研究機関等の専門家が集中講義する。 
 
【授業の概要】 
講義内容については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 自然誌機能生物学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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自然誌機能生物学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Functional Biology of Natural 

History 
1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
自然誌機能生物学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問
題演習や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 自然誌機能生物学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テー
マについての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 環境地球学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

142 

人類紀自然学特論 

2単位 

前期 

三田村宗樹 英語表記 年次 

Advanced Natural History of Anthropogene 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
表層環境変遷史研究の歴史と最新の成果から，第四紀の自然環境変化と人為的環境変化の概要を
体得する． 
 
【授業の概要】 
新生代第四紀，別名人類紀の自然環境の変遷史，人類の自然環境への作用と反作用について講義
する． 
 

【授業計画】 
第 1 回～第 2 回 人類紀・第四紀とその特徴,人類紀・第四紀の定義と特徴，大氷河時代，人類の時
代，人類紀の区分＇更新世・完新世・人新世（と編年，人類紀・第四紀研究とその意義 
第 3 回～第 5 回 人類紀の気候変化,氷期・間氷期研究の歴史，氷期の原因＇ミランコヴィッチ説な
ど（， 深海底コアの氷期・間氷期サイクル，氷河性海面変化，氷床のダンスガード・オシュガーサイク
ル，ハインリッヒイベント 
第 6 回～第 7 回 環境変化と生物・人類,気候変化と動物・植物群変遷史，人類の進化と環境変化，
人為的環境変化と環境汚染 
第8 回～第11 回 第四紀地殻変動,海面変化と地殻変動，段丘の形成，第四紀層と堆積盆地，活断
層の評価 
第 12 回～第 15 回 第四紀と地盤災害,第四紀層の圧密特性と地盤沈下，第四紀層と地下水，気候
変動による風化と土壌形成，斜面変動と第四紀 
 

【テキスト又は参考書】 
「第四紀」＇岩波書店（，「第四紀学」＇朝倉書店（，「人類紀自然学」＇共立出版（などが参考になる． 
 

【評価方法】 
レポートで評価する． 
 

【コメント】 
講義中に紹介する論文を読むこと． 
 



生物地球系専攻 環境地球学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 
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都市地盤構造論 

2単位 

前期 

山口  覚 英語表記 年次 

Applied Quaternary Geology 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 

都市地盤を含む地球内部構造の探査には，物理学的手法が広く用いられている．その成果を正

しく理解し，また，適切に利用するためには，手法の原理の理解，および多くの事例研究を知

ることが不可欠である．本講義では都市地盤を含み広く地球内部構造の探査，特に地球物理学

手法による探査法について，その基礎的な概念を正確に理解することおよび最新の研究成果に

関する知見を得ることを目標とする． 

【授業の概要】 

地球電磁気学的探査手法を主とし，地震学的探査手法も含めて，その原理および応用について

の解説する．次に，これら手法を用いた最新の研究成果を紹介するとともに，論文の輪読を行

う． 

【授業計画】 

 

第  1 回 電磁気学的探査法の解説（原理） 

第  2 回 電磁気学的探査法の解説（原理） 

第  3 回 電磁気学的探査法の解説（原理） 

第  4 回 電磁気学的探査法の解説（原理） 

第  5 回 電磁気学的探査法の解説（応用） 

第  6 回 電磁気学的探査法の解説（応用） 

第  7 回 電磁気学的探査法の解説（応用） 

第  8 回 地震学的探査法の解説 （原理） 

第  9 回 地震学的探査法の解説  （原理） 

第 10 回 地震学的探査法の解説 （応用） 

第 11 回 地震学的探査法の解説 （応用） 

第 12 回 地球内部構造に関する事例研究 （輪読） 

第 13 回 地球内部構造に関する事例研究 （輪読） 

第 14 回 地球内部構造に関する事例研究 （輪読） 

第 15 回 地球内部構造に関する事例研究 （輪読） 

 

【テキスト又は参考書】 

講義中に紹介する 

【評価方法】 

講義中に課す小レポートおよび各自が行う論文紹介によって評価する． 

【コメント】 

特になし 
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地質工学 

2単位 

前期 

原口  強 英語表記 年次 

Engineering Geology 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
災害列島である日本国土の地形・地質の特異性，ジオドクターとしてその診断と処方に必要な地質調
査法の実務および設計から維持管理までの地質マネージメントに必要な知識の基礎を修得することを
目標とする． 
 
【授業の概要】 
日本国土の地形・地質の特異性，地質調査法の実務および設計から維持管理までの地質マネージメ
ントに必要な知識について解説する． 
 

【授業計画】 
第 １回 地質工学の歴史と地質力学の位置づけ 
第 ２回 日本の国土の特異性 
第 ３回 特異な日本列島の地形・地質 
第 ４回 特異な劣化過程をたどる日本列島の岩盤 
第 ５回 生活舞台としての脆弱な地形・地質環境 
第 ６回 地震・津波災害 
第 ７回 火山災害 
第 ８回 斜面災害 
第 ９回 地すべり災害 
第１０回 洪水災害 
第１１回 地下水災害 
第１２回 日本列島と欧米の地質 
第１３回 国土マネージメントと地質工学 
第１４回 防災ソリューションと地質工学 
第１５回 環境ソリューションと地質工学 
 

【テキスト又は参考書】 
Pipkin and Trent(2001) , Geology and the environment (BROOKS/COLE) および適宜プリント等を配
布する 
 

【評価方法】 
レポートで評価する．  
 

【コメント】 
テーマごとに担当者を決め発表を行い，これを元に最先端の話題を加えディスカッションを行いながら
テーマの理解を深める．  
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空間情報システム論 

2単位 

後期 

ベンカテッシュ 

・ラガワン 
英語表記 年次 

Spatial Information Systems 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
現実世界における自然災害、環境問題、資源管理、都市開発、社会現象、経済問題といったテーマに
具体的に取り組むためには空間情報なしでは議論できない。空間情報を有効に利用するための空間
データの管理、データベースの構造、共有システムの構築および可視化といった理論と技術を理解す
る。 
 
【授業の概要】 
空間情報学の基礎理論、および空間情報システムの利用と応用について講義する。空間情報の独自
の特性や、空間情報を管理するデータベース、情報を広範囲に取得するリモートセンシング、情報を
解析する地理情報システムといった最先端技術を講義する。また、各自の研究に有効に活用できるよ
う、理論面のみならず、実際的応用例とその問題点についても講義する。 
 

【授業計画】 
第 １回 空間情報学および関連分野の概要 
第 ２回 空間情報システムのコンセプト 
第 ３回 空間データモデル 
第 ４回 空間データの構造および集積技術＇１（ 
第 ５回 空間データの構造および集積技術＇２（ 
第 ６回 空間情報管理のためのオープンソースソフトウェア＇１（ 
第 ７回 空間情報管理のためのオープンソースソフトウェア＇２（ 
第 ８回 空間情報の応用例＇１（ 
第 ９回 空間情報の応用例＇２（ 
第１０回 リレーショナルデータベース技術による空間情報の管理 
第１１回 ネットワーク環境での空間情報＇１（ 
第１２回 ネットワーク環境での空間情報＇２（ 
第１３回 空間情報データの標準化 
第１４回 レポートの発表 
第１５回 最終レポート作成 

【テキスト又は参考書】 
Open Source GIS: A GRASS GIS Approach by Markus Neteler and Helena Mitasova, Kluwer Academic 
Publishers. The Geographic Resources Analysis Support System, http://wgrass.media.osaka-cu.ac.jp/ 
grassh /index.php 大阪市立大学インターネット講座, http://koho.osaka-cu.ac.jp/vuniv2000/ 
 

【評価方法】 
レポートおよび発表を総合して評価。 
 

【コメント】 
コンピュータの基本的な知識を有し、地理情報についても若干の知識をもつこと。 
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空間情報科学特論 

2単位 

前期 

ベンカテッシュ 

・ラガワン 
英語表記 年次 

Advanced Spatial Information Science 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
インターネット環境下での空間情報の高度利用に向けた空間データのハンドリング、および空間情報
解析の原理と技術を理解する。また、実際にWeb マッピングアプリケーションや地理情報サービスの
導入に関しての知識や具体的方法を学ぶ。 
 
【授業の概要】 
空間情報の高度利用のための空間データのハンドリング、空間情報解析の原理と技術、および実際に
利用可能な地理情報サービスの具体化について講義する。また、空間データのためのオープンスタン
ダードの基本原則も講義する。なお、既存のグローバルなスタンダードに適うソフトウェアツールを用い
たプロトタイプシステムの開発の実習も合わせて行う。 
 

【授業計画】 
第 １回 地理情報コンテンツのトレンド：インターネットGIS、マップサーバー 
第 ２回 空間データ標準と相互利用可能な空間のデータおよびサービス 
第 ３回 地理情報Web サービス＇Web マッピングサービス、Web フィーチャ・サービスなど（ 
第 ４回 データベースシステムと空間データエクステンション 
第 ５回 アプリケーション開発ツール＇PHP、マップスクリプトなど（ 
第 ６回 インターネットマッピングアプリケーションの開発と管理 
第 ７回 ベクトルネットワーク分析 
第 ８回 ラスター分析と画像処理 
第 ９回 インターネットによる空間処理サービス＇１（ 
第１０回 インターネットによる空間処理サービス＇２（ 
第１１回 各自でのプロトタイプシステム開発＇１（ 
第１２回 各自でのプロトタイプシステム開発＇２（ 
第１３回 各自でのプロトタイプシステム開発＇３（ 
第１４回 プロトタイプシステム開発結果のプレゼンテーション 
第１５回 レポート作成 
 

【テキスト又は参考書】 
Tyler Mitchell, 2005, Web Mapping Illustrated, O’Reilly & Associates Inc; ISBN:0596008651 The 
Open Geospatial Consortium, Inc. (OGC), http://www.opengeospatial.org/ The Geographic Resources 
Analysis Support System, http://wgrass.media.osaka-cu.ac.jp/grassh/index.php  
 

【評価方法】 
各自で開発したプロトタイプシステムに関する口頭発表とレポートを総合して評価する。 
 

【コメント】 
「空間情報システム論」を修得済みのこと。Linux の基礎知識を必要とする。 
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環境地球学特別講義Ⅰ～Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Environmental 

Geoscience I ～ Ⅳ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球を構成する大気圏・水圏・地圏における環境とその変遷、人間活動との相互関係、都市地盤の形
成・構造や材料学的特性、地球情報の処理理論・活用技術などについて最新の研究動向などを交え
て、他大学の専門家による集中講義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
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環境地球学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Environmental Geoscience 1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
環境地球学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題演習
や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 環境地球学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマにつ
いての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
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地球物質学特論Ⅰ 

2単位 

後期 

篠田 圭司 英語表記 年次 

Advanced Earth's Material Science I 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
赤外・ラマン分光法により鉱物の同定・分析を行う時の振動分光法に関する基本的な考え方と、赤外ラ
マン分光法の鉱物学への応用を学ぶ。 
 
【授業の概要】 
振動分光学＇中川一朗（の講読と、鉱物の赤外ラマンスペクトルの紹介。 
 

【授業計画】 
１、２回；２原子分子、多原子分子の振動 
３、４、５回；振動計算の実際的手法＇FG行列法（ 
６、７回；対称性と群論8 回；分子内ポテンシャル 
９、１０、１１回；結晶の振動スペクトル 
１２、１３、１４回；鉱物の赤外ラマンスペクトル 
 

【テキスト又は参考書】 
振動分光学＇中川一朗（ 
 

【評価方法】 
レポートによる。 
 

【コメント】 
テキストの精読を期待する。 
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地球物質学特論Ⅱ 

2単位 

前期 

益田 晴恵 英語表記 年次 

Advanced Earth's Material Science Ⅱ 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球は太陽熱を最大のエネルギー源とするが，物質的には閉鎖系である。地球上で起るほとんど全て
の現象は，地球全体を一つのシステムとして考えることのできる入れ物の内部での物質の移動で説明
できる。このような地球システムの概念に基づいて，地球表層付近でのエネルギーと物質の移動を規
制する物理化学的要因と循環過程を理解する。 
 
【授業の概要】 
化学反応の素過程から見た地質現象の理解，人類の社会活動が地球環境に与える影響の評価と対
策などを，具体的な例を挙げて検討する。また，同位体を含む分析化学的手法による素過程の追跡法
を概説し，地質現象を化学的な視点から理解する。授業は主として演習形式で行い，問題解決能力を
高める。 
 

【授業計画】 
第 １回 地球システムとは何か。地球の化学組成と元素分配の歴史。 
第 ２回 元素の地球化学的性質と存在状態・同位体とその応用 
第 ３回 放射性同位体１ 地球年代学 
第 ４回 放射性同位体２ 娘核種を用いた環境復元 
第 ５回 安定同位体１ 地質温度計 
第 ６回 安定同位体２ 起源物質と循環過程の追跡 
第 ７回 微量元素の挙動を規制する物理化学的要因１ 吸着反応 
第 ８回 微量元素の挙動を規制する物理化学的要因２ 有機物とキレート反応 
第 ９回 微量元素の挙動を規制する物理化学的要因３ 鉱物形成と陽イオン置換 
第１０回 微量元素を用いた起源物質と循環過程の追跡 
第１１回 人為的擾乱による地球化学的環境変化１ 炭素循環と生物化学作用 
第１２回 人為的擾乱による地球化学的環境変化２ 環境汚染とその対策 
第１３回 化学的風化作用における鉱物と溶液の反応 
第１４回 鉱物形成過程における物理化学環境と時間 
第１５回 地下水汚染と自然−人間相互作用 
 

【テキスト又は参考書】 
参考書： Jacobson M.C. et al. (2000) Earth System Science From Biogeochemical Cycles to Global 
Change. International Geophysics Ser. V. 72, Academic Press 他 
 

【評価方法】 
演習の発表とレポートをもとに評価する。 

【コメント】 
化学＇特に熱力学，溶液化学，放射化学（ に関する基礎知識があることが望ましいが，なくても理解は
できる。英語の読解力は確実に身につく。 
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岩石学特論 

2単位 

前期 

奥平 敬元 英語表記 年次 

Special Lecture in Petrology 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
構造地質学的・岩石学的手法を駆使した解析から，数十億年の地球ダイナミクスを考察する過程を体
感する． 
 
【授業の概要】 
地球ダイナミクスを解明するためのツールとしての，構造地質学的解析法および岩石学的解析法を理
解し，実際の変成帯に対してそれを適用し，地球ダイナミクスの研究法を修得する． 
 

【授業計画】 
第 １回 講義の内容と導入：変成作用と変成岩 
第 ２回 ギブズエネルギーと相律：クラウジウス・クラペイロンの式とCaCO3 の相変化  
第 ３回 単相系の相平衡：シュライネマーカーの束とアルミノ珪酸塩の相図 
第 ４回 多相系の相平衡＇その１（：自由エネルギー曲線とSiO2 –NaAlSi3O8＇二成分系（の相平衡 
第 ５回 多相系の相平衡＇その2（：固溶体と混合エントロピー＇連続固溶体と不連続固溶体（ 
第 ６回 多相系の相平衡連続＇二相共存（での相図と多相系のシュライネマーカーの束 
第 ７回 変成作用の解析方法＇その１（：成分の減尐表現と投影 
第 ８回 変成作用の解析方法＇その2（：連続反応と不連続反応，分配係数 
第 ９回 変成作用の解析方法＇その3（：変成分帯とアイソグラッド 
第１０回 変成作用の解析方法＇その4（：変成反応の解読と温度−圧力経路 
第１１回 広域変成帯の形成過程：広域変成帯の形成と地球ダイナミクス 
第１２回 変形作用の基礎＇その1（：応力とひずみ 
第１３回 変形作用の基礎＇その2（：脆性変形と延性変形 
第１４回 変形作用の基礎＇その3（：褶曲作用と剪断作用 
第１５回 地球ダイナミクスにおける変成作用と変形作用 
 

【テキスト又は参考書】 
プレートテクトニクスの基礎＇瀬野徹三，共立出版（， レオロジーと地球科学＇唐戸俊一郎，東京大学出
版会（，構造地質学＇狩野謙一・村田明広，朝倉書店（，岩石形成のダイナミクス＇坂野昇平ほか，東京
大学出版会（ 
 

【評価方法】 
講義毎に行なう演習で評価する． 
 

【コメント】 
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堆積論 

2単位 

前期 

前島  渉 英語表記 年次 

Clastic Sedimentology 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地殻表面で水圏・気圏との相互作用のもとで形成される地層、特に砕屑物から構成される地層の堆積
作用と堆積システムに関する知識の修得を目標とする。 
 
【授業の概要】 
さまざまな営力のもとでの砕屑物質の堆積作用と堆積相、堆積微地形および堆積地形、堆積システム
の形成、造構作用や海水準変動と堆積作用との関連などについて解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 水流・波浪のもとでの水力作用と砕屑物の挙動。 
第 ２回 堆積相の概念と堆積相解析の原理。 
第 ３回 堆積作用と堆積微地形および堆積地形。 
第 ４回 扇状地堆積システム。 
第 ５回 河川堆積システム。 
第 ６回 湖沼堆積システム。 
第 ７回 デルタ堆積システム。 
第 ８ 回 潮汐作用の卓越する海浜堆積システム。 
第 ９回 波浪作用の卓越する海浜堆積システム。 
第１０回 浅海堆積システム。 
第１１回 海底扇状地堆積システム。 
第１２回 堆積体の地層記録への保存ポテンシャル。 
第１３回 海水準変動と堆積シーケンス。 
第１４回 海水準変動と堆積シーケンス。 
第１５回 造構作用と堆積作用。 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書は使用しない。必要な資料をまとめた教材を配付する。参考書は授業中に適宜指示する。 
 

【評価方法】 
地層の堆積作用と堆積システムについての理解度をレポートによって評価する。 
 

【コメント】 
網羅的に知識を習得するだけではなく、様〄な作用やシステムの相互関連についても理解を深めるこ
と。 
 



生物地球系専攻 地球物質進化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

153 

地球物質進化学特別講義Ⅰ～Ⅳ 

各1 

単位 

集中 

他大学の 

専門家 

英語表記 年次 

Selected Topics in Evolution of 

Lithosphere, Hydrosphere and Biosphere I 

～ Ⅳ 

1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球の歴史を通じて地圏、水圏、生物圏の構成とその変遷過程について鉱物、岩石・岩体、大陸、地
球規模の様〄なスケールで取り上げ、最新の研究動向などを交えて、他大学の専門家による集中講
義として開講する。 
 
【授業の概要】 
講師の氏名および講義内容等については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 地球物質進化学分野 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

154 

地球物質進化学演習 

8単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Exercises in Evolution of Lithosphere， 

Hydrosphere and Biosphere 
1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球物質進化学分野の各講義の理解を深めるとともに、幅広い専門的知識の修得を図るため、問題
演習や基本的な学術論文の講読を行う。 
 
【授業の概要】 
 地球物質進化学分野の最新の研究論文を選び内容の紹介と討論を行う。また、各自の研究テーマ
についての進行状況を報告し、討論を行う。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

155 

機能生態学 

2単位 

前期 

名波 哲 英語表記 年次 

Functional Ecology 1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生態学には、個体群生態学、群集生態学、生態系生態学、進化生態学などさまざまなアプローチがあ
る。各〄のアプローチにおける研究手法の基礎を学び、生態学の研究成果を正しく理解できるようにな
ることを目標とする。 
 
【授業の概要】 
個体群生態学、群集生態学、生態系生態学、進化生態学の各〄のアプローチにおける研究手法と現
在までに得られた成果について、植物生態学の分野を中心に紹介する。また、今後の生態学研究の
方向についも解説する。 
 

【授業計画】 
第 １回 生態学とは 
第 ２回～第 ４回 個体群生態学の手法と成果 
第 ５回～第 ７回 群集生態学の手法と成果 
第 ８回～第１０回 生態系生態学の手法と成果 
第１１回～第１３回 進化生態学の手法と成果 
第１４回～第１５回 生態学研究の今後 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書は用いない。参考書：『生態学 個体・個体群・群集の科学』＇Begon, Harper, Townsend 著、堀
道雄 監訳、京都大学学術出版会（ 
 

【評価方法】 
レポートにより行う。 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 
No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

156 

環境適応植物科学 

2単位 

集中 

飯野 盛利 英語表記 年次 

Environmental Plant Science  1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
植物の環境応答反応について、生理生態学、生理学、分子生物学の視点から学び、植物を特徴づけ
る環境適応戦略について理解することを目標とする。 
 
【授業の概要】 
植物と環境の関係を概説し、植物の環境応答反応＇特に光、重力、ストレスに対する反応（を生理生態
学、生理学、分子生物学の視点から解説し、植物を特徴づける環境適応戦略について論じる。 
 

【授業計画】 
第 １回 植物と環境。植物と環境の関係について概説する。 
第 ２～ ５回 光応答。植物は光をエネルギーとして吸収するとともに、成長や分化を調節するための
シグナルとしても利用している。これらの機能について論じる。 
第 ６～ ９回 重力応答。植物は重力を姿勢制御の最も基本的シグナルとして受容している。重力シ
グナルの受容と伝達について論じる。 
第１０～１２回 傷害応答。植物は傷害に応答して、様〄な防御反応を示す。傷害シグナルの受容と伝
達について論じる。 
第１３～１５回 病害応答。植物の病害応答とそれへの防御反応について論じる。 
 

【テキスト又は参考書】 
教科書は使用しない。プリントを適宜配布する。 
 

【評価方法】 
レポート採点で評価する。 
 

【コメント】 
授業は集中講義方式で理学部附属植物園で行う。受講希望者は、履修届けの提出に際して、予め担
当教員に連絡すること。 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

157 

生物環境変動学特別講義Ⅰ～Ⅲ 

各1 

単位 

集中 

他大学・研究 

機関の専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics in Global Change of 

Bio-environment I ～ Ⅲ 
1･2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
学外の専門家により、地球規模の環境変動が生態系に与える影響についての集中講義を行い、気象
学、生態学、進化生物学などの境界領域の幅広い知見を紹介し、環境変動に対する生物の応答につ
いて解説する。 
 
【授業の概要】 
講義内容については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

158 

先進生物学特別講義 

1単位 

集中 

他大学・研究 

機関の専門家 
英語表記 年次 

Selected Topics of Advanced Biology 1・2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
生物学に関する先進的な研究を、他大学、研究機関等の専門家が集中講義する。  
 
【授業の概要】 
講義内容については別途案内をする。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポートなど 
 

【コメント】 
 
 



生物地球系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

159 

地球情報学 

2単位 

前期 

升本 眞二 英語表記 年次 

Geoinformatics 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球に関する自然科学的な情報＇とくに、空間情報（に重点をおき、それらを統合化、データベース
化、可視化、解析、および応用するための基礎理論と具体的な方法を講義と一部実習を通じて理解す
る。 

【授業の概要】 
空間情報の処理に関する基礎概念・理論、具体化、応用、および実際のシステムについて講義する。
とくに、＇１（ 地形学的、地球科学的、環境科学的な各種情報の基本的な特性、＇２（GIS＇ 地理情報シ
ステム（ の基本原理、およびGIS を用いたこれらの情報の各種可視化手法、モデリング手法、＇３（ リ
モートセンシングによる地形解析・環境解析、＇４（ 地質構造解析等を講義する。また、これらの理解を
深めるために、実際にGIS＇GRASS（ を利用した実習を行う。さらに、自ら問題を設定し、データ入手か
ら解析までの実習を行う。 

【授業計画】 
第 １回 GIS＇地理情報システム（の基本原理 
第 ２回 GIS の基本的処理と機能 
第 ３回 GIS の導入方法と基本操作の実習 
第 ４回 座標系＇地球楕円体、世界測地系、UTM図法など（ 
第 ５回 地形情報処理＇データの種類、データ構造、可視化・解析手法（ 
第 ６回 地形情報処理の実習＇レポート作成（ 
第 ７回 地球科学的情報の多様性、データ構造、可視化と解析手法 
第 ８回 地質情報の３次元モデル構築＇基礎理論と具体的手法（ 
第 ９回 地球科学的情報処理の実習＇レポート作成（ 
第１０回 リモートセンシングの基礎理論＇センサーの種類、データの構成（ 
第１１回 リモートセンシングによる地形解析＇リニアメントの抽出等（ 
第１２回 リモートセンシングによる環境解析＇比演算による分類、植生指標、温度抽出など（ 
第１３回 各自で設定した問題＇テーマ説明と実習（ 
第１４回 各自で設定した問題の実習結果の発表 
第１５回 まとめのレポート作成 

【テキスト又は参考書】 
「地球科学におけるGRASS GIS 入門」、 http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/~masumoto/vuniv99/ 

【評価方法】 
地球に関する自然科学的な空間情報の処理に関する基礎概念や具体化の理解度、およびそれらの
応用能力をレポート等による平常点＇50％（ と期末に行う最終的な発表とまとめのレポート＇50％（ で
評価する。 
 

【コメント】 
実習のためにフリーオープンソースソフトウェアのGIS であるGRASS を利用する。このために各自パソ
コン＇OSは Linux かWindowsXP（が必要である。 



生物地球系専攻 学際分野科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

160 

地球進化学 

2単位 

前期 

江﨑 洋一 英語表記 年次 

Earth Evolution System 1 年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
地球の誕生から現在に至るまで，生物進化と地球環境がどのように関わり合いながら変化してきたのか
を理解する． 
 
【授業の概要】 
地球史の中で，始生代以降の生物進化と地球環境変遷との関わりを基軸として，生物圏の発展過程を
講義する． 
 

【授業計画】 
第 １回 始生代初期＇約40 億年前（の生命の誕生． 
第 ２回 始生代初期＇約40 億年前（の生命の誕生． 
第 ３回 始生代初期＇約40 億年前（の生命の誕生． 
第 ４回 原生代前期＇約25 億年前（の真核生物の出現 
第 ５回 原生代前期＇約25 億年前（の真核生物の出現 
第 ６回 原生代前期＇約25 億年前（の真核生物の出現 
第 ７回 原生代末～カンブリア紀前期の各種生物群の爆発的出現 
第 ８回 原生代末～カンブリア紀前期の各種生物群の爆発的出現 
第 ９回 原生代末～カンブリア紀前期の各種生物群の爆発的出現 
第１０回 顕生累代における生物大量絶滅と復活 
第１１回 顕生累代における生物大量絶滅と復活 
第１２回 顕生累代における生物大量絶滅と復活 
第１３回 生物群消長の周期性と地球環境変動 
第１４回 生物群消長の周期性と地球環境変動 
第１５回 生物群消長の周期性と地球環境変動 
 

【テキスト又は参考書】 
特に指定しないが適宜プリント等を配布する.  
 

【評価方法】 
課題についてのレポートで評価する.  
 

【コメント】 
地球と生物の学際分野＇地球生物学分野（の科目である． 
 



生物地球系専攻 特別研究科目 

No. 授業科目名 単位数 開講期 担当教員名 

161 

前期特別研究 

12単位 

通年 

各教員 英語表記 年次 

Advanced Research Course for Master's 

Thesis of Science 
1～2年次 

【授業の到達目標及びテーマ】 
修士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験についての体系的な知識・技術の修得を目的
とする。 
 
【授業の概要】 
 学生それぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、実験や野外実習、研究結果の解釈と要
約などの指導を行い、修士論文の完成に適切な助言を与える。 
 

【授業計画】 
 
 

【テキスト又は参考書】 
 
 

【評価方法】 
出席、レポート、セミナーでの討論を総合的に評価する。 
 

【コメント】 
 
 



12 講義等の内容（後期博士課程）  

＜数物系専攻＞ 

授業科目名 
（英語表記） 

講 義 等 の 内 容 

数理構造論ゼミナール 
Seminar in Mathematical  
Structures 
 
数理解析学ゼミナール 
Seminar in Mathematical  
Analysis 
 
基礎物理学ゼミナール 
Seminar in Fundamental  
Physics 
 
宇宙・高エネルギー 
   物理学ゼミナール 
Seminar in Astroparticle  
and High Energy Physics 
 
物性物理学ゼミナール 
Seminar in Condensed  
Matter Physics 

 数理構造論、数理解析学、基礎物理学、宇宙・高エネルギー物

理学、物性物理学の各分野における最近の研究成果、発展状況を

複数の教員によるゼミナール形式の授業によって幅広く学ぶ。 

後期特別研究 

Advanced Research Course 

for Doctoral Thesis  

of Science 

 博士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験について
の体系的な知識・技術の修得を目的とする。このため、学生それ
ぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、専門書および学
術論文の講読、実験指導などを行い、博士学位論文の完成に適切
な助言を与える。 
 また、研究成果の学会発表、学術論文誌への原稿作成・投稿に
ついても指導する。 

 

＜物質分子系専攻＞ 

授業科目名 
（英語表記） 

講 義 等 の 内 容 

創成分子科学ゼミナール１ 
Seminar in Creative  
Molecular Science 1 
 
創成分子科学ゼミナール２ 
Seminar in Creative  
Molecular Science 2 
 
機能分子科学ゼミナール１ 
Seminar in Functional  
Molecular Science 1 
 
機能分子科学ゼミナール２ 
Seminar in Functional  
Molecular Science 2 
 
 

 創成分子科学、機能分子科学の各分野における最近の研究成

果、発展状況を複数の教員によるゼミナール形式の授業によって

幅広く学ぶ。 

後期特別研究 

Advanced Research Course  

for Doctoral Thesis  

of Science 

 博士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験について
の体系的な知識・技術の修得を目的とする。このため、学生それ
ぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、専門書および学
術論文の講読、実験指導などを行い、博士学位論文の完成に適切
な助言を与える。物質情報、測定技術、測定結果の解析法、それ
らに不可欠となる数値計算についての指導にも重点を置く。 
 また、研究成果の学会発表、学術論文誌への原稿作成・投稿に
ついても指導する。 

 



＜生物地球系専攻＞ 

授業科目名 
（英語表記） 

講 義 等 の 内 容 

生物分子機能学ゼミナール 
Seminar in Science of  
Biomolecules 
 
生体機能生物学ゼミナール 
Seminar in Functional  
Biosciences 
 
自然誌機能生物学ゼミナール 
Seminar in Functional Biology 
of Natural History 
 
環境地球学ゼミナール 
Seminar in Environmental  
Geoscience 
 
地球物質進化学ゼミナール 
Seminar in Evolution of  
Lithosphere，Hydrosphere  
and Biosphere 

 生物分子機能学、生体機能生物学、自然誌機能生物学、環

境地球学、地球物質進化学の各分野における最近の研究成果、

発展状況を複数の教員によるゼミナール形式の授業によって

幅広く学ぶ。 

後期特別研究 

Advanced Research Course  

for Doctoral Thesis of Science 

 博士論文研究課題遂行のための基礎となる理論、実験につ
いての体系的な知識・技術の修得を目的とする。このため、
学生それぞれに対し、研究課題の設定、研究計画の立案、実
験や野外実習指導、研究結果の解釈と要約などを行い、博士
学位論文の完成に適切な助言を与える。 
 また、研究成果の学会発表、学術論文誌への原稿作成・投
稿についても指導する。 

 



13 教員の研究テーマ・授業科目一覧 

≪数物系専攻≫ 
講座 専 門 分 野 氏 名 研 究 テ ー マ 

数
理
構
造
論 

位
相
幾
何
学 

多
様
体
論 

表
現
論 

代
数
系 

金信 泰造 

兼田 正治 

河内 明夫 

枡田 幹也 

古澤 昌秋 

河田 成人 

小森 洋平 

吉田 雅通 

加戸 次郎 

 

結び目理論 

代数群、量子群の表現論 

結び目理論と3、4次元多様体 

変換群の幾何学 

保型形式と保型L函数の研究 

有限群の表現論 

ディスクリート群の幾何学 

エルゴード理論、力学系に基づく作用素環論 

正則環の構造・H一環の研究 

数
理
解
析
学 

微
分
幾
何
学 

代
数
解
析
学 

応
用
数
学 

確
率
論 

複
素
解
析
学 

大仁田義裕 

谷崎 俊之 

高橋 太 

杉山 由恵 

佐官 謙一 

加藤 信 

西尾 昌治 

藤井 凖二 

伊達山正人 

竹内 敦司 

微分幾何学、調和写像論 

代数解析学 

変分法・非線形偏微分方程式論 

非線形偏微分方程式論 

擬等角タイヒミュラー理論 

大域解析学（多様体の幾何解析） 

放物型ポテンシャル論 

最小対十分代数の存在について 

エルゴード理論に関する力学系の研究 

確率解析 

基
礎
物
理
学 

数
理
物
理 

宇
宙
物
理 

原
子
核
理
論 

素
粒
子
論 

櫻木 弘之 

石原 秀樹 

糸山 浩 

浜端 広充 

安井 幸則 

中尾 憲一 

有馬 正樹 

原子核反応理論、不安定核の構造と反応 

相対論的宇宙物理学 

紐の統一理論、可解系の場の量子論 

プラズマ中の非線形磁気流体波と乱流 

ゲージ理論および重力理論の数理 

宇宙物理学及び重力理論 

クォーク模型とハドロン間相互作用 

宇
宙
・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学 

重
力
波
実
験
物
理
学 

宇
宙
・
素
粒
子
実
験
物
理
学 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学 

宇
宙
線
物
理
学 

神田 展行 

林  嘉夫 

清矢 良浩 

寺本 吉輝 

荻尾 彰一 

山本 和弘 

中野 英一 

重力波検出実験、重力波宇宙物理学  

γ線点源探索と一次宇宙線の化学組成の研究 

ニュートリノ物理、陽子・反陽子衝突による素粒子の研究 

素粒子実験物理、宇宙線観測  

高エネルギー宇宙線観測，粒子線天文学  

ニュートリノ物理、陽子・反陽子衝突実験による素粒子の研究  

素粒子実験物理、宇宙線観測 

物
性
物
理
学 

素
励
起
物
理
学 

生
体
・
構
造
物
性
物
理
学 

光
物
性
物
理
学 

超
低
温
物
理
学 

畑  徹 

石川 修六 

橋本 秀樹 

坪田 誠 

村田 惠三 

小栗  章 

矢野 英雄 

杉﨑 満 

丸山 稔 

鈴木 正人 

鐘本 勝一 

小原 顕 

西川 裕規 

超低温物理: 絶対零度への挑戦と超流動ヘリウム 

超低温物理学：量子液体の相転移現象と量子渦 

光合成初期過程の機能解明及び有機光機能材料の開拓 

物性理論：量子液体及び量子固体 

超伝導体、有機伝導体等の強相関電子系 

物性理論：電子系の多体効果、量子輸送 

超低温物理学：量子液体の相互作用と位相欠陥  

光合成系における構造とエネルギー伝達機能の解明 

結晶のラフニングと表面融解 

物性理論:光誘起現象とその動的過程、物質の階層性 

導電性ポリマーの光及びスピン物性 

超低温物理学: 量子液体中の音波の伝播 

物性理論：強相関電子系、量子輸送 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

授業科目（前期博士） 担 当 者 
（数理構造論分野） 
数理構造論 1 
数理構造論 2 
数理構造論 3 
数理構造論 4 
代数学特論 I 
代数学特論 II 
代数学特論 III 
代数学特論 IV 
幾何学特論 I 
幾何学特論 II 
幾何学特論 III 
幾何学特論 IV 
代数構造論特別講義Ⅰ・Ⅱ 
代数構造論特別講義Ⅲ・Ⅳ 
幾何構造論特別講義Ⅰ・Ⅱ 
幾何構造論特別講義Ⅲ・Ⅳ 
数理構造論演習 
（数理解析学分野） 
数理解析学 1 
数理解析学 2 
数理解析学 3 
数理解析学 4 
解析学特論 I 
解析学特論 II 
解析学特論 III 
解析学特論 IV 
数学概論 I  
数学概論 II  
数理解析学特別講義Ⅰ・Ⅱ 
数理解析学特別講義Ⅲ・Ⅳ 
応用解析学特別講義Ⅰ・Ⅱ 
応用解析学特別講義Ⅲ・Ⅳ 
数理解析学演習 
（基礎物理学分野） 
場の量子論 
素粒子論 
物理数学 
プラズマ物理学 
流体力学 
相対論的重力理論 
相対論的宇宙物理学 
原子核物理学Ⅰ 
原子核物理学Ⅱ 
基礎物理学特別講義ⅠA 
基礎物理学特別講義ⅠB 
基礎物理学特別講義ⅡA 
基礎物理学特別講義ⅡB 
基礎物理学特別講義Ⅲ 
基礎物理学演習 
（宇宙・高エネルギー物理学分野） 
高エネルギー物理学Ⅰ 
高エネルギー物理学Ⅱ 
宇宙線物理学Ⅰ 
宇宙線物理学Ⅱ 
宇宙・素粒子実験物理学 
重力波実験物理学 
宇宙物理学 
宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅰ 
宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅱ 
宇宙・高エネルギー物理学特別講義Ⅲ 
粒子物理学特別講義Ⅰ 
粒子物理学特別講義Ⅱ 
粒子物理学特別講義Ⅲ 
宇宙・高エネルギー物理学演習 
（物性物理学分野） 
物性物理学Ⅰ 
物性物理学Ⅱ 
量子統計力学Ⅰ 
量子統計力学Ⅱ 
低温物理学 
光物性論 
生体物性物理学 
固体低温物性 
物性物理学特別講義ⅠA 
物性物理学特別講義ⅠB 
物性物理学特別講義ⅡA 
物性物理学特別講義ⅡB 
凝縮系物理学特別講義ⅠA 
凝縮系物理学特別講義ⅠB 
凝縮系物理学特別講義ⅡA 
凝縮系物理学特別講義ⅡB 
物性物理学演習 
（学際分野科目） 
数理科学A 
数理科学B 
数理科学C 
数理科学D 
数理科学E 
数理物理学Ⅰ 
数理物理学Ⅱ 
数理物理学Ⅲ 
数理物理学Ⅳ 
計算科学 
数理物理学特別講義Ⅰ 
数理物理学特別講義Ⅱ 
数理物理学特別講義Ⅲ 
（特別研究科目） 
前期特別研究 

 
古澤昌秋・加戸次郎 
河内 明夫・森内 博正 
兼田正治・小森洋平・河田成人 
河内 明夫・枡田 幹也 
兼田 正治 
加戸 次郎 
谷崎 俊之 
古澤 昌秋 
金信 泰造・森内 博正 
河内 明夫・森内 博正 
金信 泰造・森内 博正 
金信 泰造・森内 博正 
（落合 啓之） 
 
 
 
各 教 員 
 
佐官謙一・吉田雅通・杉山由恵 
大仁田義裕・伊達山正人・高橋太 
西尾 昌治・藤井 凖二 
加藤 信・谷崎  俊之 
小森  洋平 
竹内 敦司 
佐官  謙一 
吉田  雅通 
竹内敦司・伊達山正人 他 
吉 田 雅 通 ・ 藤 井 凖 二 他 
（加須栄 篤） 
 
 
 
各 教 員 
 
有馬 正樹 
中尾 憲一 
浜端 広充 
浜端 広充 
浜端 広充 
石原 秀樹 
石原 秀樹 
櫻木 弘之 
有馬 正樹 
（山本 一博） 
 
 
 
 
各 教 員 
 
山本 和弘 
清矢 良浩 
林  嘉夫 
荻尾 彰一 
寺本 吉輝・中野 英一 
神田 展行 
神田  展行・荻尾  彰一・山本  和弘  
（受川 史彦） 
（宮原 ひろ子） 
 
 
 
 
各 教 員 
 
村田 惠三 
畑  徹 
坪田 誠・鈴木 正人 
小栗 章・西川 裕規 
石川 修六・小原 顕 
橋本  秀樹・鐘本  勝一 
橋本 秀樹・丸山 稔・杉﨑 満 
畑  徹・矢野 英雄 
（下位 幸弘） 
 
 
 
（東谷 誠二） 
 
 
 
各 教 員 
 
古澤  昌秋 
大仁田義裕・佐藤 洋平 
西尾  昌治 
 
（小池 茂昭） 
糸山 浩 
安井 幸則 
石原 秀樹 
安井 幸則 
神田 展行 
（山口 哲） 
 
 
 
各 教 員 

授業科目（後期博士課程） 担 当 者 

数理構造論ゼミナール 各 教 員 

数理解析学ゼミナール 各 教 員 

基礎物理学ゼミナール 各 教 員 

宇宙・高エネルギー物理学ゼミナール 各 教 員 

物性物理学ゼミナール 各 教 員 

後期特別研究 各 教 員 

  

落合 啓之（九州大学） 山本 一博（広島大学） 

加須栄 篤（金沢大学） 受川 史彦（筑波大学） 

小池 茂昭（埼玉大学） 宮原 ひろ子（東京大学） 

 下位 幸弘 （産業技術総合研究所） 

 東谷 誠二（広島大学） 

 山口 哲（大阪大学） 

※括弧内は非常勤講師を示す。 



 

≪物質分子系専攻≫ 
講座 専 門 分 野 氏 名 研 究 テ ー マ 

創
成
分
子
科
学 

物
性
有
機
化
学 

 
 

 

錯
体
化
学 

 
 
 
 

分
子
設
計
学 

量
子
機
能
物
質
学 

 

分
子
物
理
化
学 

レ
ー
ザ
ー
化
学 

 
 

理
論
化
学 

佐藤 和信 

 

手木 芳男 

岡田 惠次 

中沢 浩 

木下 勇 

塩見 大輔 

吉野 治一 

松下 叔夫 

八ッ橋知幸 

小嵜  正敏 

土江 秀和 

西岡 孝訓 

豊田 和男 

 

板崎 真澄 

廣津 昌和 

鈴木 修一 

 

分子性有機磁性化合物の電子状態、新しい電子磁気共鳴

分光法の開発、分子スピン量子コンピュータの開発 

分子磁性と有機スピン系の光励起状態及び分子素子の研究 

新しい性質をもつπ電子系の開発、磁性、伝導性、電子移動 

金属錯体の創製と新機能発現 

機能性錯体の合成 

結晶性有機固体の磁性・磁気共鳴 

低次元・強相関電子系の相転移と輸送現象 

理論化学 

高強度超短パルスレーザーと分子との相互作用 

精密巨大分子の構築と機能 

ミセルコロイド溶液の化学、液一液界面の電気化学 

機能性錯体及び無機材料の設計 

磁性分子の電子状態、及び分子分光学に関する量子化学

理論 

遷移金属錯体による分子変換反応の開発 

多核金属錯体の精密構造制御と機能発現 

機能性スピン制御分子の構築 

機
能
分
子
科
学 

生
体
物
質
学 

 
 
 

 

分
子
変
換
学 

 
 
 

合
成
有
機
化
学 

分
子
認
識
化
学 

 
 

生
物
無
機
化
学 

生
体
機
能
有
機
化
学 

 
 

巨
大
分
子
生
命
科
学 

大船 泰史 

飯尾 英夫 

森本 善樹 

築部 浩 

神谷 信夫 

 

品田 哲郎 

坂口 和彦 

寺岡 淳二 

宮原 郁子 

篠田 哲史 

三宅 弘之 

臼杵克之助 

舘  祥光 

 

 

 

生体機能制御分子の設計と合成方法論 

生体物質の有機化学的研究 

合成有機化学・天然物有機化学 

金属含有分子認識系の構築と機能化 

結晶相における酵素反応化学、タンパク質超分子の機能

制御機構 

高度生体応答物質の合成研究 

機能性物質の分子設計と合成 

振動分光学：共鳴ラマン分光学と振動光学活性 

たんばく質の立体構造と機能 

分子認識素子の開発と機能 

時空間制御型金属錯体の創成 

生物有機化学：生理活性物質の構造決定・合成・機能解析 

酵素活性中心の精密モデル化と機能解明 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

吉田   寛（静岡大学） 青木 伸（東京理科大学） 

川瀬 毅（兵庫県立大学） 粟栖 源嗣（大阪大学） 

岡崎 雅明（弘前大学） 柳 日馨（大阪府立大学） 

山下 晃一（東京大学） 柘植 清志（富山大学） 

木越 英夫（筑波大学）        

 

 
 

授業科目（前期博士） 担 当 者 

（基幹科目） 

基幹有機化学 

基幹無機化学 

基幹物理化学 

 

（基盤科目） 

創成分子科学 

機能分子科学 

 

（創成分子科学分野） 

創成有機分子科学特論Ⅰ 

創成有機分子科学特論Ⅱ 

創成有機分子科学特論Ⅲ 

創成無機分子科学特論Ⅰ 

創成無機分子科学特論Ⅱ 

創成無機分子科学特論Ⅲ 

創成分子物理化学特論Ⅰ 

創成分子物理化学特論Ⅱ 

創成分子物理化学特論Ⅲ 

創成先端分子科学特論 

創成分子科学演習 

 

 

（機能分子科学分野） 

機能有機分子科学特論Ⅰ 

機能有機分子科学特論Ⅱ 

機能有機分子科学特論Ⅲ 

機能無機分子科学特論Ⅰ 

機能無機分子科学特論Ⅱ 

機能無機分子科学特論Ⅲ 

機能分子物理化学特論Ⅰ 

機能分子物理化学特論Ⅱ 

機能分子物理化学特論Ⅲ 

機能先端分子科学特論 

機能分子科学演習 

 

 

（学際分野科目） 

科学の倫理と安全 

科学哲学 

国際ゼミナール 

 

（特別講義） 

創成有機化学特別講義1 

創成有機化学特別講義2 

創成無機化学特別講義1 

創成無機化学特別講義2 

創成物理化学特別講義1 

創成物理化学特別講義2 

機能有機化学特別講義1 

機能有機化学特別講義2 

機能無機化学特別講義1 

機能無機化学特別講義2 

機能物理化学特別講義1 

機能物理化学特別講義2 
探索分子化学特別講義1 

探索分子化学特別講義2 

分子制御化学特別講義1 

分子制御化学特別講義2 

 

（特別研究科目） 

前期特別研究 

 

森本 善樹 

中沢 浩・廣津昌和 

佐藤和信・寺岡 淳二 

 

 

手木芳男・木下 勇 

品田哲郎・飯尾英夫 

 

 

小嵜  正敏 

鈴木 修一 

岡田 惠次 

土江 秀和 

西岡 孝訓 

板崎 真澄 

松下叔夫・八ッ橋知幸 

塩見 大輔 

吉野 治一 

豊田 和男 

各 教 員 

 

 

 

大船 泰史 

坂口 和彦 

臼杵 克之助 

築部 浩 

篠田 哲史 

三宅 弘之 

宮原 郁子 

神谷 信夫 

寺岡 淳二 

舘  祥光 

各 教 員 

 

 

 

木下 勇・品田哲郎 

（吉田 寛） 

手木 芳男 他 

 

 

（川瀬 毅） 

 

（岡崎 雅明） 

 

（山下 晃一） 

 

（木越 英夫） 

 

（青木 伸） 

 

（粟栖 源嗣） 

 

（柳 日馨） 

 

（柘植 清志） 

 

 

 

各 教 員 

授業科目（後期博士課程） 担 当 者 

創成分子科学ゼミナール1 各 教 員 

創成分子科学ゼミナール2 各 教 員 

機能分子科学ゼミナール１ 各 教 員 

機能分子科学ゼミナール2 各 教 員 

後期特別研究 各 教 員 

※括弧内は非常勤講師を示す。 



≪生物地球系専攻≫ 
 

講座 専 門 分 野 氏 名 研 究 テ ー マ 

生
物
分
子
機
能
学 

生
体
高
分
子
機
能
学 

生
体
低
分
子
機
能
学 

代
謝
調
節
機
能
学 

平澤 栄次 

田中 俊雄 

寺北 明久 

 

伊藤 和央 

 

藤田 憲一 

小柳 光正 

高等植物の有機栄養学 

ヌクレオチド・脂質関連化合物の生理活性 

シグナル伝達に関与するタンパク質の多様性と構造・機

能の連関 

酵素の機能と構造及び活性調節／糖質・糖鎖関連酵素の

生体内機能とその応用開発／タンパク質限定分解機能 

細胞骨格を標的とする生理活性物質の検索およびその作用機構 

光受容タンパク質の構造と機能の多様性 

生
体
機
能
生
物
学 

細
胞
機
能
学 

植
物
機
能
生
物
学 

動
物
機
能
生
物
学 

保尊 隆享 

宮田 真人 

小宮 透 

若林 和幸 

中村 太郎 

水野 寿朗 

曽我 康一 

植物の成長調節機構 

マイコプラズマ滑走運動の分子メカニズム 

ｱﾌﾘｶﾂﾒｶ゙ ｴﾙの生殖細胞決定因子を構成する分子の単離と解析 

植物細胞壁の構造と機能 

分裂酵母の減数分裂と胞子形成開始の分子機構 

中胚葉誘導における細胞間相互作用 

環境要因による植物の成長と形態形成 

自
然
誌
機
能
生
物
学 

植
物
進
化
適
応
学 

情
報
生
物
学 

植
物
機
能
生
態
学 

動
物
機
能
生
態
学 

幸田 正典 

飯野 盛利 

志賀 向子 

伊東 明 

高木 昌興 

植松千代美 

後藤 慎介 

名波 哲 

脊椎動物を対象とした行動生態学 

植物の環境応答、光応答、成長制御 

季節適応の神経生物学 

森林植物の更新過程と多種共存機構 

鳥類の生活史戦略 

花色変異の分子生物学 

季節適応の分子生物学 

森林植物の生活史特性と更新維持機構 

環
境
地
球
学 

地
球
情
報
学 

都
市
地
盤
構
造
学 

人
類
紀
自
然
学 

升本 眞二 

三田村宗樹 

山口  覚 

原口 強 

 

地質情報の定式化と表現方法 

都市地質学：大阪平野の地盤特性 

地震発生域の構造状態の地球物理学研究 

都市地質工学、防災地質工学 

 

地
球
物
質
進
化
学 

地
球
史
学 

岩
石
学 

地
球
物
質
学 

前島 渉 

 

江崎 洋一 

益田 晴恵 

篠田 圭司 

奥平 敬元 

（1）現世および地質時代における地層の堆積作用 

（2）堆積環境の復元と堆積盆の発達過程 

地球環境変遷史：化石刺胞動物の系統 

地穀表層部の水循環に伴う物質移動 

鉱物の高温高圧下での振動分光学的研究 

島弧地殻進化：変形と変成作用の相互作用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  赤井 純治（新潟大学） 

高須 英樹（和歌山教育大学） 高木 秀雄（早稲田大学） 

上田 純一（大阪府立大学） 野田 篤（産業技術総合研究所） 

井鷺 裕司（京都大学）  

植木 雅志（理化学研究所）  

 

※括弧内は非常勤講師を示す。 

☆印は創造都市研究科の提供科目 

 

授業科目（前期博士） 担 当 者 

（生物分子機能学分野） 

代謝調節機能学特論Ⅰ 

代謝調節機能学特論Ⅱ 

微生物化学特論Ⅰ 

微生物化学特論Ⅱ 

酵素化学特論 

生体高分子機能学特論 

生物分子機能学特別講義Ⅰ 

生物分子機能学特別講義Ⅱ 

生物分子機能学演習 

（生体機能生物学分野） 

植物機能学特論Ⅰ 

植物機能学特論Ⅱ 

動物機能学特論Ⅰ 

動物機能学特論Ⅱ 

細胞機能学特論Ⅰ 

細胞機能学特論Ⅱ 

生体機能生物学特別講義Ⅰ 

生体機能生物学特別講義Ⅱ 

生体機能生物学演習 

（自然誌機能生物学分野） 

機能生態学特論 

社会生態学特論Ⅰ 

社会生態学特論Ⅱ 

社会生態学特論Ⅲ 

情報生物学特論Ⅰ 

情報生物学特論Ⅱ 

植物光生物学特論 

自然誌機能生物学特別講義Ⅰ 

自然誌機能生物学特別講義Ⅱ 

自然誌機能生物学演習 

（環境地球学分野） 

人類紀自然学特論 

都市地盤構造論 

地質工学 

空間情報システム論 ☆ 

空間情報科学特論 ☆ 

環境地球学特別講義Ⅰ 

環境地球学特別講義Ⅱ 

環境地球学特別講義Ⅲ 

環境地球学特別講義Ⅳ 

環境地球学演習 

（地球物質進化学分野） 

地球物質学特論Ⅰ 

地球物質学特論Ⅱ 

岩石学特論 

堆積論 

地球物質進化学特別講義Ⅰ 

地球物質進化学特別講義Ⅱ 

地球物質進化学特別講義Ⅲ 

地球物質進化学特別講義Ⅳ 

地球物質進化学演習 

（学際分野科目） 

機能生態学 

環境適応植物科学 

生物環境変動学特別講義Ⅰ 

生物環境変動学特別講義Ⅱ 

生物環境変動学特別講義Ⅲ 

先進生物学特別講義 

地球情報学 

地球進化学 

（特別研究科目） 

前期特別研究 

 

平澤 栄次 

平澤 栄次 

藤田 憲一 

田中 俊雄 

伊藤 和央 

寺北 明久 

（高須 英樹） 

 

各 教 員 

 

保尊 隆享 

若林 和幸 

小宮 透 

小宮 透 

中村 太郎 

宮田 真人 

（上田 純一） 

 

各 教 員 

 

伊東    明 

幸田 正典 

高木 昌興 

幸田  正典 

志賀 向子 

後藤 慎介 

飯野  盛利 

（井鷺 裕司） 

 

各 教 員 

 

三田村 宗樹 

山口  覚 

原口 強 

Ⅴ．ラガワン 

Ⅴ．ラガワン 

 

 

（赤井 純治） 

 

各 教 員 

 

篠田 圭司 

益田 晴恵 

奥平 敬元 

前島 渉 

 

 

（高木 秀雄） 

 

各 教 員 

 

名波 哲 

飯野 盛利 

（野田 篤） 

 

 

（植木 雅志） 

升本 眞二 

江﨑  洋一 

 

各 教 員 

授業科目（後期博士課程） 担 当 者 

生物分子機能学ゼミナール 各 教 員 

生体機能生物学ゼミナール 各 教 員 

自然誌機能生物学ゼミナール 各 教 員 

環境地球学ゼミナール 各 教 員 

地球物質進化学ゼミナール 各 教 員 

後期特別研究 各 教 員 


